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プロローグ～リア王の覚醒







「……なんだ、これは？」

　学校から帰ってきた俺おれは、机の上におかれた見おぼえのない用紙に眉まゆをひそめた。

『リア充度チェックシート』と題された数枚の紙束。タイトル脇わきには製作者である妹のイニシャルが記されていた。ご丁てい寧ねいに『やってみろ』という自筆の言こと伝づてまで書き残されている。

「あの愚ぐ妹まいめ、今度はいったいなにをたくらんでいる……？」

　嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつをこめて俺はつぶやく。妹の意図は不明ながら、ろくなことにならないのはこれまでの経験から明らかだった。

　……我わが妹は実に度しがたい人格の持ち主で、俺をからかって遊ぶことに人生のすべてをかけている。事実、本人がそう公言しているのだから救いようがなかった。

「ふん。おおかた俺が面おも白しろい行動にでることを期待したのだろう。ああ不ふ愉ゆ快かいだ、まったくもって不愉快だ！」

　しかし、無視して捨ておくわけにもいかない。このチェックシートなるものは、愚妹が俺へとむけた一種の挑ちよう戦せん状じようなのだ。ゆくゆくは『王』となることが運命づけられているこの俺、御み門かど帝てい人とには、逃にげるという選せん択たく肢しなどはなからない。百ひやく獣じゆうの王が全力をもってウサギを狩かるように、敵意をむけてくる者は徹てつ底てい的てきに叩たたきつぶすまでだ。

「『リア充』というのは、たしか『リアルが充じゆう実じつしている人間』を指す言葉だったか。ふむ、となれば『リア充度』なるものは――」

　いかに人生が充実しているかを計る指標、ということになるだろう。

　ならば王たる資質をもつこの俺に、隙すきなどあろうはずもない。矛ほこをまじえる前から勝敗は決しているようなものだった。

「フフフッ、フハハハハハッ！　残念だったな我が愚ぐ昧まいよっ！　たとえ頭が良かろうとやはりお前は愚おろか者ものなのだよ！　フハハハハハッ！」

　ウサギどころか蟻ありをひねりつぶすような心ここ地ちで、俺はシートにとりかかった。

　……ふむ。どうやら採点は加点方式ではなく減点方式であるようだ。該がい当とう項こう目もくが少なければ少ないほどいい、ということだろう。その証しよう拠こに、俺の回答は一つの例外もなくノーだった。

　ものの数分で最後の設問までたどりつく。イエスかノーかで答えるだけではつまらないので、設問に対する俺の見解も記入しておいた。

「フフッ、愚妹の悔くやしがる顔が目にうかぶ」

　最後のページには総合評価が載のっているらしい。

　俺は意い気き揚よう々ようとページをめくり、該当項目〇個の欄らんをさがした。

　と――




「該当項目・〇個

　リア充度・マイナス無限大

　コメント・来世に期待しましょう、と言いたいところですが、残念ながら何億回生まれ変わったところであなたが最底辺の負け組なのは確定的に明らかです。

追つい伸しん：これが現実だよ、帝人クン」




「なッ……!?」

　我が目を疑う、とはまさにこのことだった。

　すわ愚妹めの捏ねつ造ぞうかと、俺は反射的に考えたが――

　否いな。無む駄だに知ち恵えだけはまわる彼奴きやつのことだ、下調べは完かん璧ぺきにすませているに相そう違いない。シートの設問も総合評価も、世相に照らして充じゆう分ぶんに客観的であるのだろう。

　さらに不愉快なのは、この結果が妹の予測どおりだったということだ（俺にあてた『追伸』が載っているのは該当項目〇個の欄のみだった）。

　とにかく厳然たる事実なのは、俺がリア充ではなく最底辺の負け組だということ――

「こんな結果は、許されない……！」

　ぎりりと歯をかみしめ、俺は怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「この俺が！　王たる資質を持って生まれたこの御門帝人が最底辺の負け組だと!?　ふざけるな！　こんな結果など決して許されない。許されないんだ……！」

　だが、憤いきどおったところで結果が変わるわけでもない。シートをまとめて破り捨てたい衝しよう動どうに駆かられるが、それは愚妹に対しての敗北宣言にほかならなかった。

　――ならばどうする？　一いち念ねん発ほつ起きしてリア充とやらになるか？

「……否いな、その認にん識しきは否いなであるぞ、御門帝人っ……！」

　世間一いつ般ぱんで認められているリア充とは、すなわち、このシートの設問にすべてイエスで答えるような人間を指すのだろう。

　だとしたら――くだらない。心底くだらないと言わざるをえなかった。

「そうだ、俺はリア充などになりたいとは思わないし、そもそもなる必要性を露つゆも感じない！　なぜならばこの俺は！　生来の王たるこの御門帝人は、平へい々へい凡ぼん々ぼんたるリア充の器うつわになどとうてい収まりきる存在ではないからだッ！」

　そして俺は、天てん啓けいをえる。

　自分のなすべきことを、この時この瞬しゆん間かんに感得できたのだ。

「クククッ……フハハハハハッ！　そうか、そういうことだったか！　このシートもまた天の采さい配はいだったというわけだなっ！　フハハハハハハハッ！」

　やはり我が妹は愚かだ。愚妹と呼ぶに相応ふさわしい。

　なぜなら彼女のつくったシートは俺をやりこめるどころか、逆に進むべき道を照らしだしてしまったのだから。

　そうとも、これまで曖あい昧まい模も糊ことしていた我が『王道』は、いまや燦さん々さんたる光によって明らかなものとなっている。

「天よ！　我が決意を聞きとどけよ！」

　俺は両手をひろげ、天を仰あおいで声を張りあげた。

「我がなるべき王の姿、それはリア充をはるかに超ちよう越えつした完全上位の存在だ！　驚おどろき、慄おののき、怖おそれ畏かしこむがいいっ！　その名も――」

　王政復古の大号令を発した明治天皇のごとき心境で、威い風ふう堂どう々どうと俺は宣言した。
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「リア王だッ！」
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リア王計画・始動







　自分は、王になるべくして生まれてきた存在だ。

　物心ついたころから、俺には天命ともいうべき絶対的な確信があった。

　王になる――というのは、政界入りして日本国のトップに立つとか、革命を起こして新たな国家を樹立するとか、そういった政治的な意味だけにとどまらない。たとえば『石油王』だとか『鉄道王』だとか、商業・経済分野での圧あつ倒とう的てきな支配者となるのもいいだろう。あるいは現時点でその可能性は低いものの（なぜならいまの俺は神を信じていないから）、宗教の世界に入って『法王』の聖せい座ざにのぼりつめてしまうのかもしれない。

　いずれにせよ近い将来、俺は頂点に君臨し一つの世界をあまねく支配することになる。それだけは疑いをはさむ余地のないことだった。

　とはいえ俺が生まれ育ったこの国では、でる杭くいは打たれるがさだめ。生得の王たる資質を持つ俺が一〇代のころから頭角をあらわせば、どれだけ苛か烈れつな反発をまねくかは想像にかたくない。

　だから、無益な争いを好まぬ賢けん明めいにして聡そう明めいなるこの俺は、少なくとも高校を卒業するまでは、王たる資質を周囲に知らしめる必要はないと考えていた。いたのだが――

　高校の二学年に進級してまもない運命の日――つまりは昨日を境に、予定は大おお幅はばに早まることとなった。

　愚妹の手になるリア充度チェックシートが、俺に天啓をもたらしたからだ。おのれがいかなる王となるべきか、あの瞬間に俺は悟さとったのだ。

　リア王。いまだかつて何人たりとも到とう達たつしたことのない、空前絶後にして唯ゆい一いつ無む二にの王。

　そうとも、リア王こそは我が天命！　この御み門かど帝てい人とのために用意された真なる王の姿なのだ！

「――というわけで江え代しろ堂どうよ、俺はリア王になると決めたぞ」

「……は？」

　俺がおごそかにつげると、江代堂は携けい帯たい電話から顔をあげてつぶやいた。

　私立翔しよう葉よう学園高等部、教室棟とうの一階と二階をつなぐ西階段の踊おどり場ばでのことである。

　俺たちのほかは一人の通行人の姿もない。この場所は校門の正反対に位置しているため、登校時に利用する生徒は皆かい無むなのだ。しかし、学園における俺の唯ゆい一いつの話し相手である江代堂――自他ともに認める変わり者にとっては、絶好のロケーションと化すのである。

「……まあ、君がおかしなことを言うのは、いまに始まったことじゃないけどさ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをくずさぬまま江代堂が言う。知りあってかれこれ一年になるが、こいつのそれ以外の表情を、いまだに俺は目にしたことがない。

「リア王になるだって？　それはつまり、演劇にでも目覚めたって話かい？」

　うちの学校は私服通学を認めているため、俺と違ちがって江代堂は制服姿ではない。今日はネクタイ付きのシャツに、タータンチェックのボトムスといういでたちだ。肩かたまで届く長さの髪かみを後頭部でしばり、アンダーリムの小こ洒じや落れた眼鏡めがねをかけている。

「演劇だと？　なにを意味のわからんことを言っている？」

「意味がわかるだろ。リア王と言ったらシェイクスピアに決まっているんだからさ」

「シェイクスピア？　どこかで聞いたことがあるような気もするが、なんだそれは」

「まさか稀き代たいの劇作家を知らないとは、いったい君はどういう生きかたをしてきたんだよ。いいかい、シェイクスピアというのはね――」

　その作家がいつどこで生まれ、どんな著作を残し、後世にいかなる影えい響きようをおよぼしたのか。江代堂は果てしなくどうでもいい情報をくどくどと俺に聞かせた。

　こいつは寡か黙もくそうに見えて、その実かなりの能弁家なのだ。

「もういい。充分だ」

　俺は手をあげて語りを制した。聞きたくもない話をえんえんと聞かされるほど、苦痛でうんざりとさせられることはない。

　そもそも俺は創作物全ぜん般ぱんに興味がないのだ。なぜか？　しょせんは庶しよ民みんの娯ご楽らくにすぎない作り話のたぐいから、帝てい王おう学がくのいろはを学べるとは露ほども思わないからだ。そんなものに時間を使うくらいなら、『君主論』なり『韓かん非ぴ子し』なり『実利論』なりを読み返したほうが万倍も有益だろう。

「お前に二つ言っておこう。一つ、俺のかかげるリア王はそんなものとはまったくの無関係だ。一つ、そちらの『リア王』のことはいまこの時より忘れろ」

「相変わらず自分勝手で強ごう引いんでわがままだなぁ。じゃあ、君の言う『リア王』とはいったいなんなんだよ？」

「なんだ江代堂、そんなこともわからないのか」

「わからないから訊きいているんじゃないか」

「やれやれ、仕方のないやつだ。いいだろう、ならばこの俺じきじきに教授してやる！」

　俺は鞄かばんから例のチェックシートを取りだして、

「見よっ、すべてはこのシートから始まったのだ！」

「……なんだいこれは？」

　江代堂は嫌いやそうにたずねてくる。

「見ればわかるだろう、我が愚妹の手になるリア充度チェックシートだ。このシートで採点してみた結果、俺は世間一般で言われるところのリア充からは、もっとも遠い存在であることが判明したのだ」

「さもありなん、って感じだね。驚くには値あたいしないよ。それで？」

「フッ。そこいらの凡ぼん夫ぷであれば、この結果をうけてリア充にならんとするのだろう。だがこの御門帝人は違う！　王になるべくして生まれてきた俺には、リア充を超越しそのはるか上に君臨する、リア王の座こそがふさわしいと悟ったのだっ！」

「……ああ、リア充の王でリア王ってわけか」

「フッ、我ながら秀しゆう逸いつな命名だろう？」

「元ネタがあるのによく威い張ばれるなぁ。それはともかく、だったら順序をふんで段階的にいくべきじゃないのかい？　まずはリア充にならないことには――」

「なにを言っている、段階をふむ必要などあるものか」

　相手の言葉をさえぎり、なおも俺は言いたてた。

「どうやらお前はなにが正しくてなにが間ま違ちがっているか、その基準がわかっていないようだ。いいか江代堂、古来より王とは絶対無む謬びゆう性を有する者とされてきた。王は決して間違いをおかさず、したがって否定されもしないということだ。しかるにいま、世界はそのチェックシートでもって生来の王たるこの俺を否定した！　あってはならないことが起きてしまったんだ！　ならば間違いはどこにある？　ただすべき過あやまちはどこにある？」

「……」

「わかるだろう、王が絶対無謬の存在である以上、間違っているのはこの世界にほかならない！　そして現状がどうあれ、正しくないものが正しきものに勝てる道理などないはずだ！　そう、王とは世界をただせる唯一無二の存在なんだよ！　だからッ！」

　俺は腕うでをひろげ、高らかに宣戦布告を発した。

「世界が俺を否定するというのなら！　俺は王となって世界を逆に否定するまでだ！」

「……はぁ」

　江代堂は大おお仰ぎようなため息をついて、

「なんというか、僕ぼくは君を見くびっていたようだね」

「フッ。そうだろう、圧あつ倒とうされ感動してしまうのも無理はあるまい」

　その反応を見るに江代堂は、俺という存在の偉い大だいさを感得し、自身の卑ひ小しようさをいやおうなく自覚してしまったのだろう。

「さて、ここからが本題だ。ときに江代堂、王にとって――とりわけ名君と呼ばれるすぐれた支配者にとって、必要欠くべからざるものとはなんだと思う？」

「さあ、想像もつかないけど」

「ならば教えてやろう！　名君に必要なもの、それは有能なる側近だ！」

「側近、ねぇ」

「然しかり。アウグストゥス帝ていにアグリッパとマエケナスがいたように、すぐれた王にはすぐれた臣下がつきものだ。逆を返せば、いかに優ゆう秀しゆうな王とて有能な臣下に恵めぐまれなければ大事をなすことはできない。仮に可能であったとしても、時間も手間も必要以上にかかることは明白だ」

「へえ、君が他人を本格的に頼たよるのか。てっきり一人でなにもかもをやるつもりだと思っていたけど」

「それは思おもい違いだな。君主にとってもっとも肝かん要ようなのは、優秀な人材を見み出いだし取りたて、信しん頼らいして的確な役どころに配置する能力だ。王が一から十まですべてを管理監かん督とくする必要はないし、王自身が神のごとき全知全能である必要もない。もっともこの俺は限りなく全能に近い存在ではあるのだがな。フハハハハっ！」

「……そういう与よ太た話はもういいから、早く用件を言ってくれよ。ぜんぜん本題に入ってないじゃないか」

　江代堂はつまらなそうに愚ぐ痴ちをこぼす。

「つまりは協力してくれる人を探すのに、僕の力を借りたいってことなんだろう？」

「然り。これから俺は、リア王計画の遂すい行こうに必要な人材を集めなければならん。まずはそうだな、蜀しよくの五ご虎こ将にならって、側近は五人といったところか」

「五虎将って……シェイクスピアをこき下ろしたくせに『三国志演義』は読んでるのかよ」

「？　当然だろう。史書とはすなわち、古の王の来らい歴れきを伝える文ぶん献けんなのだからな」

「いやだから、『演義』は史実じゃなくて創そう作さくじゃ……まあいいや。で、君に付き合うような物好きが、この学園に五人もいると本気で思っているのかい？」

「たしかに、俺の目にかなう人材はそう簡単には見つからないだろう。そこでお前の出番というわけだ。率そつ直ちよくに訊くが、この学園でもっともスペックの高い人間は誰だれだ？」

「それならまあ、二Ｇの藤ふじ波なみ凰おう花かさんと二Ｆの橘たちばな深み月づきさん。この二人が双そう璧へきだろうね」

「藤波……ああ、あの赤毛の女か。たしかに彼女は常人とは違う。特別な存在といっていいだろうな」

　クラス一目立つ女子生徒のことを俺は思いだした。

「ならばまずは、その二名の情報を集めてもらおうか」

「ちょっと待って。まさかとは思うけど……」

　頭痛にでも見み舞まわれたかのように、江代堂は目元に手をかざして、

「よりにもよってその二人を、君の側近とやらにしようってのかい？」

「然り。お前に仕事を頼たのむ理由が、ほかにあると思うか？」

　江代堂は絶句して、深い嘆たん息そくをもらした。

「……厚こう顔がん無む恥ちというか、傍ぼう若じやく無ぶ人じんというか、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんというか……。ああダメだ、既き存そんの言葉じゃとても表現しきれない……」

「なにをごちゃごちゃと言っている？　それよりも、お前の返答を聞かせてもらおうか。二人の情報を集められるのか否いなか、答えはどちらだ？」

「まあ、仕事は引き受けてやるよ。――それと帝人、前から言ってるけど、僕は情報を集めるんじゃない。情報が僕に集まってくるんだよ」

「フッ、そうだったな」

　この江代堂なる人物は、学園内で知る人ぞ知る凄すご腕うでの情報屋なのだ。その仕事ぶりの優秀さは、俺の実体験からも保証ずみだった。

　ちなみに『江代堂』というのはこいつの苗みよう字じでも名前でもなく、情報屋としての『屋号』である。

　さらに付け足しておくと、本名はタケノウチ・ユキオ（漢字は知らん）というらしい。

　もっとも俺は一度たりともその名で呼んだことはない。俺が知っているのは情報屋としての顔だけだから、それで問題ないと考えていた。

「さて、あとは報ほう酬しゆうか。それなりに大きな仕事だ、さすがに無む償しようというわけにはいくまい？」

「ああ、それなら僕の要求するものは決まっているよ」

「なんだ、やはり現金か？」

「そんなわけないだろ、まったく俗ぞく物ぶつだな君は」

　江代堂は非礼きわまりないことをつぶやいて、

「情報の対価は情報だよ。つまり――」

「我が計画の進しん捗ちよく状じよう況きようを、随ずい時じ伝えろということか」

「そのとおり。やっぱり君は、頭は悪いけど知能はあるんだね」

「？　それは我が愚妹を評する言葉であって、俺にはまったく当てはまらんぞ」

「……まあいいけど。それから言っておくけど、個人のプライバシーに関かかわる情報はたとえ手に入ったとしても提供はしないから、そのつもりで」

「かまわん。学園における普ふ段だんの行動パターンや交友関係、その他もろもろの公開情報だけで充分だ」

「いやに自信満々だね。まさか勝算があるとでも言うのかい？」

「むろんだ。面識のない深月はともかく、凰花のほうは教室で見ているからな。あの女は必ずや我が計画に賛同するはずだ」

「だから、その自信の根こん拠きよは？」

「見ればわかる」

「はぁ？」

　疑ぎ問もん符ふを返してくる江代堂。特別な目を持たぬ常人には、この『見ればわかる』という感覚は理解しがたいものなのだろう。

　仕方ない、説明してやるとしよう。

「いいか江代堂、藤波凰花は特別な存在だ。しかし特別であることは、当人に恩おん恵けいのみをもたらすとは限らない。常人と異なるゆえの悩なやみは必ずあり、十中八九それは他人に相談できない性質を帯びる。俺おれのような特別を超こえた『特上』の存在であれば悩みなど皆無になるが、彼かの女じよはまだその域には達していないようだからな。フハハハハっ！」

「君はもう少し、悩みがないことを悩むべきだと思うけど。まあいいや、それで？」

「結果として、隠かくされた悩みは胸の奥おくでひそかに醸じよう成せいされ、やがては秘ひめたる願いへと変化する。そう、つまりはっ！」

　確信をこめて、俺はその先をつげた。

「凰花は願望をいだいているんだよ！　我わがリア王計画に賛同し協力することになる、潜せん在ざい的てきな願望をなっ！」

「願望ねぇ？　具体的にはどんな？」

「おおむね推察はついているが――それを確信へと持っていくには、まだ情報が不足している。なればこそ、俺はお前に仕事を頼んだわけだ」

　ちょうどそのとき、予よ鈴れいが校内に鳴りひびいた。

　何気ない普段どおりのチャイムの音。だがいまの俺には、計画の門かど出でを祝福する栄光の鐘かねの音にしか聞こえなかった。

　江代堂の協力はとりつけた。この時点で、偉大にして壮そう大だいなる我がリア王計画は、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんたる船出を約束されたようなものだった。







リア王の臣下登用①







　翌日の昼休み。俺は学生食堂をめざして中庭を歩いていた。

「フフ……フハハハっ！　いよいよだ、いよいよ始まるぞ！　今日という日は人類史に永久に刻まれる日となるだろう！　我がリア王計画が最初の一歩を踏ふみだした記念すべき日としてなっ！　フハハハハハっ！」

　中庭にいた生徒たちが、なにごとかと俺をふり返る。が、凡夫どもの視線をいちいち気にする俺ではない。たとえ隠していようとも、王たる者が周囲の耳じ目もくを集めてしまうのはごく自然なことだからだ。

　ほどなくして、俺は食堂に到とう着ちやくする。

　俺が在ざい籍せきする私立翔しよう葉よう学園高等部。この学園は数年前に設立されたばかりで、校内施し設せつのいたるところに理事長の趣しゆ味み性が強く反映されている。学食もその一つで、『食堂』ではなく『カフェテリア』と呼んだほうが実物のイメージに合がつ致ちするだろう。カフェには広々としたテラスが隣りん接せつしており、生徒の大部分が昼食時に利用している。俺の目当ての人物もその例にもれない、というのが江え代しろ堂どうからえた情報の一いつ端たんだった。

『藤ふじ波なみ凰おう花か。おそらく学園一の有名人。裕ゆう福ふくな家のお嬢じよう様さまで日独ハーフ。容姿もスタイルも完かん璧ぺきで成績も学年一位の常連。中学は都内の有名私立。当時はかなりモテたとのこと。告白された回数は優に一〇〇回超ちよう。ただし翔葉学園高等部へ入学後は高たか嶺ねの花はなすぎることが認にん知ちされたのか、声をかける男子は激減した様子。本人もまわりになじむ気はないらしく、一人でいることが多い。昼休みは携帯を片時も離はなさないとの目もく撃げき談だんアリ――』

　今朝がた俺の携帯に届いたメールには、凰花の基本的なプロフィールから普段の行動がつらつらと書かれていた。

「ふむ、ここか」

　テラスの一番はし、孤こ立りつしたようにぽつりと置かれたテーブルに俺は腰こしを落ちつけた。

　そこは事実上、藤波凰花の指定席となっている。ほかの生徒どもは遠えん慮りよしてなのか、付近のテーブルに近づくことさえしないようだった（もちろん俺は頓とん着ちやくなどしなかったが）。

「これは――なるほどな、そういうことか」

　席のすぐ後ろは背の高い生いけ垣がきで、前方に視線を転じればテラスを一望できるようになっている。実際に座すわってみると、彼女がこの場所を好ましく思う理由が手にとるように理解できた。

　それは藤波凰花がかかえる『秘密』と密接に関わっている。

「クククっ……当然すぎるほど当然だが、やはり俺の推理に間違いはないようだな！」

　これで我が手札はでそろった。あとは作戦どおり藤波凰花を攻せめ落おとすだけ。より具体的には彼女の悩みと望みとを明らかにし、我がリア王計画に参画する資格と義務とを自覚させるのだ！

　そして待つこと数分、一人の女子生徒が食事のトレイをかかえてやって来た。昼食のメニューはミラノサンドとアイスティーだろうか。

「――！」

　彼女は先客である俺の存在に気づくと、足をとめて不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

「ようやく来たか、藤波凰花。この俺を待たせるとはいい度胸だ」

　鮮せん烈れつな赤と青。それが藤波凰花に対していだく万ばん人にん共通の第一印象だろう。

　春風にそよぐ長い髪は緋ひ色いろで、俺を見つめる両の瞳ひとみは瑠る璃り色いろだ。目の覚めるような美び貌ぼうを誇ほこり、均整のとれた体形にも非の打ちどころがない。日本の高校という環かん境きよう下では、なにをしようが際きわ立だってしまう容姿だった。

　否いや、たとえ本場欧おう州しゆうの社交界に舞ぶ台たいを移したところで、彼女の特異性は微み塵じんもゆるぎはしないだろう。

「あんた……同じクラスの御み門かど帝てい人とよね、たしか」

　俺の正面に立ったまま凰花が口を開く。

「ほう？　直接名乗ったわけでもない俺の名を記き憶おくしていたか。なかなか見どころがあるようだな」

「はぁ？　やたらと偉えらそうな名前だから記憶に残ってただけよ！」

「否いな、その認にん識しきは否いなであるぞ、凰花。俺は偉そうなのではない、事実偉いのだ」

「な、なんなのこいつ……」

　凰花が頬ほおをひきつらせる。

　さては俺の言葉のはしばしに王者のオーラを感じとり、早くも圧倒されてしまったか。

「……なんでもいいけど、どいてくれない？　そこはあたしの席なんだけど？」

「はて。学園の生徒であれば、誰がどこの席に座わろうと自由だったはずだが？」

「た、たしかにそうだけど、暗あん黙もくの了りよう解かいとか不文律ってものがあるでしょうが！　いいからさっさとどきなさいよ……！」

　声は抑おさえているものの、凰花のいらだちはひしひしと伝わってくる。

「いいだろう。お前にはこの席でなければ駄だ目めな理由があるようだからな」

　俺はにやりと笑いつつ席を立った。王たる者が退くなど本来は許されないことだが、これも作戦とあらばやむをえまい。

　椅い子すを引いて立ちあがり、凰花に入いれ替かわるよううながす。円形のテーブルを中心にして俺は左回りに、彼女は右回りに移動した。

「ふん、最初からそうしていれば――」

　と、やわらぎかけていた凰花の表情が、先にも増して剣けん呑のんになる。

　なぜかといえば、俺が真向かいの席にあらためて座ったからだろう。

「どうした？　お前の席は空けてやったぞ。座らないのか？」

「……あんた、本気でどういうつもりなわけ？　なんでそっちに座ってんのよ」

　静かな怒ど気きが凰花の口からほとばしる。むきだしの敵意を帯びた視線が一直線に俺を射ぬいてくる。

　美人が怒おこると人一倍怖こわいと聞くが――ふむ、たしかに迫はく力りよくといい威い圧あつ感といいただならぬものがある。相手がそこいらの一いつ般ぱん人じんであれば、たちまち蛇へびににらまれた蛙かえるの絵が完成することだろう。

　だがその喩たとえでいうなら、さしずめ俺は翼つばさをひろげ飛ひ翔しようする孤こ高こうの大おお鷲わし。大だい蛇じやの牙きばがいかに鋭するどく猛もう毒どくをはらんでいようと、天空の王者には決して届かないのだ。

「いわれのない非難だな。俺がこの席に座ってはいけない理由がどこにある？」

「理由？　あたしが一人で食事したいからに決まってるでしょ！」

　テーブルへ乱暴にトレイを置き、凰花は椅子に腰を落とした。ほかの席を探す、という選せん択たく肢しははなから存在しないらしい。

「一人で、か。聞けばお前は昼休みのあいだ中、携けい帯たいの画面を見ているそうだな」

　凰花がぴくりと反応する。彼女はいままさに制服のポケットから携帯を取りだしたところだった。

「その様子があまりに楽しそうだから、ほかの連中は『恋こい人びととメールでもしているに違いない』などと噂うわさを立てているが――本当のところはどうなんだ？」

「べつに、自分の携帯でなにをしていようがあたしの勝手でしょ。……っていうかあんた、あくまでもそこに居い座すわるつもりなの？」

　視線の圧力をさらに高め、俺の瞳を直接にらみつけてくる凰花。しかし俺は毛ほども怯ひるむことなく、その凝ぎよう視しを平然とうけ流した。

　互たがいに無言のまま、数秒が経たち、

「……それで？　あたしにいったいなんの用なのよ？」

　凰花が携帯をテーブルに置き、胸の前で腕をくむ。表情にも口調にも変化はないが、それは明らかな譲じよう歩ほだった。

「こんなことをするからには、よっぽど大事な話があるんでしょうね？」

「ほう、俺が悪ふざけやからかい半分で来たのではないと理解したか。なぜだ？」

「そんなの、目を見ればわかるわよ。あんたのことはよく知らないし、なにを考えてるかもわからない。だけど、あんたの目はやたらと真しん剣けんで、自信と確信に満ちている。――いままであたしに声をかけてきた男どもとは違ちがってね。だから話を聞いてあげる気になったのよ」

　俺は心中でほくそ笑えむ。やはりこの女は俺が見こんだとおりの――否、見こんだ以上の逸いつ材ざいだった。

「ククク……フハハハハっ！」

「ちょっと、なにがおかしいの！」

「否、その認識は否であるぞ、凰花。おかしいからではない、喜ばしいから笑ったのだ」

　俺の言葉に凰花はむっと眉まゆ根ねをよせて、

「ねえ、さっきから気になってたんだけど、ほとんど初対面のくせにあたしのこと呼び捨てよね？　あんたいったい何様なわけ？」

「？　名前を呼ばずして、どう個人を識別する？」

「あ、あのねぇ、あたしが言ってるのはそういうことじゃなくて……」

「どうした凰花？　言いたいことがあるならはっきり言うといい」

「ああもうっ！　あたしだけ呼び捨てだなんて腹立つから、あたしもあんたのこと遠慮なく帝人って呼ぶわよ！　いいわね帝人っ!?」

「好きにしろ。ところでいま『何様』などと口にしたようだが、様付けで呼びたいのであれば『帝人様』でも俺はいっこうにかまわんが」

「呼ぶかっ！」

　凰花はミラノサンドをわしづかみにし、ばくりと豪ごう快かいにひとかじりする。粗そ野やな作法でも不思議と絵になってしまうのは、彼女であればこそだろう。

「もう！　いいからさっさと話をはじめなさいよ。もたもたしてると気が変わるわよ？」

「いいだろう、聞かせてやる」

「あ、いちおう先に言っとくけど、告白とかだったらお断りだからね」

「告白か。どちらかといえば凰花、それをするのは俺ではなくお前になると思うがな」

「は、はぁっ!?　な、なんであたしがあんたなんかに告白を――」

「なぜならばっ！　お前はその胸に隠された悩みと秘めたる望みとを、これから俺に明かすことになるからだ！」

　凰花はたっぷり五秒もぽかんとして、

「こ、告白って、そっちの意味の告白……？」

「当然だ。ほかにどんな意味の告白がある？」

「……疲つかれる。こいつと話すのってなんか超ちよう疲つかれるわ……」

　彼女ほど傑けつ出しゆつした人物とて、王たる者とじかに話すことには疲ひ労ろうを感じてしまうのか。

生まれもった資質とはいえ、なかなか不便なことがあるものだ。

「では本題に入るとするか。いまも触ふれたが、お前は余人に明かせない悩みを――いや、秘密をかかえているな、凰花？」

「な、なに言ってるのよ？　あたしに秘密なんてあるわけないじゃない！」

「ほう、秘密がないときたか。これは面おも白しろい。人間とは誰しも大なり小なりの秘密をかかえて生きているものだと思っていたが、お前だけは例外か」

「うっ……！　そ、そうよ、あたしは普ふ通つうとは違うんだから！」

　――ほう。墓ぼ穴けつを掘ほっても即そく座ざに踏みとどまり、転落だけは阻そ止しするか。

　面白い。ならばこちらも正せい攻こう法ほうで攻めるのみだ！

　すまし顔でアイスティーを吸いあげている凰花に、俺は一枚目の手札を切った。

「そうだ凰花、一つ面白い話を聞かせてやろう。常つね有あり駅前の商店街に坪つぼ内うち堂どうという古書店があるんだが――」

「っ!?　けほっ、けほっ！」

　凰花は盛大にむせた。

「そこはめずらしい古書が置いてある店でな、ごくまれにだが俺は利用することがあるんだよ」

「なん……だと？」

　凰花は呆ぼう然ぜんとつぶやいたが、すぐさまはっとなって、

「へ、へえ？　帝人ってそういう店に行くんだ。も、もちろんあたしは行ったことないけど！　それで、その古書店がどうかしたの？」

「ああ、前回立ちよったとき、店主が面白い客の話を聞かせてくれてな。なんでもそいつは『お金を払はらうからどうかマンガを立ち読みさせてほしい』などという実に珍ちん妙みような申し出をしてきたらしい。べつに俺は店の常連でもないし、店主と個人的に親しいわけでもない。だがむこうとしても、話さずにはいられなかったのだろうな。その客と同じ学校の制服を着た俺が相手では。――どうした凰花、顔色がすぐれないようだが？」

「いっ!?　へ、平気よ、ぜんぜん平気！」

　ぎくぎくぅ、という擬ぎ音おんが聞こえてきそうな有様だったが、俺はあえて指し摘てきせずに先をつづけた。

「ちなみに件くだんの客だが、店主の話を信じるならきわめて特とく徴ちよう的てきな容姿をしていたらしい。いわく、髪かみは赤色で瞳は――」

「そ、そのおばあちゃん、ちょっとボケちゃってたのよ！　うんそうだわそうに違いないわよきっと！」

「たしかに彼女は、物覚えが悪くなっていても仕方のない年ねん齢れいに見えたな。ときに凰花、お前はいま『おばあちゃん』と口にしたが、店主が高こう齢れいの女性であるとなぜ断定した？　古書店の店主と聞けば、普通は中高年から老年の男性をまっさきにイメージするのではないか？」

「そ、それはっ……。あ、あたしの中では古書店の店主っていったらおばあちゃんって決まってるのよ！　悪いっ!?」

　さらなる墓穴を重ねるも、凰花はそのことごとくを強ごう引いんに回かい避ひしていく。すがすがしいまでの開き直りっぷりだった。

　……いいだろう、ならばつぎの手札を使うまでのこと！

「たしかにイメージは人それぞれか。一いつ般ぱん的てきなものとかけ離れていたとしても、ただちにそれがおかしいことにはならないな」

「そのとおりよ。全面的に同意してあげるわ」

「ところで凰花よ、髪の色といえばだが、お前はその特徴的な赤毛を自分ではどう思っている？」

「そんなの決まってるじゃない。この髪はあたしの誇り、ママがくれた大切な宝物よ」

　ふぁさぁっ、と片手で優ゆう雅がに髪を広げてみせる凰花。枝毛のたぐいは一本とてなく、彼女が念入りにケアしていることをうかがわせた。

「なるほどな。長く伸のばしているのも、その色をより映はえさせるためか」

「ふふん。それもあるけど、あたしって髪を切るのが基本的に嫌きらいなのよねー」

　髪に対する愛着を語りつつ、凰花は先ほどの仕草をくりかえそうとする。

「ほう？　ならばどうして中学時代、いまよりも長かった髪をばっさりと切ったのだ？」

「っっ!?」

　凰花の手がびくりと静止した。

　――先ほどの古書店の話とは違い、こちらは江代堂が提供してくれた情報だ。彼女の出身中学では、いまだに語り草となっているエピソードらしい。当時は腰のあたりまであった髪を一気に肩かた口ぐちまで切ったというのだから、周囲の人間が驚おどろいたのもしごく当然だろう。

「正確には二年と七ヶか月げつ前だったか？　いまの話をふまえると、当時のお前の心理には興味を持たざるをえないな」

「あ、あれはっ……。だから、その……」

　――なんでそこまで知ってるのよあんたもしかしてストーカー!?

　ぐらいの返しを俺としては予期していたのだが、凰花は泳いだ目で口をぱくぱくさせるばかりだった。

「せっかくだから邪じや推すいさせてもらうが、もしかして失しつ恋れんでもしたのか？」

「はぁっ？　あ、あたしが失恋するだなんてありえないわよ！」

「そうか。ではなにがお前をその行動に走らせた？」

「べ、べつになんだっていいでしょ！　よ、よくおぼえてないけどきっとなんか嫌いやなことでもあったに違いないわよ、うん！」

　凰花は早口でまくしたて、ふたたびストローを口にふくむ。

　しかしアイスティーはとうに飲みほしており、空のグラスをえんえんと吸いつづけているのだから挙きよ動どう不ふ審しんなことこの上ない。

　――さて、いよいよだ。

　いまこそ凰花の秘密の核かく心しんをつく、我が切り札を見せるとき！

　俺はおもむろに口を開いた。

「突とつ然ぜんだが、俺は基本的に作り話というものが嫌いでな。小説もマンガも映画もドラマも基本的にはたしなまない。アニメやゲームも同様だな」
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「ふ、ふぅん？　っていうか本当に突然で脈みやく絡らくないわね」

　言いつつも、凰花は話題が変わって助かったという顔をしている。いまのが俺の壮大な前フリとも気づかずに。

「だが、俺は娯ご楽らく文化そのものを否定はしない。ゆえに、ごくまれに気まぐれを起こすこともある。この前もテレビをつけたらたまたま映画を放送していてな。どういうわけか最後まで観みてしまったんだ」

「なにそれ、なんてタイトルの映画？」

「『イバンゲール新劇場版：前』という劇場用アニメーションだ」

「ッッッ!?」

　凰花の見せた動どう揺ようはこれまでで最大級のものだった。

　しかし俺は気づかぬふりで言葉を重ねる。

「ちなみに劇場公開されたのは、いまから二年と七ヶ月前だったそうだが――」

「あーあーあーっ！　そ、そんなのどうだっていいじゃない！　そ、そうだわ帝人、映画の感想聞かせなさいよ、感想をっ！」

「ふむ、多くの人間を熱ねつ狂きようさせるだけのカリスマ性を持った作品。率そつ直ちよくにそう感じたな」

「本当にっ？　へ、へえ、帝人って意外と見る目があるのね……」

　つぶやく凰花はどことなくうれしそうだった。

「――ところで少し調べてみたのだが、『イバンゲール』が映画化されたのはこれで二度目らしい。そこで俺おれは、一〇年前に公開された旧劇場版とやらも観てみることにした」

「ほ、本当にっ？　で、で？　そっちの感想は！」

「ああ、観るに耐たえない駄だ作さくだったな」




「てめえいまなんつった!?」




　直後、凰花は爆ばく発はつした。

　テーブルに両手を叩たたきつけ、椅子を跳はね飛とばして猛もう然ぜんと立ちあがる。

「はんっ、どうせろくな知識もなしに半はん端ぱな気持ちで旧劇を観たんでしょ？　それでグロシーンとか実写シーンのとこだけ切りとって駄作だ失敗作だとか言ってるのよね、テーマもストーリーもまったく理解できないから！」

「ぉ……」

　あまりの剣けん幕まくに俺は不覚にもたじろいでしまう。

「あーやだやだ！　これだから新劇から入ってきたニワカって嫌いなのよ！　あと『イバ』じゃなくて『イヴァ』だから！　『イバ』って呼んでいいのはチサトさんだけだから！」

「お、おい……」

「それとっ、テレビ版なんかで新劇を観た気にならないでくれるっ？　あれはバージョン一．〇一ダッシュの劣れつ化か規制削さく除じよ版なんだから、ＤＶＤを買うなり借りるなりしてバージョン一．一一の完全版をちゃんと観なさい！　ああでももう少し待ったほうがいいわね今月ブルーレイ版が発売されるからどうせ観るならそっちを観なさいっ！」

　凰花の意識はあますところなく俺一人にむけられている。ここが食堂のテラスで、周囲には多数の生徒がいることも忘れてしまっているらしい。

「あとそれから、新劇を筆記するときはちゃんと旧字体の『ヰ』を使いなさいよ？　森もり鴎おう外がいの『ヰタ・セクスアリス』の『ヰ』と同じだから！　ああでも発音は『ウィ』じゃなくて『イ』のままだからね、くれぐれも『ウィバ』なんて言わないように！」

　――くだんのアニメを利用して、彼かの女じよから決定的なひと言を引きだす。そこまでは作戦どおり、想定内のできごとだった。

　しかし、これほどの豹ひよう変へんはさすがに想定外――否いな！

　否いなである。断じて否いなである。

　王とは絶対無む謬びゆうの存在、であるならば、この俺の作戦に想定外の事態などあってはならないのだ。そう、俺には凰花の豹変すら予測できていた。予測できていたのだからうろたえる必要はどこにもない。どこにもないのだ……！

「――席につけ、凰花」

　あくまでも冷静に冷れい徹てつに、王たる者の威い厳げんをこめた声で呼びかける。

「はぁっ？　なにが席につけよふざけんじゃないわよ！　だいたいあんたが旧劇をちゃんと観ないで適当な感想いうのが悪いんじゃないっ！　ちゃんと設定をふまえて当時の監かん督とくや声優さんのコメントを聞いていればラストシーンの意味だって読みとれるはずよ！　いいっ、あの首絞しめはね――」

「聞け、凰花。感情ではなく理性でなすべきことを判断しろ。その醜しゆう態たいをさらしつづければ、テラスにいる全員にお前の秘密が露ろ見けんしかねない。それを望むのか、藤波凰花っ！」

「――はっ!?」

　我に返った凰花は、はたとあたりを見わたして、

「っ～～～～！」

　自じ慢まんの髪もかくやというほど真っ赤になった。

　すとんと、魂たましいがぬけたように凰花は椅子へと座りこむ。

「ぁ……ぁぅ……ぁぁ」

　なにやらうわ言をこぼしながら、涙なみだ目で俺へと視線を投げかけてくる。

「い、いまのはっ……違っ……あたっ、あたし、はっ……！」

「いいからまずは落ちつけ。呼吸をととのえろ。話はそれからだ」

「わ、わかったわ！　……落ちつくのよ、『素数』を数えて落ちつくのよ……二、三、五、七、一一、一三、一七、一九……」

　ほどなくして、表面上はひとまず落ちついたかに見えた。

「そうだ、安心しろ。周囲の連中はお前が激げき怒どしたとしか思っていない。秘密を知るのはこの俺ただ一人だと保証しておこう」

「あっ、安心できるわけないでしょうがぁああああ……！」

　凰花は頭をかかえてうめいた。

「あぁ、終わった……あたしの人生完全終しゆう了りようだわ。フフッ、これからはネットアイドル・オウカ一七歳さいとして全世界に恥はじをさらして生きていくことになるのね。……アハ、アハハハ！　勝ったッ、第三部完！　藤波先生の来世にご期待くださイヒヒヒャヒャ！」

「お、おいっ！　大だい丈じよう夫ぶか気をたしかに持てっ！」

「……だって、あんたどうせみんなに言いふらすつもりなんでしょ？　そりゃそうよね、こんな面白い話黙だまってるはずが――」

「馬ば鹿かな。なぜ俺がそんな悪あく趣しゆ味みかつ面めん倒どうきわまりないことをしなければならん？　お前を貶おとしめて、この俺になんの得があるというのだ？」

「え……？　それじゃ、秘密にしておいてくれるの？」

「だからそう言っている。……そもそも、だ。どうしてそれほど必死に隠かくす？　どうしてそこまで露見を恐おそれる？　たとえ誰だれに笑われようが馬鹿にされようが、好きなものは好きだと言って堂々としていればいいではないか」

「……それができたら苦労はないわよ。それに帝人、あんたはオタクの怖おそろしさをぜんっぜんわかってないようね」

　はぁ、と凰花は深々と息を吐はいた。

「話が見えないな。お前もそのオタクというやつなのでは――」

「ち、違うわよっ！　あたしがおもに好きなのはザイナックスのアニメと週刊少年ジャイロだけで、一八禁ゲームとかボーイズラブとか同人誌とかフィギュアとか抱だき枕まくらとかおっぱいマウスパッドとか、そういうディープで濃ゆいものにはいっさい興味ないんだから！　仮にオタクだとしても一番うすくてライトなほうよ！」

「うすくてライト……本当か？」

　いましがたの豹変ぶりを思いだし、俺は疑わしげに視線をむけた。

「ほ、本当だってば！　ほ、ほら、たとえばこの学園の漫まん研けん！　あそこに所属してる連中なんか、あたしとはまったく別次元のオーラをまとってるじゃない！」

「？　そうなのか？」

　漫研の所属部員など知るよしもないので、凰花の言葉を俺は鵜う呑のみにするほかない。

「そうよ、あいつらの情熱と行動力、それから仲間意識の強さはハンパじゃないんだから！　もしあたしの秘密がバレたりしたらどうなると思う？　無理やり漫研に入部させられて、強制的に恥はずかしいコスプレをやらされて、有う無むをいわさず写真をネットにばらまかれるに決まってるわ！　あぁっ、なんて、なんて怖ろしいことなの……っ！」

　この世の終わりでもきたかのように、凰花は身をふるわせる。

「う、うぅむ……」

　果たしてそれは実際に起こりうることなのか、俺としてははなはだ疑問だった。いや、手持ちの判断材料がない以上、いまは凰花の言葉を信じるしかないのだが――

「それにしても……完かん璧ぺきに隠してたつもりだったのに、どうしてあんたにはバレちゃったのよ？　いったいどんな手を使ったっていうの？」

「特別なことはなにもない。俺には聞く機会と見る機会があっただけのことだ」

「は？　どういうこと？」

「聞く機会は、先に聞かせた古書店での話のとおりだ。見る機会のほうは去年の四月二五日、お前がくだんの『ヰヴァ』の映像ソフトを購こう入にゆうしているところを思いがけず目もく撃げきした。それだけだ」

「う、うそっ！　だってその日はあたし、細心の注意をはらって行動してたのに！」

「パッケージを手にとったとき、何秒かうっとりしていただろう？　それで俺の視線に気づかなかったのだと思うが」

「そ、そういえば、ジャケ絵があまりに神すぎてその前後の記き憶おくがっ！　っう……一生の不覚っ……！」

　凰花はがくりとうなだれた。

「とまれ、俺は幸運にも秘密の核心にふれることができた。あとは俺の協力者からえた情報、お前の学園における行動パターンや中学時代のエピソードを統合すれば、俺にとってはすべてが明々白々だった。たとえば」

　つと俺は、テーブル上の凰花の携帯を指さして、

「昼休みに携帯を手放さなかったのは、それでアニメを観ていたからだろう？」

「っ！　そ、そのとおり、だけど……。え？　ちょっと待ってよ、すべてが明々白々って、それじゃあたしがこの席にこだわってたわけとかも？」

「後ろの生いけ垣がきで覗のぞき見みを防止できるうえ、近づく者をつねに視界へ入れておけるからだろう」

「そ、それなら、中学のときに髪をばっさり切った理由は？」

「映画館に行くにあたって、あまりにも目立つ髪を帽ぼう子しで隠せる長さにしたとみたが」

「じ、じゃあ、本屋でお金を払ってまで立ち読みしようとしたのは？」

「携けい帯たいの件もそうだが、家では鑑賞できないからだろう。両親がアニメやマンガといったものに偏へん見けんを持っていて、お前としては見られるのはどうしても避さけたかった。違うか？」

「うぐぐ……。ぜ、ぜんぶ正解だなんて、こいつ……かなりの切れ者ね」

　凰花は大げさなセリフで俺を賞賛した。

　――はて。この程度の推理、たいして頭を使う必要もないと思うのだが。

「はぁ。それにしたってあたしも不幸よね。よりにもよってあんたに見られたのが運のつきだったわ……」

「否いな、その認にん識しきは否いなであるぞ、凰花」

「え？」

「不幸によって運がつきたのではない、僥ぎよう倖こうによって運命がつながったのだ。お前と俺、藤波凰花と御門帝人を結びつける運命がな」

「う、運命っ？　や、やだ、いきなり変なこと言わないでよね！」

「なにが変なものか。互たがいに求めあうものを持った二人が、天の采さい配はいとしか思えない経けい緯いで対面を果たしたんだ。これが運命でなければ、この世に運命などあるものか」

「っ――!?」

　凰花の頬ほおが急に火ほ照てって赤みをおびる。

　ほう？　さてはこの女、俺の話に対する期待感が抑おさえきれなくなり興奮が顔にでてしまったか。

「気持ちはわかるが、頬を上気させるのはまだ早いぞ凰花。本題はここからだ」

　俺はずいっと顔を近づける。

「待っ……！」

「そうだ、俺はお前という人間がほしい！　なぜならばッ！」

　ためらうことなく、俺は思いのたけを凰花へとぶつけた。

「我わがリア王計画にとって、必要不可欠な人材であるからだ！」

「……は？　リア王、って……？」

　凰花はきょとんとするのみだった。

　――やれやれ、スケールの巨きよ大だいさに、さすがの彼女も理解を絶してしまったようだ。

「えと……意味、わかんないんだけど？　どういうことか説明してくれない？」

「いいだろうっ！　心して聞くがよい！」

　江代堂にした説明を、そっくりそのまま俺はくり返した。

「リア充の王で、リア王……？　それになるために、あたしに協力してほしい……？」

　凰花は唖あ然ぜんとしつつも、言葉の意味を呑のみこもうとしているようだった。

「つ、つまり、さっきの『これは運命』だの『お前がほしい』だのって言葉は、ぜんぶあたしを協力させるための誘さそい文句だったってこと……？」

「ほかにどんな意味がある？」

「な、なによそれぇ……！　一人で勘かん違ちがいしてたあたしがバカみたいじゃない……」

　凰花は恥ずかしそうに顔を赤らめ、自身を悔くいるようにつぶやいた。

「勘違い？　お前はいかな解かい釈しやくをしていたのだ？」

「いっ!?　な、なんだっていいでしょ、そんなのはっ！」

　一方的につげ、彼女はそっぽをむいてしまう。

「……あんなこと言われたら、誰だって少しは期待しちゃうわよ……」

「？」

　小声でなにか言っていたが、俺にはよく聞きとれなかった。

　と、凰花は横目で俺を見て、

「……まあ、あんたの目的は理解できたわよ。どうやら本気で言ってるらしいってこともね。だけど、いまの説明だけじゃわからないことがいくつかあるわ」

「ふむ、ではお前の疑問を解き明かしてやるとしよう」

「じゃあ、まずは一つ目。ものすっごく基本的なことだけど」

　凰花はうろんげな視線を俺にむけて、

「そもそもリア王ってなに？　具体的にどんな基準を満たしたら、あんたの中で『自分はリア王になった！』って言えるようになるわけなの？」

「やれやれ。その程度のこと、おおむね推察はつくと思っていたのだがな」

「つくわけないでしょうがっ！　もしかして考えてないとかってオチじゃないでしょうねっ？」

「馬鹿を言え。王たる俺がそんな失態をしでかすと思うか？」

「ならさっさと言いなさいよ。リア王の基準はなに？」

「いくつか段階をわけてあるが、そうだな、当初の目標としては――」

「目標としては？」

　先をうながす凰花に、にんまりと笑って俺はつげてやった。




「男と女、それぞれ一〇〇人ずつを下僕しもべにすることだ」




「し、下僕を一〇〇人ずつ……？」

「妥だ当とうなところだろう？」

「どこが妥当よっ!?　なんで下僕？　わりと本格的に意味わかんないわよ！」

「いいか凰花、リア充のもっとも重要な基準の一つは『友人の多さ』だ。例外はあるにせよ、基本的には友人が多ければ多いほどリア充としての格は高くなっていく」

「うん、そこまでは理解できるわ。で？」

「あとは自明のことだろう？　リア充の基準が友人の数ならば、その上位存在たるリア王の基準は下僕の数であるはずだ！」

　うむ、我ながら完璧な論理展開である！

「想像してみろ凰花。男と女、総勢二〇〇人が俺に服従しかしずいている光景を！　そしてそれを目まの当あたりにしたとき、リア王の実在を愚ぐ民みんどもは悟さとることになるだろう！　フフフッ、フハハハハハ！」

「……」

　目元を手で押おさえ、左右に小さく首をふる凰花。

　はて、日差しにあてられてめまいでも起こしたのだろうか？

「……よくわかったわ。あんたって頭はいいけど、とてつもないバカなのね」

「突然どうした？　たしかに俺はとてつもない『破格』の存在だが――」

「どうやったら『バカ』と『ハカク』を聞き間ま違ちがえられんのよ!?　どんだけ都合のいい耳してんのあんた！　ボケにしたって超ちようわかりづらいから！」

「なにを喚わめいている？　時間は有限だ、納なつ得とくしたのなら早くつぎの質問に移るがいい」

「今度は完全スルーかよ！　ああもうこいつ超ちよう殴なぐりたいっ！」

「ほう、それは主君が道を踏ふみはずしそうなときは殴ってでも諫いさめるという決意の表明か。悪くない、その忠義の心はしかと憶おぼえておくぞ、藤波凰花」

「駄だ目めだこいつ……早くなんとかしないと……」

　凰花は呆ぼう然ぜんと目を見ひらいて俺を見る。

　暴言の裏に隠された本心、それを一いつ瞬しゆんで見ぬかれたことに驚きを隠せないのだろう。

「……そうよね、突つっこんだあたしがバカだったわ。うん、こいつに突っこんだら負け、突っこんだら負けよ凰花」

　自分に言い聞かせるようにつぶやき、凰花は何度か深呼吸をした。

「いいわ、それじゃつぎの質問だけど――あたしがそのリア王計画とやらに協力する理由はなに？　あんたに協力したら、どんなメリットがあたしにあるっていうのよ？」

「ふん、知れたことを。俺がお前の秘密をあばいたのは、なんのためだと思っている？」

　俺は人差し指をぴっと立てて、

「一つ訊たずねるが、凰花、お前は自身の現状に満足しているか？　否、あえてこう訊ねよう、いまのお前は充じゆう実じつしていると胸をはって言えるのか？」

「そ、それはっ……」

　みなまで言わずともわかる。人には話せない隠しごとがある時点で、現状に満足などしているわけがない。世界リアルが充実しているわけがないのだ。

「俺のもとに来い、藤波凰花。我が片かた腕うでとなって計画の成じよう就じゆに尽じん力りよくすれば、遠からずお前の望みは現実のものとなるだろう」

　手をひらき、それを凰花へと差しのべる。

「俺がリア王となったあかつきには、現在の世界はすべて否定され破は壊かいされる。お前には、そのあとの創造と再生を一任すると約束しよう。お前の望む世界、好きなものを好きだと言える世界を自分自身の手で創つくるんだ」

「好きなものを、好きだと言える世界……」

　その意味をかみしめるように、凰花は俺の言葉をくり返した。が、

「そんなの……できるわけ、ないじゃない」

　一転して、うすら笑いをうかべて言った。

「親切心から忠告しておくけどね、あんた、そういう言動はほどほどにしとかないと、あとでぜったい後こう悔かいするわよ？　そのうち目が覚めて百パーセント黒歴史になるに決まってるんだから……」

「黒歴史？　なんだそれは。俺が歴史に名を残すのは決まっているようなものだが――」

「だから！　そういう言動がイタいし恥ずかしいって言ってるのよ！」

　凰花はなかばムキになってつづけた。

「高校生にもなれば、誰だって気づいて受けいれることよ。世界は壊こわせないし、現実は変わらないし、理想は叶かないっこないってね」

「ほう、誰がそう決めた？」

「だ、誰がって……」

「世界は壊せるし、現実は変えられるし、理想は叶えるためにあるものだ。そもそも俺の言動が恥ずかしいだと？　馬鹿な、大たい望もうを語ることをなぜ恥と思わねばならない？　その認識は否である！　唾だ棄きすべき過あやまちと言っておくぞ、藤波凰花！」

　いつものごとく、確信をもって俺はつげた。

「真に恥ずべきことはッ！　他人の夢や目標を不可能だと勝手に決めつけることだ！」

「っ……」

　反論できず黙りこんだ凰花に、俺は元から用意していた言葉を重ねた。

「望みがあるのならば、それを叶えるために動きだせばいい。俺にはしごく簡単なことに思えるが、お前にはできないということか、凰花？」

「……」

「まあいい。今日の放課後まで待ってやるとしよう」

　話を切りあげ俺は席を立った。

「！　ちょ、ちょっと待って！　それって放課後までに返事を決めておけってこと？」

「否、その認識は否であるぞ、凰花」

　俺はふり返ってつげた。

「俺がくれてやったのは、選せん択たくではなく決意のための時間だ。――言っておくがこの御門帝人の片腕、半端な気持ちで務まるなどとは思わないことだ」

　にやりと笑い、今度こそ俺おれは凰花に背をむけた。

「はぁ？　あたしは協力するだなんてひと言も――」

　凰花はまだなにか言っているようだったが、たいして意味のあることではなかろう。

　俺はすこぶる上じよう機き嫌げんでテラスを横切っていく。

「クククっ、すべては我が計画どおりだ！　フハハハハハハハハハっ！」

　普ふ段だんは気にもならない周囲の生徒たちの視線が、いまは妙みように心ここ地ちよく思えるくらいだった。




　こうして俺は、藤波凰花という片腕を手に入れた。

　残るもう一方の腕うでを我がものにしたとき、リア王計画はいよいよ本格始動することになるだろう。

　世界よ、怯おびえふるえながらそのときを待つがいい！







リア王の居室







　放課後をつげるチャイムが、教室に鳴りひびく。

　約束の刻限。凰おう花かは教科書一式を片づけると、立ちあがって俺の席へと近づいてきた。

　指定した時間になるや、ただちに主君のもとへうかがいをたてにくるとは感心だ。早くも側近としての自覚ができつつあるのだろうか。

「……ねえ、例の話のことだけど」

　凰花が顔を近づけ、こそこそ話をするような声をだす。あからさまにまわりの目を気にしている様子だった。

「わかっている。俺の片腕となる決心がついたのだろう？」

　もちろん俺は、かまうことなく普段の声量で応じた。

「ちょ、ちょっと！」

　やにわに凰花は俺の腕をつかみ、力ずくで立たせようとする。

「？　なんのつもりだ凰花？」

「なんのつもりだ凰花、じゃないわよ！　いいから教室でるわよ、こっち来て！」

　しかたなく俺はその希望（断じて命令ではないはずだ）を聞き入れてやることにした。

　連れだって教室をでる。俺たちの所属する二年Ｇ組は教室棟とう二階の西せい端たんに位置するため、廊ろう下かはすぐに突きあたりとなっている。凰花はそこまで行くと足をとめてふり返った。

「まったくもう、あんたこそどういうつもりなのよ？　あの話、人に聞かれたらまずいでしょうが」

「なぜだ？　凡ぼん夫ぷどもの耳に入ったところで、真意を理解できるとはとうてい思えないが」

「だからこそよ。変に勘かんぐられたらいろいろと面倒じゃない、おもにあたしが！」

「ふむ。臣下の希望を聞いてやるのも王たる者の務めか」

　俺は一瞬で考えを整理し、

「しかし凰花よ、教室が駄目だとすればどこへ腰こしを落ちつける？　人目に関してはここも教室の中よりはましという程度だろうし、放課後はテラスも使えんぞ」

　カフェテリアの営業は昼のみのため、例のテラスも閉まってしまうのだ。

「いきなりそんなこと言われても……。ちょっと待って、いま考えるから」

　凰花はうーんとうなって、

「ねえ帝てい人と。確かく認にんするけど、リア王になるまでは放課後に毎日なんらかの活動をするつもりなのよね？」

「むろんだ」

　高校生にとって、学校とはまぎれもなく世界の中心だ。よって、我がリア王計画も必然的にこの学園を拠きよ点てんとすることになる。

「だったらいっそのこと、新しい部活なり同好会でも作っちゃえば？　上う手まくいけば部室が手に入るかもしれないわよ」

「新しい部を作るだと？」

「ええ、日常系のライトノベルなんかだとそれが普ふ通つう――」

「却きやつ下かだ」

「なによっ、頭ごなしに否定しなくてもいいじゃない！」

「ふん、そんな手て垢あかのついた方法は願いさげだ。そもそも現実問題、適当な部を新設したところで部室が提供される可能性は限りなく低いと思うが」

「う……。言われてみれば」

「それと憶えておけ、凰花。俺は『普通』という言葉がなによりも嫌きらいだ」

　そうとも、『普通』とレッテル貼ばりされるようなことをするくらいならば――

「仕方あるまい、かくなる上はあの部屋で妥だ協きようを……」

　気は進まないが、背に腹はかえられないだろう。

「え？　もしかして帝人、あてがあるの？」

「ついてこい凰花、我が仮かり初そめの拠点へと案内しよう」

　言って、俺は歩きだす。

「あ！　ちょっと、鞄かばん持ってかなくていいの？」

「そうだな。では俺の鞄も持ってくるがよい」

「はぁっ？　なんであたしが――って、だから待ちなさいってば、もう！」

　凰花は悪態をつきつつも教室へとって返し、鞄を二つかかえて戻もどってきた（俺へと乱暴に突きつけたのは照てれ隠かくしの一種だろう）。

　そんな凰花をしたがえ、廊下を東へ。教室棟をでて連れん絡らく通路を渡わたっていく。

「ね、ねえ？　勘違いされると困るから、先に言っておくけど」

　と、ひと気の少なくなったところで、凰花が距きよ離りをつめて話しかけてきた。

「あたしはべつに、あんたのバカバカしい計画に賛同したわけじゃないからね？　こうして一いつ緒しよに行動しているのは……そう、秘密を知ってるあんたを監かん視しするためなんだから」

「なるほどな、もったいをつけて自分を高く売ろうという算段か」

「はぁ？　また都合よすぎな解釈を――」

「案ずるな凰花、そんなことをせずともお前のことは充じゆう分ぶん高く買っている」

「ひとの話聞けよっ！」

　図星をつかれて悔くやしかったのか、凰花はムキになって叫さけんだ。

　ふふん、なかなか可愛かわいらしいところがあるではないか。

「はぁ、もういいわ。それよりも、いったいどこにむかってるのよ？」

　右手の職員室を見やりながら凰花がたずねてくる。

　現在地は校舎の『顔』にあたる部分の建物で、一階には正面玄げん関かんと下げ駄た箱ばこが、二階には職員室と校長室がならんでいる。

「ふん。あまり愉ゆ快かいではない場所、とだけ言っておこう」

　階段をのぼりつつ俺は答える。

　まもなくして三階に到とう着ちやく。このフロアは人の気配というものがまるでなかった。

　それもそのはず、三階にあるのは普段は使われない大会議室と、それから――

「ここだ。少し待て、いまキーをだす」

　ノブのついた木製ドアの前で立ちどまり、俺はポケットから財さい布ふを取りだそうとする。

　と、ドア上のプレートを見た凰花がなぜかあわてた様子で、

「ちょ、ちょっと！　なに勝手に入ろうとしてるのよ！」

「？　なにをうろたえている？」

「うろたえるわよっ！　だってここ、よりにもよって理事長室じゃない！」

　さも重大なことだといわんばかりに、凰花はプレートに指を突きつけた。

「だからどうした？　心配しなくとも部屋の主は不在だ」

　財布からカードキーを抜ぬきだしながら言う。

「そういう問題じゃないでしょうが！　だいたいなんで鍵かぎなんか持ってるのよ！」

　ドアの横には、カードリーダーとドアホンが一体化した機器が設置されている。俺はキーをリーダーの溝みぞにおさめつつ、

「俺が部屋の管理を任されている――否、押しつけられているからだ」

「管理？　は？　なんで……？」

「やれやれ。これから仕える主君のバックボーンくらい、前もって調べておけないのか」

　キーをリーダーに通し、嘆たん息そくとともに俺はつげた。

「翔しよう葉よう学園の理事長、御み門かど法ほう司じは我が父だ」

　カチリと、ドアのロック解除音が鳴る。

「なっ……！　て、帝人って理事長の息子むすこ、だったの？」

「遺い憾かんではあるが、血けつ縁えん上はそうなっている」

「しょ、衝しよう撃げきの事実ね……。ぜんぜん知らなかったわ」

「当然だ、そうなるようにしていたのだからな。教師連中はともかく、生徒で知っているのはお前ともう一人だけだ」

　その一人とは、いうまでもなく江え代しろ堂どうである。

「その話はもういい。入るぞ」

　俺はノブをまわしてドアを開けた。

　理事長室に足を踏み入いれる。中はもちろん無人。壁かべにも窓にも防音処理がほどこされており、ドアを閉めると外の喧けん騒そうから切きり離はなされたような錯さつ覚かくがあった。

「なんか、無む駄だに豪ごう華かな造りね」

　室内は二〇畳じようほどのフローリングで、手前には応接用のソファセット、奥おくには執しつ務む机づくえが置かれている。むかって左手の壁は一面が本ほん棚だなで、右手の壁には六〇インチ超の大型テレビがはめこまれていた。そのほか、別室にはキッチンやシャワールーム、果ては宿しゆく泊はく用の寝しん室しつまであった（果たして使う機会があるのかは大いに疑わしいが）。

　俺は迷うことなく執務机をめざし、本ほん革がわ張ばりの椅い子すへと腰かけた。

「ふむ、座すわり心地は悪くない。『理事長の椅子』というのは気に障さわるが……まあいい、仮の王座としてしばらく使ってやるとしよう」

「ねえ帝人、どうして理事長の息子だってことを隠してたのよ？」

　机のむかいに立った凰花が、そんなことをたずねてくる。

「決まっているだろう。事実が公おおやけになれば、不ふ愉ゆ快かいな事態をまねくのは想像に難かたくないからだ」

「っていうと？」

「世の中には、すすんで他人のおこぼれにあずかろうとする穢けがらわしい連中がごまんといる。もちろんこの学園にもだ。俺が理事長の息子だと知れば、そういった灯とう蛾がのごとき下衆どもがたかってきかねない。それを不愉快と言わずしてなんと言う？」

「ああ、たしかにそういう連中はうっとうしいわね」

「然しかり。だからこそ、俺の家族関係は信しん頼らいできる人間にしか話さないようにしている」

　それはつまり、『お前を信頼しているぞ』とつげているにほかならなかった。

「そ、そうなんだ。ふうん……」

　その意味を即そく座ざに読みとった凰花は、

「わかったわ。あんたの秘密は口外しないって約束する」

「フッ。我わが意図を一瞬で見ぬいたか。やはりお前は俺が見こんだとおりの女のようだな、凰花」

「べ、べつに、ただの交こう換かん条件よっ？　そっちが黙だまってるならこっちも黙ってるだけの話だからね！」

　凰花は照れた様子で視線をそらした。

　やれやれ、主君に誉ほめられたのがそれほどうれしかったのだろうか。

「それにしても――帝人、本当にここを拠点にするつもりなの？」

「むろんだ」

　俺は机の引き出しから予備のカードキーを取りだして、

「鍵は渡しておく。お前も部屋の備品は好きに使うといい」

「いや、好きに使えって言われても――」

　キーを受けとりつつ、凰花は室内を見わたして、

「!?」

　ふいに驚きよう愕がくをあらわにした。

「なん……だと？　もしかしてあれ、ぜんぶマンガ……？」

　ふるえる手で壁一面の本棚を指さし、信じられないといった口調でつぶやく凰花。

「然り。理事長が趣しゆ味みで集めているものだ。たしかお前が好きだという週刊少年ジャイロのコミックスも――」

「っ！」

　凰花は一目散に本棚へと駆かけだしていった。

「……。まあいいだろう」

　ひとまず俺は、凰花の好きにさせておくことにする。

　しばらくして――

「ねえ帝人っ！　あそこのマンガ、あたしが読んじゃってもいいのっ？」

　興奮しきった顔の凰花が、ふたたび執務机までもどってきた。

「あ、ああ。好きに使えといったはずだが」

　ややたじろぎつつ俺は答えた。

「そ、それじゃあっ！」

　ぐりんっ、と凰花は首をめぐらせて、

「あ、あそこの大型テレビで、暇ひまなときにアニメを観みちゃっても……？」

「俺が使う予定はないからな。例の『ヰヴァ』が観たければそうするといい」

「ほ、本当にっ？　『那由多の空のディアナ』とか『頂天驀ばく進しんガランゴルン』とか『ビッチィ＆スワッピング』とかも観ていいのっ？」

「……好きにしろ」

「あなたが神か!?」

　さすがの俺もひく発言だった。

「お、おい……」

「神だ、やっと神と……。ううん、違ちがうわね、神は帝人じゃなくて帝人のお父さまだわ。こんなすごいコレクションの持ち主だもの、きっと素す敵てきで紳しん士しでダンディーな人に決まってるわ！」

「そこに顔写真が飾かざられていると思うが……」

　いちおう言ってはみたものの、スイッチが入った凰花には聞こえていないようだった。

　しばらくして、

「はっ！　こうしちゃいられないわ！　ねえ帝人、さっそくテレビ使ってもいいっ？」

「かまわんと言っているだろう」

「やったっ！　それじゃさっそく、誰だれかさんのせいで昼に観れなかった『ガランゴルン』を、っと」

　凰花はうきうきと携けい帯たいを取りだし、ケーブルでテレビと接続した。

　……まあ、前まえ払ばらいで褒ほう賞しようを与あたえておくのも悪くないだろう。

　これもまた王の施し策さくである。
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リア王の臣下登用②







　翌日。帰りのホームルームが終わると同時に、凰おう花かは鞄を持って教室を飛びだしていった。俺を差しおいて、理事長室へとダッシュしたのである。

　遅おくれて俺が到着すると、案の定、凰花はすでにマンガを読みはじめていた。一心不乱にページをめくっており、俺が入室しても一いち瞥べつさえくれない。まったく、新しいおもちゃを買ってもらった子供のようである。

　まあいい、いまのうちに鑑かん賞しようさせてやるとしよう。

　理事長席あらため『暫ざん定てい王座』に腰をおろし、俺は俺で行動を開始することにした。

　卓たく上じようにあるマイクセットを引き寄せ、ボタンを押おす。これで理事長室から学園中にむけて、校内放送を送ることができるのだ。

　俺は口元をマイクに近づけ、用件を手短につげた。

　放送を終えて電源をオフにする。理事長室への呼びだしとあらば、無視されることは万に一つもないだろう。

「フッ、仮初の拠点とはいえ、役に立ってくれるではないか」

　やはり、リア王計画は我が天命。なにもかもが上手くいくさだめなのだ。

「ふぅ、面おも白しろかったぁ！　さ、次はアニメ、アニメっと――」

　凰花はすでにマンガ一冊を読み終え、テレビと携帯をつなぐ作業に移っていた。

「なんだ凰花、いまからアニメを観るつもりか？」

「もちろんよ、決まってるじゃない。まさかあんた、やっぱり気が変わったからテレビ使っちゃダメとか言わないわよね？」

「俺はかまわん。お前がいいのかと訊きいている」

「なによ、いまさら恥はずかしがったってしょうがないじゃない」

「いまからここに、もうひとり人間が来るとしてもか？」

「！　？　！」

　凰花は手の上の携帯をお手玉し、大焦りでケーブルを引ひっこ抜いた。

「も、もう一人来るっ!?　どうしてっ！」

「俺が呼びだしたからに決まっているだろう」

　どうやら先ほどの校内放送、凰花の耳にはとどいていなかったらしい。

「そうじゃなくて、そいつになんの用があるのか訊いてんのよ！」

「それこそ決まっている。俺のもう片方の腕となってもらうためだ」

「！　そ、それって……」

「然り。お前と対ついをなす、もう一人の側近候補だ」

　唇くちびるを笑えませて俺はつげる。

　直後、インターホンの音が鼓こ膜まくをうった。

『呼びだしをうけた橘たちばなです。わたしになにか用でしょうか？』

「よく来てくれた。鍵は開いている、中へ入ってくれ」

　俺が卓上のモニター越ごしにつげると、ガチャリと理事長室のドアが開かれた。

「失礼します」

　一本結びにした濡ぬれ烏からす色の長い髪かみをたなびかせ、一人の女子生徒が入室してくる。

　――ああ、この女がそうだったか……と俺は思う。

　学園指定の制服を身にまとった立ち姿は、全体的にすらりとした印象だ。丸く大きな瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきな、しとやかで柔にゆう和わな面おも差ざし。立ち居ふるまいは楚そ々そとして美しく、歩きかた一つをとっても洗練された趣おもむきを感じられた。

　西洋の血が色いろ濃こい凰花とは対照的な、清水のごとき純和風の美人。『大和やまと撫なで子しこ』という言葉が人の形をとれば、こうなるのではないかと思わせる。

「た、橘たちばな深み月づきっ……！」

　凰花が驚おどろきの声をあげる。当然ながら彼かの女じよのことは知っていたのだろう。なぜなら橘深月といえば、翔しよう葉よう学園高等部において藤ふじ波なみ凰花とならび称しようされる存在だからだ。

「ちょ、ちょっと帝てい人と！　まさかあの女を引き入れるつもりなのっ？」

　凰花が耳元でささやいてくる。

「むろんだ。俺おれの側近を務めるにたる人物、お前に比ひ肩けんするすぐれた人材といえば、彼女をおいてほかにはおるまい？」

　江え代しろ堂どうからの情報によれば、

『橘深月。Ｆ組のクラス委員長。華か族ぞくの流れをくむ名門・橘家のご令れい嬢じようで才さい色しよく兼けん備びの大和撫子。藤波凰花ほど派手ではないため、男子のあいだでの知名度はやや劣おとる。反面、本気の恋れん愛あい感情をいだいている輩やからはむしろ多いとも。おしとやかでいつも笑え顔がおを絶やさないため、同性からの人気や人望も厚い。彼女のまわりには自然と人の輪ができる模様。厳格にしつけられたためか古風な考えの持ち主かは不明ながら、貞てい操そう観念は非常に強い――』

　とのことだった。

　その深月は、俺よりも先に凰花へ目をとめ、

「あら？　あなたはＧ組の藤波凰花さん、ですよね？　どうしてこんなところにいらっしゃるのです？」

「あたしがどこにいようと勝手でしょ」

　凰花はフンと鼻を鳴らした。

「ときに凰花よ、お前は深月のことを以前から知っていたのか」

　江代堂の情報によれば、凰花と深月に接点はないという話だったが。

「まあ、顔と名前くらいはね。ほら、うちの学校ってめずらしくテストの順位を貼りだすじゃない。それであたしのすぐ下に『橘深月』って名前が毎回あったから、自然とね」

　凰花が強調した箇か所しよで、深月はかすかに眉まゆを動かしたが、それでも笑顔はくずさずに、

「わたしも、順位表を見て藤波さんの名前を知りました。なにぶん有名で目立つ人ですから、いちど目にすれば忘れません」

「ふふん、まあね」

　みずからの容姿を誇ほこるように、凰花は片手で髪をはらった。

「それはそうと、男の人と密室で二人きり、という状じよう況きようには問題があるのではないでしょうか。藤波さんは、あちらの方とはいったいどういったご関係なのですか？」

　深月は俺へと視線をむける。

「べ、別にたいした関係じゃないわよ。あいつはただのクラスメイトで、あたしがここにいるのは……そう、なりゆきよ、なりゆきっ！」

「クラスメイト……。ということは、やはりあなたは理事長ではないのですね？」

「然り。むろん俺は理事長などではない。否いや、理事長ごときの器に収まる存在ではないと言っておこう。我が名は御み門かど帝人、生まれながらにして王の器をもつ存在だ」

　つづけて俺は、理事長の息子であることも明かしてやった。

「ああ、それでこの部屋を自由に使えるわけですか。……ですがやはり、感心はできませんね」

「問題はない。俺はこの部屋を、遊びや道楽のために使っているわけではないのだからな」

「はあ。では、なんのために？」

「その話を聞かせるためにこそ、お前に足を運んでもらったのだ。橘深月、ひとまずはそこへ座るがいい」

　俺はソファセットを指し示し、自分もまた椅子から立って移動した。

　深月がソファに腰こしかける。背筋はまっすぐ伸のばし、脚はきっちりと揃そろえ、両手は膝ひざの上に重ねおく。一分の隙すきもない見事な挙きよ措そだった。

　当然、俺は彼女の正面に席をとる。

　残った凰花はというと、少し迷ったあと俺の背後に立って腕うでを組んだ（側近として適切な判断といえるだろう）。

「あの、御門くん――」

「帝人でいい。苗みよう字じで呼ばれるのは俺の好むところではない」

「では、帝人くん。お訊たずねしますが、わたしを呼びだした理由はなんなのでしょうか？」

「気になるか。いいだろう、ならば教えてやるとしよう！」

　俺はさっそく本題を切りだすことにした。

「橘深月！　お前のすぐれた才覚と能力は、我がリア王計画のためにこそつかうべきなのだッ！」

「リア王……ですか？」

　目をぱちくりさせる深月。程度の差こそあれ、このリアクションは江代堂や凰花と同質のものだった。

「フッ。わからんのも無理はない、リア王なるはこの御門帝人が生みだした、空前絶後にして前ぜん人じん未み到とうの概がい念ねんなのだからな！　いいか深月っ、リア王とはッ！」

　リア王の定義（リア充の王）と当初の目標（下僕しもべ二〇〇人）を俺は話してやった。

「――以上が概がい論ろんだ！　理解したか？　したに決まっているなフハハハハハッ！」

「ええと……」

　しかし、深月はなおも疑ぎ問もん符ふをうかべたままだった。

　はて、どういうことだ？　俺の完かん璧ぺきな説明を聞いてなお理解できないほど、彼女は愚ぐ鈍どんではないはずだが――

「リア充、とはなんでしょう？　聞きなれない単語なのですが……」

　どうやら基本的な単語の意味がわからないらしい。

「ならば説明してやろう。リア充とは、リア王になれぬ凡ぼん夫ぷどもの哀あわれなる末路。仮かり初そめの栄光にして、虚きよ飾しよくの称しよう号ごうというわけだ」

「ええと……、余計にわからなくなったのですが」

　深月は困ったような笑みを見せる。

「わからぬならば、それもよかろう。リア王とリア充は決定的に隔かく絶ぜつしている、そのことさえ理解しておけば支障はない」

「は、はあ……」

「ああもうっ！　帝人はちょっと黙ってなさい！」

　しびれを切らした、というふぜいで凰花が口を挟はさんだ。

「リア充の説明はあたしがしてあげるわ。いい、これは読んで字のごとくリアルが充じゆう実じつしている人、つまり日常生活を満まん喫きつして青春を謳おう歌かしているような人たちを表す言葉よ」

　俺にかわって解説をする凰花。

　この程度のこと、主君の口をわずらわせるまでもないと考えたのだろうか。

「で、帝人はそのリア充の王、略してリア王になるためにあんたに協力を求めてる。話をまとめるとこんなところね」

「はあ。ずいぶんと荒こう唐とう無む稽けいなお話に思えますが……」

「ま、まあ、たしかに自分で説明してて頭イタくなってくるけど……」

　凰花が表情をひきつらせる。

「……つまり、こういうことですか？　そのリア王計画とやらのために、わたしに協力を要よう請せいしていると？」

　ふたたび深月は俺を見る。

「然り。橘深月よ、お前こそは、我が側近に値する人材なのだ」

「すみませんが――」

　深月はすっと席を立って、

「独創的すぎて、わたしにはついていけそうにありません。せっかくのお誘さそいですが、お断りさせていただきます」

　軽く一礼して、そのまま立ち去ろうとする。

「あーあ、今回は失敗みたいね。残念、残念っと」

　凰花が俺の耳元でささやく。その口調には、心なしかほっとしているような響ひびきがあった。

「ま、あたしはべつにいいんだけどね。なんでか知らないけど、あの女とは合わなそうな気がするし――」

「否いな、その認にん識しきは否いなであるぞ、凰花。失敗ではない、ここまでは俺の読みどおりだ」

「うわ嘘うそくさ。あれだけキッパリ断られといて、どう挽ばん回かいするっていうのよ？」

「フッ。まあ見ているがいい、切り札はすでに我が手の中にある」

　深月が理事長室に入ってきてから、ここまでわずかに二、三分。かわした会話も数えるほどである。

　だが、それだけで充じゆう分ぶんだ。

　我が王の目をもってすれば、橘深月の『本質』は造作もなく見ぬけた。間接的な情報だけではつかみきれなかった彼女の人物像を、いまや俺は仔し細さいに把は握あくしていたのだ。

　手札はそろった、ということである。

「深月。いつまでも取とり澄すましていないで、そろそろ本音で語ったらどうだ？」

「――！」

　深月が足をとめ、ゆっくりとふり返る。

　相変わらずの微び笑しようを顔に貼はりつけたまま、彼女は言った。

「はて、なんのことでしょうか？」

「――おしとやかで品行方正。なごやかな性格でつねに笑顔を絶やさない。どうやらお前は、そのような人物像で通っているらしいな？」

「ええ、まあ。周囲の人たちは、そう思ってくれているようですね」

「そう思わせている、の間ま違ちがいだろう？」

　ぴくり、と反応する深月。だがその笑顔はまだくずれない。

「ですから、なんのことでしょう？」

　深月は落ちついた足どりで歩み返してくる。

「帝人くんの言おうとしていることが、わたしにはさっぱりわかりませんが……」

　凰花もそうだったが、彼女もしらを切りとおすつもりでいるらしい。

　いいだろう、ならばここで切り札を使うとしよう！

「――始業式が始まってすぐの、四月の一〇日だったか」

「はい？」

「朝、校舎の西階段をのぼろうとした俺は、奇き妙みような物音を耳にした。気になって廊ろう下かの奥おくをうかがってみると――一人の女子生徒が、自じ販はん機きを乱暴に蹴けり飛とばしていた」

「えっ……！」

　微笑の仮面に、ぴしりとひびが入った。

「どうやら硬こう貨かを入れたはいいが、飲み物がでてこなくて憤いきどおっていたらしい。ふざけるな、金を返せと悪態もついていた。誰も近くは通るまいと油断していたのだろう、俺の存在には最後まで気づかなかったようだ。ちなみにその女子生徒は、長い黒くろ髪かみの持ち主だった。そう、ちょうど――」

　深月に流し目をくれて、俺は言った。

「お前のような容姿と背格好だったな、深月よ」

「……ような、はいらないんじゃありませんか？　帝人くん」

　口くち許もとには相変わらずの笑み。しかし、もはや深月の目はまったく笑っていなかった。

　どうやらこの女、凰花ほどには往おう生じよう際ぎわが悪くないらしい。

「そうか。ならば言いなおそう。――あのとき俺が見た女子生徒はお前だな、橘深月？」

　もちろん俺は、深月が入室してきたときから気づいていた。

　だからとっさに思ったのだ。――ああ、この女がそうだったか、と。

「ね、ねえ帝人。それってホントの話なの？」

　背後から凰花がたずねてくる。

「いつもおすまし顔でいるこの女が、自販機を蹴って悪態をつくだなんて、ちょっと想像できないんだけど……」

「フッ。真しん偽ぎのほどは、いまに本人の口から語られるだろう。そうだな、深月？」

　俺は視線をむけ、投とう了りようをうながす。深月はうつむき、表情を隠かくして、

「……うふふ。あははははっ！」

　唐とう突とつに笑いだした。

「な、なんなのっ……？」

　突とつ然ぜんのことに、凰花がとまどいの声をあげる。

　深月は深いため息を一つついて、

「まったく、わたしもついてないですね。それとも、誰もいないと思って油断していたのが悪いんでしょうかね？」

　言葉づかいは丁てい寧ねいなままだが、語調は荒あら々あらしく辛しん辣らつなものに変わっている。目つきも鋭するどく剣けん呑のんになり、遠えん慮りよ容よう赦しやなく俺をねめつけてくる。

　これが、いままでひた隠しにしてきた深月の『素』なのだろう。

「まあ、これで謎なぞは解けました。帝人くん、あなたはそれを目もく撃げきしていたから、わたしに白羽の矢を立てたんでしょう？　それはそうですよね、秘密を盾たてにすればなんでも言うことを聞かせられますもんね」

　投げやりな口調のまま、深月はさらにまくしたてる。

「それで？　秘密を知ったあなたは、わたしになにを求めるんですか？　手はじめに『ご主人様』とでもお呼びしましょうか？」

「ふむ。仮面を外したのはいいが、お前にはいくつかの事実誤ご認にんがあるようだな、深月」

　まずはそれを解消してやらねばなるまい。

「第一に、俺が秘密を盾にお前を脅きよう迫はくすることはない。臣下を脅おどして従わせるなど、真に王たる者がとる手段ではないからな。第二に――」

　間かん髪はついれずに俺はつづける。

「以上の理由から、俺は秘密を知ったことでお前に白羽の矢を立てたのではない。すぐれた才覚と能力の持ち主を探し求めた結果、たまさかあのときの女を引き当てたにすぎん」

「へえ？　そんなに都合よくことが運ぶだなんて、誰かが最初から決めていたみたいですね」

「然しかり。だからこそ思おもい違いなのだ」

　ニヤリと笑って、俺は立ちあがった。

「ついていなかった？　油断していた？　否、その認識は否であるぞ、深月！　俺がお前の本ほん性しようをかいま見たのは、偶ぐう然ぜんではなく運命の前兆だったのだ！」

「う、運命って……」

　はっ、と深月は笑い飛ばして、

「帝人くんは、思った以上に素す敵てきな脳のう味み噌その持ち主なんですね」

「フッ。たしかにお前だけであったなら、俺も偶然で片づけていただろう。しかるに現実はっ！　お前だけでなく凰花の秘密をも、この俺は意図せずして知ることになったのだ！」

「藤波さんの……？」

「ちょ、ちょっと帝人！　あのことはっ……！」

「かくしてお前たちは我わがもとへと集つどい、我が側近の地位を占しめるはこびとなったっ！　これを運命といわずしてなんと言う！　天の計らいと称さずしてなんと称す！」

「な、なんなんです、この人……？」

「先にも言っただろう。我が名は御門帝人。真に王たる者にして、近い将来、リア王となるさだめを背負いし男だ」

「な……！」

　深月はただただ圧あつ倒とうされているようだった。

「さて、ここからが本題だ。深月、お前も座すわりなおすがいい」

　俺は対面のソファを指し示す。

「……そう、ですね。秘密を知られてしまった以上、このまま帰ることはできなさそうですから」

　ぞっとするほど酷こく薄はくな笑みをうかべ、深月は俺のむかいに腰をおろした。

「それで？　帝人くんはあくまでも、わたしを計画とやらに協力させたいんですか？」

「然り。だが前述のとおり、俺は脅迫や強制という手段には訴うつたえない。最終的な決断は、お前自身の手にゆだねると約束しよう」

「それなら、わたしの答えは先ほどと同じです、あなたや藤波さんと違ちがって、わたしはそこまで暇ひまでも夢見がちでも頭がお花畑でもありませんので」

「ちょっと、誰だれが夢見がちでお花畑よっ？」

　反論してくる凰花を、深月はちらりと一瞥して、

「現にあなたは、帝人くんに賛同してこの場にいるのでしょう？　だったらどう言い訳したところで、わたしの目には同類としか映りませんね」

「う……。そ、それはっ……」

　凰花を黙だまらせると、深月は攻こう撃げき的てきな笑みをつくって、

「ところで藤波さん。先ほどは訊きそびれましたけど、藤波さんは試験でいったい何位をとられたんですか？」

「え――？」

「ほら、わたしの名前が毎回すぐ下にあったと、そう言ってたじゃないですか。でも、おかしいですよねえ？　直近の学年末試験も、その前の二学期末試験も、一位をとったのはわたしのはずですけど、藤波さんの名前はその上にあったんでしょうか？」

「あ、あたしが言ったのは、その……。へ、平均の話よ！　平均の話！　一位になったのはあたしが三回であんたが二回だったでしょ。成績ってのは直近の結果よりもトータルが重要だからね！」

　凰花も負けじと言い返すが、深月はすまし顔をくずさない。

「ええ、成績は三年間のトータルで決まるものですね。まさかとは思いますが、一年時の成績だけ持ちだして威い張ばる人はいませんよね？　そんな厚こう顔がん無む恥ちで傲ごう岸がん不ふ遜そんな人間がいたら、ぜひとも顔を見てみたいですよ。ねえ藤波さん、あなたもそう思いますよね？　ねえ？」

「っ……！　ぬぐぐ……！」

　凰花はこめかみをひくひくさせ、深月をにらみつけることしかできなかった。

　深月は勝利宣言をするように鼻を鳴らして、ふたたび俺にむきなおった。

「話を戻もどしますけど、帝人くん。脅迫も強制もなしにわたしを協力させる、ですか。それは絶対に無理だと保証しますよ？　夢見がちじゃないなら夢物語ですね」

「ほう？　だが、計画に賛同することでお前の『望み』が叶かなうと知れば、その考えも変わるのではないか？」

「……わたしの、望み？」

　深月が眉まゆ根ねをひそめる。

「わかったようなことを言わないでもらえますか？　わたしが望んでいることが、初対面の帝人くんにわかるわけが――」

「わかる。なぜなら我が王の目は、すべてを見み透すかしているのだからな」

　俺は脚を組みかえて、

「まずは問おう。深月よ、お前はいかなる理由で仮面をかぶっていた？」

「そんなの、都合がいいからに決まっているじゃないですか。みんな、わたしになにを期待しているのか知りませんけど、馬ば鹿かみたいに簡単に騙だまされてくれますからね」

「好都合、か。つまり自分の意思で、望んで仮面をかぶっていると？」

「ええ、そのとおりです」

「欺ぎ瞞まんだな」

　俺は確信をもって断じた。

「いうなれば、その嘘は仮面の下の仮面か。そのさらに下、お前の素の顔はこう言っているはずだ。――本当はありのままの自分でいたい、だが周囲がそれを許してくれないから、仕方なく我が慢まんして仮面をかぶりつづけている、とな」

「なっ……!?」

　深月の表情から、はじめて余よ裕ゆうの色が消えた。

「おそらくは、学校だけでなく家庭でもお前はそうなのだろう。抑よく圧あつされた環かん境きようが人格をねじまげたか……否、俺が見た限り、お前の性格は元来のものだな」

　唖あ然ぜんとして俺の言葉を聞いていた深月は、

「……まったく」

　ふと呆あきれたような笑えみをこぼした。

「よくもまあ、そこまでズバズバと言いあてられますね。悪質ストーカーが泣いて逃にげだすレベルですよ」

「フッ。この程度のこと、褒ほめるには値あたいせんぞ」

「いやあの、べつに褒めてないんですけど……」

　深月が小声でなにか言ったようだが、気にせず俺おれはつぎの言葉を発した。

「ともあれ、それがわかってしまえば、お前の望みを類推することはしごくたやすい。願望とはつまるところ、懊おう悩のうからの解放であるからだ。――すなわち、仮面を完全に捨て去ること。どこにいようと、誰の前だろうと、本来の自分でいられる世界。それがお前の望みだな、橘深月？」

「そ、そのとおりです、けど……！　そんなの無理に決まってるじゃないですか！　いままで苦労して築きあげてきたものを壊こわすことなんて――」

「ならば、世界そのものを壊してしまえばいい」

「え……？」

「お前に仮面を強要しているのはこの世界、すなわち既き存ぞんの認識や常識といったものだろう？　そして我がリア王計画の成じよう就じゆには、それらの破は壊かいが必ひつ須す事じ項こうとなる！　そう、計画への賛同と協力はほかの誰でもない、お前自身のためとなるのだっ！」

　俺は深月へと手をさしのべ、さらに言葉を重ねた。

「我とともに来い、橘深月っ！　願いを！　望みを！　未来を！　自分自身の手でたぐりよせ、つかみとらんと欲ほつするのならばッ！」

「…………」

　深月は俺の手のひらを見つめ、逡しゆん巡じゆんを表情に刻んでいた。

「……雲をつかむような話ですね。わたしが本性をさらけだしても大だい丈じよう夫ぶな世界、そんなものが本当に実現できるとでも？」

「さてな。それはお前しだいだろう」

「はい？」

「俺の目的はリア王になることであって、世界の破壊や改変はその副産物にすぎん。なればこそ、お前が望む世界はお前が創つくるしかないということだ」

　深月はぽかんとして、それからぷっと噴ふきだした。

「あれだけ言っておいて、自分でなんとかしろだなんて……帝人くんは大物ですね。普ふ通つうの人にはちょっと真ま似ねできないですよ」

「当然だろう。常人ふぜいが、王たる俺を真似できるはずがあるまい。フハハハッ！」

「いやだから、褒め言こと葉ばじゃないんですけど……」

　なぜだか笑みをひきつらせる深月。想像を超こえた俺の器うつわに、いまさらながら怖おそれをなしたのかもしれない。

「ねえちょっと？　あんたまさか、本気で協力しようとか思ってるわけなの？」

　と、撃げき沈ちんされた凰花が再浮上してくる。

「あら、藤波さん。いたんですか？」

「いるに決まってるでしょ！　さっきから一歩も動いてないっつーの！　って、それはともかくっ！」

　凰花はソファをまわりこんで、深月へと歩みよっていく。

　第二ラウンド開始、といったところだろうか。しかし俺は、あえてとめようともせず黙もく認にんのかまえをとった。

　なぜなら、対立させて二人の競争心をあおるのも、結果的には計画のプラスになるだろうからだ。

「で、どうなのよ。帝人に協力するの？　しないの？」

「どちらにしても、あなたには関係ないと思いますけど？」

「関係大アリよ。っていうか、協力する気がないのならさっさと帰ったら？」

「？　藤波さんは、わたしがいるとなにか不都合なことでもあるのですか」

「はぁ？　言いがかりもほどほどにしなさいよね、そんなわけないじゃない！」

「ムキになって否定するところが、ますます怪あやしいですね……はっ！」

　深月は急に顔を赤くして、




「ま、まさかっ、ここで帝人くんと不純異い性せい交こう遊ゆうをっ!?」




　まったく唐突に、わけのわからないことを口走った。

「は、はぁっ？　なんでそうなるのよあんた頭おかしいんじゃないの！」

「赤面するだなんて、やっぱりそういうことでしたか。二人はただならぬただれた関係だったのですねっ！」

　な、なんだこれは？　いったい深月はどうしたというのだ？

　たしかに、江え代しろ堂どうから入手した情報には、貞操観念が非常に強いとあったが――

「だから違うっつーの！　ああもう少し落ちつきなさい、あたしも落ちつくから！」

　凰花はいちど深呼吸をして、

「そもそも、よ。なにを勘かん違ちがいしてるのか知らないけど……あ、あたしと帝人は恋こい人びとでもなんでもないわよ。まともに話をしたのだって、きのうがはじめてなんだから」

「！　そ、そうでしたか……」

「そうよ、だから――」

「つまり、ゆきずりのお遊びで不純異性交遊をしようとしていたのですねっ！　なんという淫みだらなっ！」

　深月はさらに矛ほこ先さきを変え、

「だいたい、帝人くんも帝人くんです！　神聖な学まなび舎やで、しかも理事長室を密会場所に選ぶだなんていったいなにを考えているんですか！」

　――そこで俺に振ふるのかっ!?

「……深月」

　うろたえるなと、俺は自分自身に言い聞かせる。

　そう、事態が俺の想定を超えることなど許されないのだ。

「妙みような思い違いはそれくらいにしておけ。俺の顔を見れば事実無根であることはわかるはずだ」

　深月は俺の顔をじぃっとのぞきこんで、

「たしかに、藤波さんと違って動どう揺ようしていませんね……」

「フッ。そうだろう」

「はい、よくわかりました」

　見たか、これぞ王のポーカーフェイス術なり！

「帝人くんは、相当にやりなれているということですかっ……！」

「んなっ!?」

　思いがけぬ不意打ちに絶句する俺。

　……本ほん能のう寺じにて明あけ智ち光みつ秀ひでに襲おそわれた信のぶ長なが公こうも、いまの俺と似た気分だったに違いない。

「ば、馬鹿を言うな。俺は断じてやりなれてなど――」

「ふうん？　本当ですか？」

「むろんだ。俺にはやましいことなどあるものか」

「それじゃあ訊ききますけど！」

　深月はびしりと凰花を指さして、

「藤波さんでいかがわしい妄もう想そうをしたことが、いちどもないと言うんですか！」

「いっ！　あたし!?」

「そ、そんなもの、あるはずがないだろう」

「信じられませんね。今だって彼かの女じよを強ごう引いんに抱だきすくめて、無理やり唇くちびるを奪うばって有う無むをいわせずソファに押おし倒たおして、上着を脱ぬがしてブラウスを脱がしてスカートを脱がして下着もぜんぶ剥はぎとって、あられもない姿になったところを欲望のおもむくまま蹂じゆう躙りん――」

「って、ちょっと待てぇええええっ！」

　凰花が真っ赤になって叫さけんだ。

「なんでこと細かに描びよう写しやすんのよ！　っていうか変な妄想してるのはあんたじゃないこの変態っ！」

「わ、わたしは質問をしているだけです！」

　……それにしても、いくら貞操観念が強いとはいえ、これはいささか限度を超えている。同一人物とは思えぬほどの豹ひよう変へんぶりだ。

　もしや、と俺は思う。

　これもまた、仮面によって抑おさえつけられていた、深月の素の人格なのではないだろうか。つまり、仮面を外してしまったことで、心のタガもまた外れてしまったと――

「どうなんですか、帝人くんっ！」

「いや、だから俺は……」

　どう返答したものかと思い、俺は助勢を求めて凰花へ視線を送る。

　それが間違いだった。

「な、なに見てるの？　えっ！　うそ、まさか帝人、本当にあたしで変な想像とかしてたわけなの……？」

「お、おいっ！」

　まことに遺い憾かんながら、この空間には阿あ呆ほうが二人もいたのだった。

「ちょっ、やだ、よく見たらなんか目つきがやらしいし……！」

　凰花は左右の腕うでで大事な箇か所しよを隠すようなポーズをとり、

「と、いうことは、その気だったのは帝人くんだけで、藤波さんは危あやうく毒どく牙がにかかる寸前だったと……？」

　深月がまた厄やつ介かいな解かい釈しやくを上乗せする。

「ここにあたしを連れこんだのも、最初からソレが目的だったのね……！」

「帝人くんはきっと、王様プレイだなどといって、女性を屈くつ辱じよく的てきに虐しいたげるに違いありません……！」

「うわ最低！　そんなやつだったなんて見み損そこなったわ！」

「ぬぐぐ……！」

　言われたい放題の俺だった。

　というかなんだこの流れは？　いったいぜんたいどういうことだっ？

「おい、お前たち――」

「ちょっ、こっちに来ないでよなにする気っ！」

「二人まとめて手て篭ごめにしようというのですかっ！」

「ぐっ……！」

　俺は怒ど鳴なりたい衝しよう動どうをこらえ、つとめて冷静な対応をとることにした。
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　そうだ、王たる者、いついかなるときとて自分を失ってはならぬのだ！

「とりあえず話を聞け、凰花、深月。お前たちは大きな誤解をしている。誓ちかって言うが、

俺はお前たちになにかをするつもりは毛頭ないぞ」

　真しん摯しに誠実に説得を試みる俺。

「へえ？」

「ふうん？」

　しかし、返ってきたのは不信感まるだしの冷たい視線だった。

「強ごう姦かん魔まというのは、まずは相手を安心させるそうですね。やはりその手口なのでしょうか……？」

「っていうか帝人、あんまり喋しやべらないでよ。変態が空気感かん染せんしたら大変じゃない」

「するか馬ば鹿か者ものが！　えぇいっ、四の五の言わずそこへ直れ二人とも！」

　俺は一いつ喝かつしてむかいのソファを指し示した。

「つ、ついに本性を現したわねっ……！」

「貞てい操そうの危機ですっ……！」

　が、それもまた逆効果となってしまう。

　さすがに頭が痛くなってくる俺だった。

「……いい加減にしてくれないか？　そもそもの話、俺はお前たちを『女』として見てなどいないぞ」

　二人に声をかけたのは、側近にたる人間だと思えばこそ。そこに下心が介かい在ざいする余地などあるはずもないのだ。

「ね、ねえ、いまの聞いた？」

「は、はい、しかと耳にしました」

「フッ。誤解はとけたようだな」

「この男、あたしたちを欲望のはけ口としか見ていないわっ！」

「なんて怖ろしいっ！　まさにケモノ、いえケダモノですっ！」

「ぅおいっ！　だからなぜそうなる！」

　頭痛にめまいが上乗せされる俺だった。

「ぐぬぬっ……！　そもそも俺の崇すう高こうにして壮そう大だいなる計画を、よこしまな目的とはき違えるなど不敬の極きわみなり！　……どうやらお前たちには、多少なりとも教育が必要のようだな……！」

「きょ、教育っ？」

「身体に教えこむという意味ですかっ！」

「っ！　なんなんだお前たちはっ!?」

　俺が口を開くたびに、事態は悪化していくばかりだった。




　結局その日は、下校時間までえんえんと二人の勘違いを解くはめになってしまった。

　……とにもかくにも、俺が言いたいことはただ一つ。

　――なぜだ、なぜこうなった!?







リア王のリア王によるリア充度検定







　昨日と同じように、放課後になると、俺と凰おう花かは理事長室へむかった。

「ね、ねえ。帝てい人と。きのうはその……悪かったわね」

　と、決まりの悪そうな顔で凰花が謝あやまってくる。

「思い返してみるとあたし、変態が空気感染するだとかけっこうヒドいことを――」

「あの話には触ふれるな」

　俺はひと言で切って捨てた。きのうの一件はまぎれもなく我わが人生の汚お点てん、一刻も早く記き憶おくから抹まつ消しようしたいできごとだった。

「ええと、もしかして本気で怒おこってたりする……？」

「怒ってなどいない。ただ触れるなと言っている」

「わ、わかったってば」

　凰花はすごすごとうなずいた。

　が、口ではそう言っても実際にはわかっていなかったらしく、

「だいたい、あの女が悪いのよ。いきなりあんなこと言いだすから、あたしまで気が動どう顛てんしちゃったんだから……」

　理事長室につくまでずっと、言い訳がましいことを口にしていた（もちろん俺は黙もく殺さつしたが）。

　解かい錠じようしてドアを開く。中では、深み月づきがソファに腰こしかけて読書をしていた。カードキーはきのうの帰りがけに渡わたしておいたので、俺は特に驚おどろいたりはしなかった。

「おや、お二人ともご一いつ緒しよでしたか」

　平然とした顔で言う深月。どうやら、昨日の暴走の件はケロリと忘れているようだった。

「っていうかあんた、本気で協力するつもりなのね……」

　どこか不満そうにつぶやく凰花。

　深月は読みかけの本をパタンと閉じて、

「仕方ないでしょう。帝人くんはああ言いましたが、いつ気が変わるとも限りません。ひとまず協力をしておけば、当面はわたしの秘密も守られるでしょうから」

「へえ、つまりは打算まみれの結論ってわけね」

「ええ、それはもちろんです。わたしは藤ふじ波なみさんと違ちがって、帝人くんの話を真に受けられるほど頭がゆるくはありませんので」

「……ちょっとそれ、どういう意味かしら？」

「褒め言葉ですけど、なにか？」

　深月は微び笑しようを絶やすことなく言った。

　顔をあわせて早々、舌ぜつ戦せんをはじめた二人。むろん俺は、その理由を即そく座ざに読み解いた。

「お前たち。気持ちはわからんでもないが、いがみあうのはそれくらいにしておけ」

「い、いがみあってなんかいないわよ！」

「わたしは質問に答えただけです」

「わかっている。自分のほうがより優ゆう秀しゆうだと、俺へアピールしていたのだろう？　その心意気じたいは、なんら恥はずかしいものではないと言っておこう」

「まーたはじまった……」

「この人の頭の中は、どうなっているんでしょう……？」

　おのおの小声でつぶやく凰花と深月を、当然のごとく俺は無視して、

「とはいえ、恥じる必要はないが、同時に無意味だとも言っておこう。王たる者、臣下をひいきすることは許されない。よって俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び、能力と実力のみでお前たちを評価する。おのれの優秀さは口八丁ではなく、実際の働きで示してみせることだ」

「働きって……。そもそもあんた、これからなにをするつもりなのよ？」

　深月のはすむかいに座すわりながら、凰花がジト目でたずねてくる。

「決まっている！　我がなすべきは唯ゆい一いつにして無二！　リア王計画の遂すい行こうをおいてほかになかろう！」

　両りよう腕うでをひろげ、高らかに俺は答えた。

「いやだから、具体的にどうすんのかって訊いてんのよ！　あんたの脳内には完かん璧ぺきなプランがあるのかもしれないけど、こっちはなにをすればいいのかさっぱりなんだから」

「なんだ、わからんのか凰花よ？　一流の側近ならば、主君の考えは教えられずとも推おしはかるものだぞ？」

「わからないし側近でもないし推しはかれないわよっ！」

「そうか、やはり俺は隔かく絶ぜつした存在だということだな！　フハハハハハっ！」

「……あの、帝人くん？　帝人くんのすごさはよぉ～～～くわかりましたから、そろそろ話を進めてくれませんか？」

「ほう、俺の器を賞賛するとは、お前はやはり見る目があるようだな、深月！　フハハハハハっ！」

「ええと……」

　どうしてか、やりにくそうな顔をする深月だった。

「よかろう、お前たち！　ならば今後の方針を教えてやるとしよう！」

　俺は執しつ務む机づくえに片手をついて、

「藤波凰花、橘たちばな深月。お前たち両名の獲かく得とくによって、リア王計画・第一の作戦に必要なピースはそろった。あとは機が熟するのを待つのみだ」

「待つって、いつごろまでよ？」

「五月の中ちゆう旬じゆんまでだ」

「その第一の作戦とは、どういったものなのです？」

「フッ。時が満ちれば話して聞かせよう。それまでは、お前たち自身の頭で推察なり考察なりしてみるがよい」

「はあ？　いま教えてくれないの？」

　凰花が唇をとがらせる。

「然しかり。先にも言ったが、主君の考えを言われずとも推しはかるのが、真にすぐれた側近のありようだからな。俺はその機会を奪うような真似はしないということだ」

「へえ？　それはまた、ずいぶんとありがたいことですねえ」

　頬ほおをひくひくとさせながら深月が言う。

「そうだろう、そうだろうとも！　フハハハハハハっ！」

「……ああもう、なんだか調子が狂くるいますね……」

「……あれだけあからさまな皮肉に気づかないなんて、たいしたやつだわね……」

　凰花と深月が小さく独り言をもらしていたが、哄こう笑しようしている俺おれの耳には入らなかった。

「っていうか帝人、来月まで待つってことは、それまでずっとヒマってこと？」

「否いな。たしかに大きな作戦はないが、第二・第三の作戦にむけて、準備をしておくことは数多あまたある」

「たとえばなによ？」

「ふむ。そうだな、さしあたっては――」

　俺は執務机の引き出しに手をかけた。

「敵を知り、おのれを知ることから始めるべきだろうな」

「敵、ですか？」

「然り。リア王計画とは畢ひつ竟きよう、おのが存在意義を賭かけた我らと世界との戦いだ。そこで問おう。凰花よ、深月よ、戦いをはじめるにあたって、必要不可欠なものをなんと心得る？」

「そりゃあまあ、やっぱり武器じゃないの？」

「そうですね、情報ではないかと思いますが」

　二人の答えに満足し、にやりと笑って俺はつげた。

「どちらも正解だ、さすがだと言っておくぞ。表現としては深月が正しく、概がい念ねんとしては凰花が正しい。甲こう乙おつつけがたい解答だな」

「えーと、つまり？」

「どういう意味でしょうか？」

「世界との戦いにおいては、敵を知ることがすなわち最大の武器になるということだ！　そう、お前たちはまず我が敵について熟知せねばならぬのだ！」

　俺は勢いをつけて執務机の引き出しを開け、クリップで閉じた紙束を二つ取りだした。

「刮かつ目もくして見よ、これこそが我らが倒すべきもの！　世界の歪ゆがみの象しよう徴ちようなりっ！」

　凰花と深月は立って紙をあらためにくる。

「なによこれ。リア充度チェックシート……？」

「これが帝人くんの戦う相手、なのですか？」

「然り。その認にん識しきで間ま違ちがいない」

　敵意をこめた視線を俺はシートにあびせる。

　ちなみに二人に渡したのは未記入の用紙、つまりはオリジナルのコピーだ。

「さしずめそれは邪じや教きようの聖典。原罪にまみれた忌いむべきブラックバイブルなり」

「ただのチェックシートに、どうしてそこまで過か剰じような装そう飾しよくができるのよ……」

　凰花がシートをめくりながらつぶやく。

「さあ、これがお前たちの初仕事だ！　そのシートに取り組むことで、お前たちにも見えてくるであろうっ！　我らの敵がどんな姿で、どれほどの戦力を持ち、どこに弱点をかかえているのかがなっ！」

「まあ、ちょっと面おも白しろそうだし、やってみてもいいわね」

「敵うんぬんは抜ぬきにしても、興味がありますね」

　凰花も深月も、そこそこ気乗りした様子でペンをとった。

　シートはけっこうな枚数があり、したがって全部に目をとおすには、それなりの時間を要する。よってここでは、二人の表情の変化だけを描びよう写しやしておこう。

　凰花は、余よ裕ゆう→動揺→憤ふん慨がい→焦しよう燥そう→愕がく然ぜん、という流れ。

　深月は、興味→困こん惑わく→瞠どう目もく→狼ろう狽ばい→愕然、という流れ。

　――とまあ、経けい緯いはともかく結果は似たようなものだったらしい。

「な、なん……だと？」

「こ、このような結果が……！」

　凰花と深月は記入し終わったシートを凝ぎよう視しし、わなわなと手をふるわせていた。

「終わったか。では見せてみろ」

「イヤよっ！」

「お断りします」

　語調は正反対ながら、拒きよ絶ぜつの意思は同じくらい強く感じられた。

「なぜだ？　人に見せるのもはばかられる結果だとでもいうのか？」

「ち、違うわよ！　変な勘かん違ちがいはやめてくれる？　あたしに限ってマルがほとんどないとか、そんなことありえるわけないじゃない！」

「そうか、ならば早く渡すがいい」

「いっ？」

「帝人くんの言うとおりです。自信があるのなら、なんら支障はないはずですよね？」

　深月が「しめた」という笑えみをうかべて、凰花の背中を後あと押おしする。

「え？　ちょっ、待ってよ！」

「さあ、見せてみろ」

　俺は机越ごしに手を差しのばす。

「うっ……！」

　追いつめられた凰花は、助けを求めるように周囲を見わたし、

「！」

　つぎの瞬しゆん間かん、深月のシートに目をとめた。

「ほ、ほら、真しん打うちはあとからくるっていうじゃない？　だから今回は、あんたに先をゆずってあげるわよ」

「いえいえ、つつしんでお断りいたします。なにせわたしは、藤波さんと違って人に見せられないような結果でしたから。美人で頭がよくて完璧人間の藤波さんより先にだなんて、そんなことはおそれ多くてとてもとても」

「ぐっ……！　思ってもいないことを、よくもぬけぬけとっ……！」

　凰花はギリギリと奥おく歯ばをかみしめる。

「さあさあ、美人で頭がよくて完璧人間の藤波凰花さん。ご自じ慢まんのシートを早く帝人くんに見せてあげたらどうですか？」

「ぐぐっ……！」

　俺は順番になど頓とん着ちやくしないため、てっとり早く深月に便乗することにした。

「早くしろ、凰花。あまり主君をわずらわせるものではないぞ」

「うぐぐっ……！」

　なおも提出をしぶる凰花に、深月はわざとらしくため息をついて、

「仕方ないですねえ。それなら、わたしが代わりに渡してさしあげましょう」

　凰花のシートに手をのばし、その端はしをつかむ。

「ちょっ！　なにすんのよっ！」

「不思議ですねえ。人に見せられないような結果ではない、と断じたはずなのに、どうしてそこまで拒絶するのですか？」

「そ、それはっ……」

「まさか嘘うそということもありませんよね？　さあ、その手を離はなして――」

「うがぁああっ！　あ、あたしだけなんて不公平だわ！　それならあんたも一緒に見せなさいっ！」

　逆上した凰花は、深月のシートをつかもうとする。

「な、なにをっ――！」

　深月は腕を引いて回かい避ひをこころみるが、

「っ!?」

　左手に力をこめている状態でそんな動作をした結果、彼かの女じよはバランスをくずして後ろへ転てん倒とうしてしまう。

「ちょっ!?」

　片手のシートが綱つなの役割を果たし、凰花も引っぱられて深月の上に折り重なる。

　ドサドサッ！

　幸い、二人が倒たおれた先は床ゆかではなくソファの上だった（もっとも身体と身体がぶつかったので、両者ともそれなりに痛そうにはしていたが）。

「……まったく、なにをやっているのだ」

　俺は呆あきれが宙返りをする思いでつぶやいた。

　昨日の一件といい、いまの醜しゆう態たいといい――

「お前たち、頭はいいが実のところバカなのではないか？」

「帝人（くん）にだけは言われたくない（です）っ！」

　口をそろえて叫さけぶ二人。

　――なるほどな。たとえそれが事実でも、主君たる俺に言われるのだけは耐たえられない、ということか。

「まあいい。それよりも早くシートを拾ったらどうだ」

「へ……？」

「あ――！」

　シートが手を離れていたことに、二人ともはじめて気づいたようだ。

　床に投げだされたシート×２（それぞれ離れた位置に落ちている）を発見するや、凰花と深月は電光石火の勢いで飛びついた。







[image: ]







　シートを無事に回収し、安あん堵どの息をつく二人。

　しかし、紙面に目を落としたとたん、

「え？　うそ、これって……？」

「はて、このシートは――」

　二人の言動から察するに、落とした拍ひよう子しにあべこべになって、自分のではなく相手のものを拾ってしまったのだろう。

　と、深月の手がごく自然にページをめくった。

「あぁっ！　ちょっとあんた、なに勝手に読みはじめてるのよっ！　このっ、そっちがその気ならっ！」

　凰花もまた、あわてて相手のシートに目を走らせた。

　ほどなくして、

「ぷっ！」

　先に結果を確かく認にんし終えた凰花が、これみよがしに鼻で笑った。

「あははっ、なによこれひっどい結果！　これなら見せたがらないのも無理ないわねー」

　深月のシートを俺へと見せつつ、

「見てよこれ。獲得点数三点、リア充度マイナス七〇だって。ちょっと悲ひ惨さんすぎじゃない、あはははははっ！」

「そういう藤波さんは、獲得点数二点、リア充度マイナス八〇という結果のようですが」

　深月が淡たん々たんと指し摘てきする。

「う、うるさいわねっ！　あんたと違って虚きよ偽ぎの回答をしてないだけマシよ！　なにしれっと『同性の友達が一〇人以上いる』にマルつけてるわけ？　猫ねこかぶってるんだからそんなわけないじゃないっ！」

「それをいうなら、貴女あなたの『異性と喋しやべることが多い』というのも虚偽の回答でしょう？」

「う、嘘じゃないわよ！　告白されたとき『悪いけど興味ないわ』って毎回ちゃんと答えてるもの！」

「それを会話とは言いません！」

　結果をめぐっての諍いさかいはなおもつづく。見苦しいことこの上ない光景だった。

「この馬ば鹿か者ものどもが！　いい加減にしないかっ！」

　たまらず俺は怒ど鳴なりつけた。

「いまのお前たちは、敵と戦う前に戦意を喪そう失しつしているにも等しい。そのような醜態は恥はじと知れ！」

　俺が腹をたてたのは、二人が低次元の口ゲンカに興じていたからではない。

　原因はむしろその前、シートの結果に対する反応だ。凰花にせよ深月にせよ、平静を乱されていたことは疑いようもない。

「仮にも我が側近ならば、シートの結果ごとき、かるく笑い飛ばさずしてどうするのだ？」

「あんたねえ、他人事だと思って無む茶ちや苦く茶ちや言ってくれるわね！　そんなの無理に決まってるでしょうが！」

「ほう、なぜだ？」

「だってこのシート、設問が的確すぎて反論のしようがないじゃないっ！」

　泣き言を口にする凰花に、俺はおごそかにつげてやった。

「然り。的確で、妥だ当とうで、客観的なのだろう。しかしあえて問おう！　その価値観は絶対的なものか？　神がさだめた永久不変の理か？　否いな！　逆に俺は断言しよう！」

　俺はシートをずびりと指さして、

「間違っているのは！　否定されるべきは！　お前たちではなく世界のほうだとっ！」

「あの、帝人くん？　それはただの現実逃とう避ひというのでは――」

「間違っていると言ったら間違っているんだ！」

　断固として俺は言い聞かせた。

「世界を変えんと欲ほつするならば、既き存ぞんを否定し、当然を破は壊かいし、常識を粉ふん砕さいしなければならない！　その認識を持たなければ出発点にすら立てないと知れ！」

「だけど……」

「ですが……」

　凰花も深月も、煮にえきらない声で顔をうつむかせる。

　ためらっている――否、これは怖おそれているというべきか。

　世界と直接対たい峙じし、宣戦を布告する。それをやってのけるには、相応の覚かく悟ごがいるのだ。

　いともたやすくできるのは、この俺くらいのものなのだろう。

「ならば見よ、刮目せよっ！　これが！　これこそがっ！　世界が間違っている決定的な証しよう拠こなりっ！」

　俺は机からもう一組のシートを取りだし、二人の前に突つきつけた。

「これって、いまやったのと同じシートよね……？」

「すでに記入ずみのようですが、もしやこれは帝人くんが？」

「然り。俺自らが回答したものだ。これを見ればお前たちとて、世界の許されざる誤ご謬びゆうを認めずにはいられまい」

「は、はあ？　なんでよ？」

「理り屈くつがよくわかりませんが……」

「いいから黙だまって目をとおせ」

　凰花がシートを受けとり、深月はその横からのぞきこむ。

　シートを読んでいく二人。先刻にならって、表情の変化のみを描びよう写しやするとしよう。

　二人はいずれも、真しん剣けん→安堵→苦く笑しよう→唖あ然ぜん→驚きよう愕がく、という流れをたどり、

「帝人……」

「帝人くん……」

　どういうわけか、最後は哀あわれむような顔つきになった。

「……？　お前たち、なんだその顔は？」

　おかしい。彼女たちは、王たる者にして主君である俺に、最低な評価がくだされたと知ったのだ。ならばそこで表すべき感情は義ぎ憤ふんであり、間違った世界に対する敵意であるはずだが……。

「そうだ、なにか温かい飲み物でも持ってきてあげるわね。帝人はコーヒーと紅茶、どっちが好き？　それとも緑茶派だったりする？」

「おい、なぜ急にやさしくなる？」

「いいからいいから、あんたは座って待ってて」

　嘘くさい笑え顔がおで言って、凰花は備えつけのキッチンへとむかっていく。

「どうしたというんだ、逆に気味が悪いぞ……」

「帝人くん、わたしでよければいつでも相談に乗りますからね？」

　深月は深月で、妙みように親身な申し出をしてくる。

「なんの相談だ……？」

「こう見えてもわたし、昔から可か哀わい想そうな人を放っておけないんです」

「誰だれが可哀想な人だ？」

「ええっ？　そ、それを口にするのは、さすがのわたしでも……」

　深月は気まずげに目をそらした。

　……それにしてもわからない。凰花といい深月といい、なぜ急に同情らしきものをむけてきたのだろう？　これではまるで、俺を哀れんでいるかのような――

「ま、まさか、俺の『リア充度マイナス無限大』という結果を真に受けているのかっ!?」

　だとすれば、度しがたいにも程ほどがある。眼めが曇くもっているどころの話ではない、我わが側近として致ち命めい的てきとすらいえた。

　一刻も早く、その誤謬は正さねばなるまい。

　ちょうどそのとき、凰花が本当にティーセット一式を持って戻もどってくる。

「聞けっ、深月！　それに凰花！」

　ただちに俺は説得にあたった。

「いいか、間違っているのは俺ではないっ！　この世界、この現実、この世の中、この社会、このリアルこそが、許されざる過あやまちを内包しているのだ！　そのことになぜ気づかないっ!?」

「うわ、『悪いのは俺じゃなくて世界だ』って、正しよう真しん正しよう銘めいダメ人間の言いぐさじゃない……」

　凰花は引きつった顔で独り言をこぼし、

「まあまあ帝人、言いたいことはよくわかったから、まずはお茶でも飲んで落ちつきなさいよ。ほら、紅茶には鎮ちん静せい作用があるっていうし、ね？」

「……お前、本当にわかっているのか？」

「はいはい、わかってるってば」

　おそろしく投げやりな口調だった。

「帝人くん、つらいからといって、くれぐれも早まらないでくださいね？　どんな人間だって、たとえ社会の最底辺のゴミクズだって、生きていく権利はあるんですからね」

　いっぽう深月は、やたらと上から目線で、なぐさめの言葉らしきものをかけてくる。

「ぐっ……！　何度でも言おう！　いいか、間違っているのは俺ではないっ！　間違っているのは――」

　より語気を強め、再三再四俺は説得をこころみた。

　が、俺の行こう為いは状じよう況きようを好転させはしなかった。




　それからしばらくのあいだ、二人はことあるごとに同様の態度をとるようになった。

　むろん、俺の居い心ごこ地ちはいいはずもないが、時間の経過を待つより打つ手はなかった。

　――なぜだ、なぜこうなった？







ドキッ！　リア充だらけのデート体験！（リア王もいるよ！）







　その日の朝、俺は江え代しろ堂どうに会うため、教室棟とうの西階段を利用した。

　二階の踊おどり場ばに差しかかると、手すりに寄りかかったパンツスタイルの私服が見えた。いつものように携けい帯たい（大画面のスマートフォンだ）で読書をしている。

　俺が声をかけてやると、

「……君はあれなのかい、プロフィールの趣しゆ味みの欄らんに『知人の読書を邪じや魔ますること』と書く種類の人間なのかい？」

　江代堂は実に不ふ機き嫌げんそうに顔をあげた。

「フッ、喜べ江代堂。さっそくこの俺じきじきに、リア王計画の経過を伝えにきてやったぞ」

「なにを威い張ばってるんだよ、最初の契けい約やくで決めたことじゃないか。まあいいや、話すなら耳を貸してあげるよ」

「いいだろう、心して聞くがよいっ！」

　首しゆ尾びよく二人の側近、藤ふじ波なみ凰おう花かと橘たちばな深み月づきを手中におさめたことを俺おれは話した。むろん、話の本筋に関係のない箇か所しよ（主に俺がうけた屈くつ辱じよく）はばっさりとカットする。

「……なんというか、僕ぼくはこう思わずにはいられないよ」

　江代堂は盛大な嘆たん息そくをこぼして言った。

「君のような人間の思いつきがことごとく成功するなんて、この世には神も仏もいないのか、ってね」

「ふむ。仏は知らんが、神を騙る愚か者にならば心あたりがあるぞ」

「奇き遇ぐうだね、僕も王を騙る愚か者になら心あたりがあるよ」

「なんだと？　どこのどいつだその痴しれ者は？」

　この御み門かど帝てい人とを差しおいて王を僭せん称しようするとは、まさしく神をも畏おそれぬ暴挙ではないか。

「……まあ、君にいちいち突っこんでいたら年が暮れるから、いいけどさ」

　またもや嘆息する江代堂。

「それにしても、理事長の息子むすこという立場をあまり快く思っていない君が、まさか理事長室を活動拠きよ点てんに使おうだなんてね。その計画とやらにはよっぽど本気ってことかい？」

「いまさらすぎる質問をしてくれるな、江代堂。リア王こそは我が天命。ゆえに計画の遂すい行こうはあらゆる事象に優先されるのだ」

「ふぅん？　それで、このあとはなにをやらかすつもりなんだい？」

「そう急せくな。計画に遅ち滞たいは許されんが、ことをなすには適切な時期というものがある。第一のフアースト・作戦オペレーシヨンの発動は、来月の中ちゆう旬じゆんまで待たねばならん」

「というと、約一ヶか月げつ後か。そのころはちょうど中間テストの時期だけど――」

「然しかり。さすがは情報屋といったところか」

「つまりなんだい、テストにあわせて行動を起こそうっていうのかい？」

　俺は賞賛をこめてうなずく。察しのいい人間との会話は、やはり心ここ地ちがよいものだ。

「それで、その詳しよう細さいは？」

「言っただろう、そう急くなと。心配せずとも、その時がくれば事前に話してやる。なにせ江代堂、お前には作戦に先立って、重要な仕事をこなしてもらう予定なのだからな」

「僕に、ねえ……」

　江代堂はあまり気乗りしない様子だった。

「大だい丈じよう夫ぶなのかい？　なにを企たくらんでるのか知らないけど、問題を起こすようなことじゃないだろうね？」

「なんだ江代堂？　もしや心配しているのか？」

　江代堂は目線をわずかにそらして、
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「……別に、君のことが心配なんじゃないよ。ただ、僕まで面めん倒どうごとに巻きこまれるのはごめんだって話さ」

「案ずるな。外部の協力者たるお前に、責を負わせることはありえない。万が一、なんらかの支障が生じた際は、作戦の統とう括かつ者しやたるこの御門帝人が引き受けると約束しよう」

「ふん……。そいつはありがたいね」

　照てれ隠かくしのためか、相変わらず減らず口を叩たたく江代堂だった。

　まったく、この俺に頼たよられる誉ほまれを、もっと素す直なおに表へだせばよいだろうに、面倒な性格のやつである。




　　　　　◇◇◇




　その日の放課後、理事長室にいるのは俺ただ一人だった。

「まったく、二人そろって不在とは……」

　深月は『家庭の事情』とやらで下校ずみ。凰花にいたっては俺にひと言の断りもなく、ＨＲが終わると同時に猛もうダッシュで教室を飛びだしていった。

「凰花といい深月といい、リア王計画をいったいなんと心得ている……！」

　これから我らは世界と戦い、必ずや勝利をおさめなければならない。それなのにこのていたらくとは、嘆なげかわしいにもほどがある。

「まだ遊び感覚がぬけていないのか、優先順位というものをわきまえていないのか。……いずれにせよ、少し指導してやる必要がありそうだな……！」

　江代堂にも話したように、本格的な作戦の決行は来月まで待たねばならない。が、だからといって、それまでの期間を無む為いにすごすことなど許されない。つづく第二、第三の作戦へむけて、やっておくべきことは数限りないのだ。

　ともあれ俺は、一人でも作業を進めていくことにする。

　例のチェックシートを机き上じようにひろげ、思考を加速させていく。

　……あらためて項こう目もくを確認していくとよくわかるのだが、どうやらリア充にとって必ひつ須すとされるのは『恋れん愛あい』と『友人』の二大要素であるらしい。ほかの分野でどれほどすぐれた能力を有していたとしても、この二つを満たせなければリア充とは認められない、ということが読みとれた。

「……ふん、実にくだらん。低てい俗ぞくにして卑ひ俗ぞく、下げ劣れつにして陋ろう劣れつなる価値観だ」

　しかし、なればこそ重要視する必要がある。

　リア王がリア充の完全上位存在である以上、基本的な構成要素はリア充と根を等しくせねばならない。その上で超ちよう越えつし隔かく絶ぜつすることが、世界を我が前に屈くつ服ぷくさせる唯ゆい一いつの道なのだ。

「ふむ。恋愛、恋愛か。とはいえ、ここで問題となるのは――」

　と、そこで理事長室のドアが開いた。

「あれ、いるのは帝人だけ？」

　現れたのは、即そつ行こうで帰ったはずの凰花だった。

　時計を確認すれば、俺が思し索さくをはじめて早三〇分。となると凰花はいったん校外のどこぞへ赴おもむき、それから戻ってきたということか。

「あの女は？　もしかして来てないの？」

「深月ならば帰ったぞ」

「いよっし！　超ちようラッキーじゃない！」

　なぜかガッツポーズを決める凰花。

「お前はどこへ行っていた？　そしていまさらなぜ戻ってきた？　主君たる俺へ事前報告の一つもしないとは、いったいどういう了りよう見けんだ」

「あー、ごめんごめん。一秒でも早くお店に行きたかったから、あんたに話すのすっかり忘れてたわ」

　凰花はやたらと上じよう機き嫌げんな様子で、ぱたぱたと手をふった。

「まあいい。戻ってきたのだから、お前には恩おん赦しやをあたえよう。ただし理由は聞かせてもらうぞ」

「聞きたいの？　ふふん、聞きたいんだ、そうなんだー？」

　うっとうしくたずねてくる凰花。話したくて仕方がない、という態度である。

「御ご託たくはいい。報告は簡潔にすませろ」

「しょうがないわねー、そんなに聞きたいなら話してあげるわよ」

　凰花はおもむろに、鞄かばんからビデオショップのレジ袋ぶくろを取りだした。

「じゃーん、これよ！　これを買いに行ってたのっ！」

「なんだそれは？」

　レジ袋を誇ほこらしげに見せつけられたところで、中身が推察できるわけもない。

「はぁ？　わかんないの？　帝人、あんた今日が何月何日だと思ってるのよ」

「四月二五日だが、それがなんだというんだ？」

「バッカねぇ、四月二五日といったら、これの発売日に決まってるじゃないっ！」

　レジ袋から中身を取りだし、凰花はそれを高々とかかげた。

「『ヰヴァ：壱いち』ブルーレイ・エディション初回限定版よッ！」

「お前、そんなもののために――」

　リア王計画をないがしろにしたのかと言いたくなったが、俺は言葉を引っこめた。

　口にしたら最後、面倒なことになりそうな予感がしたからだ。

「うふふっ、この日をどれだけ待ちわびたことかっ！　新規追加シーンも超ちよう楽たのしみだし、最低でも二〇〇回は観ないとね、くふふっ……ぐふふっ……ぐへへへへっ……！」

　気持ちの悪い笑い声を発しつつ、パッケージをうっとりと見つめる凰花。

「……しかし、腑ふに落ちんな。それの購こう入にゆうが目的ならば、なぜここへ戻ってきた？」

　凰花の言動から察するに、無事購入できたので使命を果たしに戻ってきた、という殊しゆ勝しような話ではまずなさそうである。

「だって、家に帰っても観れないし、せっかくだから大画面で観たいじゃない。で、運よくあの女がいなければと思って来てみたんだけど――」

　そこで凰花は再度ガッツポーズを決め、

「ホントいないだなんて超ラッキー！　いやぁ、なんでも試ためしてみるものね。いまなら誰にも気をつかわなくていいし、ホント最高だわっ！」

「ここには俺がいるのだが……」

「ああ、そうだっけ。ま、邪魔だから出て行けっていうのも酷こくだし、特別に一いつ緒しよに観てもいいわよ？」

「何様だお前は」

「さーてと、準備しなくちゃね！」

　凰花は俺を一いつ顧こだにせず、ケースから取りだしたディスクを再生機器にセットした。

「……ときに凰花よ、お前はたしかこのアニメのＤＶＤを所持しているのだろう？　だというのに同じ内容のものをまた買ったのか？」

　俺が疑問を口にすると、

「……はぁ。わかってない、わかってないわねぇ。これだからにわかの素人しろうとは」

　凰花に呆あきれられ、あまつさえ見くだされた。

「いい？　『画質が良くなっただけ』なんて言うと、さも大したことのないように聞こえるけど、ＤＶＤのＳＤ画質とブルーレイのＨＤ画質じゃ、画素数だけでも七倍近く違ちがうのよ？　特にＨＤテレビで観ればその差は歴然、くらべるのもおこがましいくらいなんだから！」

「そうなのか？　しかし映像メディアの主流は、いまだにＤＶＤだと聞くが」

「世の情弱どもが理解できてないから、切きり替かえが進んでいるのはアニメくらいのものね。ま、そういう観点から見ても日本のアニメは世界の最さい先せん端たんってことなんだけど！」

　凰花は気を良くして言葉をつづける。

「っていうかあんた、この『ヰヴァ：壱』ブルーレイ・エディションをただの画質向上版だと思わないでくれる？　三分もの新規シーンが追加されて九八分から一〇一分になってるんだから、ＤＶＤ版とはもうまったくの別物よ！　ほら、ここ見てここ、タイトルのヴァージョン表記がＤＶＤの一．〇一から一．一一に変わってるでしょ!?」

「う、うむ……」

　曖あい昧まいな返事をする俺。このテンションになった凰花は実に厄やつ介かいだ。放っておけば何時間でも『ヰヴァ』トークをつづけそうな予感さえする。

「ならば凰花よ、早く観たほうがいいのではないか？　下校時刻までさほど時間の余よ裕ゆうはないぞ」

「それもそうね。じゃあ帝人、鑑かん賞しよう中は私語厳禁だから。物音もできる限りたてないようにすること、いいわねっ！」

　わりと無む茶ちやな要求をして、凰花はリモコンの再生ボタンを押おした。

　そしてソファへとむかう。作品に対する敬意かなにかなのか、鑑賞姿勢は背筋をのばした正座だった。

　スピーカーから波の音のＳＥが流れ、『ヰヴァ』の世界がテレビに映しだされる。画面を見つめる凰花は真剣そのもので、下手に触ふれれば（いろいろな意味で）切れかねないと思わせるほどだった。

　――まあ、いいだろう。

　またぞろ凰花に暴走されても困るので、俺は黙っていることにした。

　…………。

　それから一時間半ほどで、『ヰヴァ：壱』はエンドロールをむかえた。

「ふぅ……やっぱり神作品は何度観みても神作品ね……！」

　陶とう然ぜんとしたまま吐と息いきをこぼす凰花。心しん酔すいしているとは、まさにこういった状態を指す言葉だろう。

「これをまだ観てない人がいるなんて、まさしく人生における損失だわ。あぁ、本当に本当にもったいない。いっそ義務教育の必ひつ須す科か目もくに採り入れちゃえばいいのにね、うふふっ、くふふっ、ぐふふふふっ……！」

　意味不明なことを言って、またも気持ちの悪い笑えみをつくる凰花だった。

「……まったく。そこまで熱をあげられるとは、ある意味一つの才能だな」

「――あれ？　帝人、いたの？」

　我にかえって目をしばたかせる凰花。

「いたのって……お前な」

　俺が凰花を咎とがめようとしたとき、最終下校時刻の予よ鈴れいが鳴りひびいた。

　現在は六時。校門が閉まるまであと三〇分というところだった。

「あ、帰る準備しないと」

　凰花がいそいそと片づけをはじめる。俺も帰りじたくをととのえた。

　ほどなくして、俺と凰花は連れだって理事長室をあとにする。

　深月がいないことを除けば、これもまたいつもの光景だった。

「いまさらだけどさ……帝人、あんたってつくづく変わってるわよね」

「？　なんの話だ？」

　歩きながら俺は先をうながす。

「だって、無む駄だに偉えらそうでいつも愚ぐ民みんがどうのとか言ってるくせに、あたしの趣味のことはぜんぜんバカにしないじゃない」

「それのどこが変わっている？　しごく当然のことだろう。趣味や嗜し好こうなど人間の本質とはなんの関かかわりもない。俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び、能力と実力のみで他人を評価する。そして有能な者は取りたて、無能な者は切り捨てる。それだけだ」

「ふふっ、そういうところが変わってるんだってば」

　小さく噴ふきだす凰花。なにが面おも白しろいのか、俺にはさっぱりわからなかった。

　と、ふいに凰花はさびしげな目つきになって、

「はぁ……誰も彼かれもがあんたみたいな考えを持ってくれたら、この世界も少しは住みやすくなるのにね……」

「そうだな。しかし悲観することはなかろう」

「え？」

「なにをとぼけている？　俺とともに世界を変えるために、お前はリア王計画に協力しているのだろう」

「あ、ああ。そういえばそうだったわね」

「というわけで凰花よ。のちの作戦のために、お前に頼たのみたいことがある」

「え、あたしに？　まあいいけど、なにをさせられるわけ？」

「フッ。気持ちはわかるがそう急くな。まずは確かく認にんからだ。凰花、今週の日曜になにか予定はあるか？」

「特にないわね、空いてるけど」

「そうか。ならば問題はないな」

　凰花を見つめて俺は言った。




「日曜日、俺とデートをしてくれ」




「は……？　ええぇっ!?」

　足をとめ、驚おどろきの声を発する凰花。

「な、ななっ、なんであたしがあんたとデ、デートなんてしなきゃいけないのよっ！　そんな関係になったおぼえなんて――」

「なにを慌あわてている。のちの作戦のためだと伝えたはずだが？」

「あ、ああ、そうよね作戦よねっ！　も、もちろんそのくらいわかってたわよ！」

　凰花は強ごう引いんに咳せきばらいをして、

「でも、どういうことなの？　あたしには、リア王計画とデートの関連性がさっぱりなんだけど」

「フッ、ならば聞かせてやろう」

　もはやこのパターンも慣れたもの。俺はとうとうと語りだした。

「リア充の必須条件、それは友人の数でも学業成績でもない。もっとも肝かん要ようとされるのは恋愛、すなわち恋こい人びとの有う無むだと、この御門帝人は看破した」

「まあ、それはそうよね。ネットなんかだと、彼かれ氏し彼かの女じよがいるかどうかだけで、リア充か否いなかを決める風潮もあるくらいだし」

「然り。であるからして、この俺はリア王にふさわしい恋愛を志さねばならないということだ」

「リア王の恋愛、ねぇ。ちなみにそれってどんなの？」

「わからん」

「はぁ？」

「聞こえなかったのか、わからんと言ったのだ。なぜならば恋愛というものの実態がなんであるか、いまの俺には皆かい目もく見当がつかないのだからな」

　友人関係や学業成績ならまだしも、恋愛という概がい念ねんは多分に茫ぼう漠ばくとしている。俺がもっとも疎うといであろう分野だった。

「そもそも恋こいとはなんだ？　愛とはいったいどういうものだ？　オスとメスを引きあわせ交こう尾びさせるための心理的な働きか？　否いな、それだけでは説明できないことが多々あるからこそ、リア充の必須条件にまでなっているのではないか？」

「ちょっ、真顔で交尾とか言わないでよっ……」

　凰花がつぶやいて赤面する。

「ともかく、計画を遂すい行こうするにあたって、無知なままでいることは許されない。俺は恋愛について知らねばならん。そして知るには、体験してみるのが最良というわけだ」

「……ああ、それでデートにつながるわけね。でも、どうして相手があたしなのよ？」

「それはもちろん、お前の経験を買ってのことだ」

「は？　経験、って？」

　凰花が瞳ひとみをぱちくりさせる。

「まったく。身におぼえがないとは言わせんぞ」

　俺はやれやれと嘆息して、

「お前はこれまで、数多くの男に告白されてきたのだろう？　ならばデートの経験とて豊富なはず。少なくとも俺より格段に恋愛の経験値は高いはずだ」

「そ、それは――」

「そんなお前の手ほどきを受ければ、必ずや恋愛なるものの正体をつかむことができると俺は確信する。期待しているぞ、凰花よ」

　王とて万ばん能のうの存在ではないのだから、不得手な分野があることは決して恥はじではない。知らないことは素直に認め近しい者を頼る、これこそが主君として正しいありかたなのだ。

「……。ちょ、ちょっと待ってね！」

　と、凰花はくるりと俺に背をむけた。

「……帝人があたしに教えを乞こうなんて、滅めつ多たになさそうだし……好き勝手やられたお返しに……今日は水曜だから……三日あれば大だい丈じよう夫ぶよね……うん、よしっ」

　ブツブツとつぶやいたあと、もったいぶった様子で俺へとむき直る。

「わかったわ、ホントはあんまり暇ひまじゃないけど、仕方ないからつきあってあげる。仕方ないからよ？」

　そう言いつつも、妙みように楽しそうな口ぶりの凰花だった。

「それじゃあたしは準備――じゃなかった、用事を思いだしたから先に帰るわね。じゃっ」

　別れの挨あい拶さつをして、凰花は階段を駆かけ足あしでおりていった。

「フッ、恋愛か――」

　俺にとっては未体験の領域。未知の敵との戦いだ。

　果たしてデートとは、どのようなものなのか？

　当日いかなる運命が、俺を待ちうけているのか？

「この御門帝人がじきじきに検分してやろうっ！　フハハハハハハハハッ！」




　　　　　◇◇◇




　日曜日。

　自宅で昼食をすませた俺おれは、陣じん城じよう駅へバスでむかった。

　到とう着ちやくすると、待ち合わせ場所の駅前広場にはすでに凰花の姿があった。俺が発見したとき、彼かの女じよはそわそわとあたりをうかがっていた（赤あか髪がみがやたらと目立つので見つけるのは容易だった）。

　近づいて声をかけると、

「遅いっ！」

　開口一番にダメだしをされた。

「時間前行動を心がけて女の子を待たせない、それがデートの基本中の基本よ。最低でも、遅おくれたらまずは謝あやまらないとダメなんだから！」

「この俺に、先に来て待っていろだと？　凰花、お前は王たる者の時間がどれだけ貴重かわかっていないようだな」

　俺がいつもの調子で返すと、凰花は呆れて嘆たん息そくした。

「あのねぇ帝人。恋愛のなんたるかを知るために、今日はここへ来たんじゃないの？」

「む。それは……」

「だったら、とるべき態度はわかるわよね？　今日一日は、その王が云うん々ぬんっていうのは封ふう印いんして、ちゃんとあたしの言うことを聞きなさい。いいわねっ？」

「……善処しよう」

「ところで、一つ訊ききたいんだけど」

「なんだ？」

「あんた、どうして制服なわけ？　休日なのに、デートなのに、いったいどういうつもりなのかしら？」

　凰花の言うとおり、俺は翔しよう葉よう学園の制服姿だった。

「？　なにか問題があるのか？」

「あるに決まってるでしょうが、学校帰りでもあるまいし！　デートにはおしゃれして来るのが基本っていうか常識じゃない！」

「ふん。おしゃれなど、おのれの造形に自信のない者がすることだ。俺にはまったく不要だろう」

「……ああもう、どうして開始一分でこんなに疲つかれなきゃいけないのよ……」

　凰花が目元に手をかざす。はて、寝ね不ぶ足そくかなにかだろうか？

「……ま、いいわ。それよりもどうかしら？　今日のあたしのファッションは？」

　凰花はモデルのごとく腰こしに手をあてた。

「ふむ――」

　今日の凰花はロングタンクトップにカットソーカーディガン、下はデニムのショートパンツというカジュアルないでたちだった。

「私服だな」

「ええと、ほかに感想は？」

「以上だ」

「以上だ、じゃねえよ！」

　凰花が目をむいて怒ど鳴なった。

「あのねぇ帝人、女の子はデートのために気をつかって服を選んできてるのよ？　『似合ってるね』とか『可愛かわいいね』とか、さりげなくそれとなく褒ほめてあげるのが基本でしょうが！」

「ずいぶんと押しつけがましい話だな。気をつかってくれなどと頼んだおぼえはないぞ」

「うっ……。そ、それも一理あるかもしれないけど……今日のために新調したんだから、少しは褒めてくれたっていいじゃない！　お世辞でもいいから――っ！」

　そこで首をブンブンとふって、
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「と、とにかく行くわよ。今日はあんたにデートの基本をみっちり叩たたきこんであげるわ！」

　凰花が歩きだしたので、俺はその横へとならんだ。

「それで、まずはなにをするんだ？」

　デートコースはすべて彼女にまかせてあるため、俺はこのあとの予定をなに一つ知らなかった。

「それは着いてのお楽しみよ。――って、そっちじゃない！　男子は車道側を歩くのが基本よ！」

　その後も凰花は、基本だ基本だといって逐ちく一いち俺おれの行動に文句をつけた。




　　　　　◇◇◇




　陣城駅前はこの周辺ではもっとも発展しており、商店街にはたいていの遊興施し設せつがそろっている。

　凰花がその中から最初に選んだのは、ずばりカラオケボックスだった。

「ほう、これがカラオケというものか」

　個室に入った俺は、中を見わたしてつぶやいた。

　今日はあくまでも体験が目的なので、コースは一時間（ワンドリンク付き）である。

「まさかとは思うけど、帝人、来たのは初めてだったりするわけ？」

「当然だろう。なぜ俺が、わざわざ金銭を払はらって歌を歌いにこなければならん？」

　世の中では妙なものが流行はやっているなと、つねづね疑問に思っていたくらいだ。

「……ある意味すごいわね。どういう生き方してたら完全回かい避ひなんてできるのよ」

「お前はよく利用するのか？」

「ま、それなりにね。無む性しようにアニソンを熱唱したくなったとき一人で――じゃなかった！　そう、デートといったらカラオケなのよ、カラオケ！　困ったときは『カラオケでも行こっか』って言っとけばなんとかなるから、おぼえといて損はないわよ。うん！」

　凰花が言うのだからそうなのだろう。無条件に俺は納なつ得とくした。

「さあさあ、一時間しかないんだから、じゃんじゃん歌うわよ。まずはあたしが手本を見せてあげる」

　凰花は端たん末まつ（デンモクというらしい）を手にして曲をリクエストした。

　スピーカーからやたらと重低音を強調した音が流れだす。凰花はマイクを片手に立ちあがり、画面に表示される歌詞にあわせて歌いだした。

「愛してる～♪　いつ～までも～♪　君～だ～けを～♪」

　曲は日本人歌手のポップスで、いかにも大衆ウケしそうな歌詞とメロディによって構成されていた（ちなみに今月のランキングで堂々の一位とのこと）。

「アイラ～ビュ～♪　アイニ～ジュ～♪」

　さて、凰花の歌である。

　歌声そのものは綺き麗れいなソプラノで音程も正確、率そつ直ちよくにいってかなり上う手まい部類だろう。

　しかし――

「君が～いな――っ！　い、いなければ～♪」

　頻ひん繁ぱんにつっかかってしまうせいで、いくぶん台なしになっている感があった。

　この曲を歌いなれていない――否、聴ききなれてすらいないのではないか。俺は心中ひそかにそんな疑いをいだいた。

　そうして一曲目が終わると、

「これがカラオケよ。どう、自分でも歌いたくなってくるでしょう？」

　凰花が得意顔をむけてくる。

「一つ訊くが」

「なによ？」

「お前は本当にいまの曲が好きで歌いたかったのか？　俺には無理をしているように聴こえたが……」

「も、もちろんよ！　意外と難しいんだからねあの曲、キーとかけっこう高めだし……」

　凰花は言い訳じみたことを口にして、

「それよりも！　つぎは帝人の番だからね。ほら、なにか歌いなさいよ」

　マイクを差しだしてくるが、俺は受けとろうともしなかった。

「断る。俺には歌える曲などない」

「またまた、相変わらず言い訳が大げさなんだから。ないって、そんなわけないでしょ。少し古い曲だっていいし、洋楽とかでもべつに――」

「だから、ないと言っている。俺には日常的に音楽を聴く習慣が皆かい無むなのだからな」

「う、うそっ。音楽をいっさい聴かないってこと？」

「然しかり。だから逆に訊きたいくらいだ。音楽など聴いて、いったいなにが楽しいのだ？」

「あっちゃー……」

　と、凰花は天を仰あおいだ。

「それじゃ、帝人をカラオケに連れてきたのは完全に失敗ってこと……？」

「然り。そう結論せざるをえまい」

　なにせ俺は歌わないのではなく、歌えないのだから。

「さて、これからどうする？　まだ時間は五〇分ほどあまっているが、見切りをつけて移動するか？」

「い、嫌いやよ！　お金がもったいないし最後まで歌っていくわ！」

　凰花はなかばムキになって答えた。

「だ、だいたいあたしには歌いたい曲がいっぱいあるし。これとこれ、あー、あとこの曲もいきたいわね！」

　一〇曲近くを連続でリクエストし、凰花は威い勢せいよく歌いだす。

　曲はいずれも最新の流行歌。だが凰花の歌いっぷりは一曲目と同じで、どこかたどたどしいものだった。

　なによりも、当の本人があまり楽しそうでないように見えたのは、果たして俺の気のせいだったろうか――




　　　　　◇◇◇




「き、気をとり直してつぎ行くわよ、つぎっ！」

　すさまじく微び妙みようなテンションでカラオケボックスをでると、凰花は空元気まるだしの声をあげた。

「して、次なる目的地は？」

「あそこのゲーセンよ」

　第二の目的地は、カラオケボックスから数ブロック先にあるゲームセンターだった。

　店内に入るなり、多種多様な音が俺の聴ちよう覚かくを埋うめつくす。良くいえばにぎやか、悪くいえばやかましい施設だった。

「だいたい予想はつくけど……帝人はゲーセンに来るのも初めて？」

「然り。俺はゲームになど興味はないからな」

「いったいどういう生活してればそうなるのよ……」

「それよりも、ここではなにをするのだ？　あそこのゲームでもやるのか」

　むかいあってならぶ筐きよう体たいの群れを、俺は指さした。

「ダメダメ、デートで格ゲーなんかやりはじめたら、十中八九ひかれて終わりよ。あたしたちの目的地はあっちよ、あっち」

　凰花がむかった店の奥おくの一角は、そこだけが周囲とは異質な空間となっていた。過か剰じような装そう飾しよくをほどこされた大型の筐体がいくつか設置されている。

「そう、デートでゲーセンに来たら、四の五のいわずにプリクラに直行よ！　次点でＵＦＯキャッチャーってところだけど……一にも二にもプリクラを撮とらなきゃはじまらないと思っていたほうがいいわ」

「プリクラ？　これはいかなるゲームだ？」

「正確にはゲームじゃないわね。まあ入ってみればわかるわよ」

　覆おおいをくぐり、俺たちは空いている筐体に入りこんだ。

　正面には液えき晶しよう画面とカメラがあり、ディスプレイには俺と凰花のバストアップが映っている。どうやら写真を撮る装置であるらしい。

　凰花は画面の横に掲けい示じされている、出来あがり見本を指さして、

「ほら、こんな感じで自分たちの写真が現像されてくるわけ。デートの記念に恋人どうしで撮って、携けい帯たいの裏とかに貼はりつけたりするのが基本ね」

「ふむ、つまりは証明写真と似たようなものか」

「ぜんぜん違ちがうっ！　ああもう、とにかく撮るわよ！」

　ということで、俺たちは筐体に硬こう貨かを投入した。

「ちょっと帝人、なによその顔。少しは笑いなさいよね」

「なにを言う。愉ゆ快かいでもないのに笑うことなどできるものか」

「どこの世界にそんな顔でプリクラ撮るやつが――ああもう、シャッター切れちゃうじゃない！」

　カシャリ！

「うわ最悪！　ってあれ、ちょっと待って、これってどうやって撮り直なおし――あれれ、うそっ!?」

　凰花がなんらかの操作をくわえたらしく、画面に『現像開始』の文字が映る。

　現像は一分ほどで終わり、取り出し口に完成品が現れた。

「うっ……。こ、これは予想以上にヒドい出来ね……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの俺と、つくり笑顔の凰花。現像されたのは不自然さ満点の一枚だった。

「ま、まあいいわ。とりあえずこれ、あんたのぶんね」

　凰花は二分ぶん割かつした片方を俺へと渡わたした。

　あとがつかえていたので、撮り直しはせずに俺たちは筐体の外へとでた。

「で、帝人。どうだったかしら、初体験のプリクラは面おも白しろかった？」

「質問の意味がわからんな。そもそも写真を撮るだけのことに、面白いもなにもあるまい」

　こんなものが商業として成立しているのが、俺には心底不可解だった。

「うっ……。た、たしかにそうかもしれないけど……。とにかく世間一いつ般ぱんで人気があるんだからしょうがないじゃない！」

　凰花は苛いら立だちまぎれに言って、また別の方向を指さした。

「つ、つぎはＵＦＯキャッチャーよ！」

　ＵＦＯキャッチャーコーナーに着く。筐体は十種類ほどあり、凰花はさっそく景品の物色をはじめた。

「いい、帝人？　ここで狙ねらうべきなのは、女の子がプレゼントされて喜ぶ可愛いぬいぐるみとかよ。間ま違ちがっても自分の趣しゆ味みのものを――っ!?」

　と、凰花の動きが一台のマシンの前で急停止した。そのまま無言でガラスケースの中を凝ぎよう視しする。

　無理もない。そのマシンの景品は、凰花が愛してやまない『ヰヴァ』のグッズだったのだ。

「ま、間違っても自分の趣味のものを、ゆ、優先しちゃっ、いけないわっ……！」

　それでも彼女は、自制心をふりしぼって言行を一いつ致ちさせようとする。

　俺は苦く笑しようまじりの息をついて、

「やれやれ、見ていられんな。そんなに気になるのなら、やればよかろう」

「ダ、ダメよそんなの！　今日はいちおうデートってことで来てるんだし、相手のあんたにも示しが――」

「その俺がかまわないと言っているのだ。ならばほかの誰だれに遠えん慮りよする必要がある？」

「…………」

　凰花はわずかに逡しゆん巡じゆんを見せたものの、

「そ、それもそうね。一回くらいならなんの問題もないわよねっ！」

　あっさり折れて、意い気き揚よう々ようと筐体にコインを投入した。

「して凰花よ、どれを狙う？」

「あのキーホルダーね。物としても無難だし、位置的にもサイズ的にもゲットしやすそうだから」

　凰花が示したのは、金属製のキーホルダーが入れられた小さな箱だった。

　俺はそのとなりに置かれている、キャラクターのフィギュアを指さして、

「意外だな。ああいったフィギュアのほうが、お前のようなファンにとって価値の高い代しろ物ものではないのか？」

「あれは大きいぶん、難易度がかなり跳はねあがるわ。……そもそもね帝人、あたしは『ヰヴァ』の熱ねつ烈れつなファンを自じ認にんしてるけど、フィギュアの類にはいっさい興味がないのよ」

　スイッチが入ったらしく、凰花は熱弁モードになる。

「だってフィギュアってモノは、二次元のキャラを無理やり三次元に再現したいわば二・五次元の存在でしょう？　しょせんは偶ぐう像ぞう、どれだけ本物に似せたところで、どれだけ出来が良くたって、そこに魂たましいが宿ることはないの！　だからあたしには必要ないわ。だってあたしの心の奥には『ヰヴァ』のキャラたちが永遠に生きつづけてるんだからっ！」

「……要約すると、仮に獲とれても置き場所に困るし、現物を手にしたら収集欲が湧わきかねないから興味を持たないようにしている――といったところか」

「いっ……!?」

「なるほど。たしかにいまのお前の状じよう況きようでは、大量のフィギュアを保管することは難しいはずだからな。家に置けないからといって、理事長室に置かれても迷めい惑わくだ。手をださないのは賢けん明めいな判断といえよう」

「う、うるさいわねっ！　気が散るからしばらく黙だまってて！」

　語気を荒あらくするあたり、図星であったようだ。

　ともあれ凰花はガラス越ごしに目測をはかり、精神集中してボタンを押おす。まずはアームの横よこ軸じくをあわせ、それから縦たて軸じくの調整へと移っていく。

「お願い――！」

　凰花がボタンから手を離はなすと、アームはゆっくりと降下した。キーホルダーが入った箱にその先せん端たんが触ふれ――

「ああっ！　うー、やっぱ一回じゃ上手くいかないか……」

　狙った獲え物ものは、残念ながらこぼれ落ちてしまった。

「だが惜おしかったことも事実だ。アームの挟はさむ力を計算に入れれば、次こそはいけると俺は見たが」

「……そうかもしれないけど、一回だけって決めてたもの。今日はこれでおしまいよ」

「いいのか？　手に入れたいのだろう？」

「う、うるさいわね！　おしまいって言ったらおしまいなのよっ！」

　凰花にとって、そこは譲ゆずれない一線であるらしかった。

「――あ、そろそろ時間も頃ころ合あいね」

　左手の腕うで時ど計けいを見て、凰花は独りごちた。

「それじゃ帝人、あたしちょっと化け粧しよう直してくるから、このあたりで待ってて」

「化粧？　ああ、トイレのことか」

　口にした瞬しゆん間かん、ぎろりとにらみつけられた。

「あのねぇ、そこはわかってても口にしないのがマナーなの！　これもデートの基本だからおぼえときなさいよねっ！」

　凰花はぷりぷりとしたまま歩いていった。

「まったく、デートというのはここまで面めん倒どうなものなのか……？」

　若じやつ干かんうんざりした気持ちをかかえつつ、俺はＵＦＯキャッチャーの筐体に目をむけた。

　ただ待っているのも手持ちぶさたであるし、一度くらいならば――

「そうだな、ここは凰花にならってみるとしよう」

　口元を笑ませ、俺は硬貨を投入した。




　　　　　◇◇◇




　凰花が本日最後の場所として選んだのは、駅ビルの七階にある映画館だった。

「映画館こそはキングオブ・デートスポットよ！　最初のデートでここをチョイスしておけばまず間違いはないわ！」

　自信満々に言っていたので、俺も少なからず期待してのぞんだのだが――

「な、なんだこの恐おそるべきつまらなさは……」

　スクリーン上映されたのは、まさしく観みるに耐たえない代物だった。『今年度最大の超ちようヒット作！』などという宣伝文句につられてしまったのが運のつきだった（むろん選んだのは凰花である）。

　とにもかくにも脚きやく本ほんは支し離り滅めつ裂れつで演出は自己満足の極きわみ、登場人物の心情にいたっては完全に理解不能というありさまだ。これを面白いといえる人間は、もはや同じ星の生物ですらない気がした（感動し涙なみだぐんでいる観客がいたことには心底愕がく然ぜんとさせてもらった）。

　そのうえ、とどめとばかりに上映時間は三時間越え。ここまでくると拷ごう問もんにも等しかった。

　あまつさえ――

「おい凰花、寝ねるな、起きろ。起きて映画を観ろ」

「んっ……んあ？」

　映画にさそった張本人である凰花は、途と中ちゆうからうつらうつらと船をこいでいた。つまらなすぎて、猛もう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれたのだろう。

「……しょうがないじゃない、きのう、あんまり寝てないんだから……」

　寝ぼけた声で言って、凰花はふたたび惰だ眠みんをむさぼろうとする。

「ふざけるなっ、俺おれ独りをこの生いき地じ獄ごくに残していく気か！　……くそっ！」

　前後左右の目と耳があるため、そう大声をだして起こすこともできない。

　結局俺は、三時間の拷問をほとんど独りで耐えぬくことになった。




　　　　　◇◇◇




　耐えがたきを耐え、忍しのびがたきを忍び――ついに俺は劇場からの生せい還かんを果たした。

「どう、帝人？　楽しかった――わけないわよね、あははは……」

　俺が視線をくれてやると、凰花は頬ほおをひきつらせた。

「わ、悪かったわよ。あたしが寝ちゃったことは謝あやまるわ」

「……いや、いい。もはや過ぎたことだ」

　俺の憤いきどおりは凰花よりも、あの駄だ作さくにかかわった監かん督とくやら脚きやく本ほん家かやら制作会社やらにむいていた。上映した映画館や楽しんでいた観客どももふくめて、つくづく自分とは相あい容いれない存在だと痛感した。

　しかし――それでも、決して無む駄だではなかった。

　時刻は午後六時をまわり、街は夕暮れにつつまれている。

　俺と凰花もデート体験を終え、陣城駅へとむかっているところだった。

「はぁ。なんか骨折り損って感じよね。半日つかって収しゆう穫かくゼロだなんて、さすがにちょっとヘコんだんじゃない？」

「否いな、その認にん識しきは否であるぞ、凰花。収穫がゼロであったことが、俺にとっては逆に収穫であった」

「な、なにそれ、どういう意味？」

　話しているうちに、駅前広場に到とう着ちやくする。

　本来はそこで別れる予定だったが、俺は立ちどまって凰花に正対した。

「それを話す前に、一つただしておかねばならないことがある」

「え？」

「お前が幾いく度どとなく告白されてきたという事実から、デートの経験も豊富だろうと俺は考えた。しかし、その推察は本当に正しかったのか？」

「い、いまさらなに言ってるのよ？　そのとおりに決まってるじゃない！」

　俺はその反論を聞き流して、

「思い返してみれば、プリクラのときもカラオケのときも――そもそも最初にデートをもちかけたときからして、お前の言動には不自然なところが多々あった」

　最初の時点で、気づいてしかるべきことではあったのだ。先入観でまなこが曇くもってしまったことについては、俺自身よくよく反省しなければならないだろう。

「あらためて問おう、凰花。お前は本当に、デートの経験が豊富だったのか？」

「あ、あたしはっ……」

　凰花はうつむき、唇くちびるをかみしめる。

「どうなんだ、凰花？　俺は本当のことをお前の口から聞きたいと思っている」

「っ……！　そうよ、そのとおりよっ！」

　凰花は俺に刺さすような視線を放ち、




「あたしはデートなんてしたことないし、男とつきあったことだって一度もないわよッ！」




　声を荒らげ、なかばヤケになって白状した。

　通行人がなにごとかと目をむけてくるが、凰花も俺もいっさい気には留とめない。

「デートをしたことがない、か。となると、今日のコースはどうやって決めたのだ？」

「……そんなの、ネットや雑誌で調べたに決まってるじゃない。猶ゆう予よは三日もあったし、最初は余よ裕ゆうだと思ったのよ……」

「つまり、それ以前はまるで知識がなかったということか」

「ええ、帝人と似たようなものだったと思うわよ。残念ながらね」

　凰花は自じ嘲ちよう気味につぶやいた。

「――そうか。ならば俺は、お前にこうつげなくてはなるまい」

　一呼吸の間をおいて、俺は言った。




「ありがとう。足労をかけたこと、主君として礼を言っておくぞ、凰花」




「はっ……？」

　なにを言われたのか理解できない、という表情が返ってくる。

「どうした、それほど意外な言葉だったか？」

「だ、だっておかしいじゃない！　あたし嘘うそついてたのよ？　それなのにお礼を言われるだなんて、ぜんぜん意味がわからないわよっ！」

「ふむ。たしかに主君に対する虚きよ偽ぎは、本来許されるものではない。だが、お前の働きぶりはそれをおぎなって余りあるものだった。マイナスは打ち消されてプラスの評価のみが残ったと考えるのだな」

「で、でも、デートの相手を引き受けたのだって、帝人に上から目線で教えるのが面白そうっていう不純な動機からだし……」

「だとしても、お前が俺のために時間を使って下調べをしたのは、厳然たる事実なのだろう？　俺には決してできないことをやってくれた、それだけでも十二分に意義があり、価値がある」

　仮に自分でデートの下調べなどやったとしたら、一分と持たずに投げだしてしまうのが関の山だろう。まぎれもなくそれは、俺にはできないことだった。

「でも、だけど……結局今日のデートは収穫ゼロだったんじゃ――」

「否、俺は望ましい結果を手に入れることができた。先にも言っただろう、収穫がなかったことがすなわち収穫であったとな」

「それって、どういう……？」

「お前の用意したデートプラン、すなわち世間一般でおこなわれているデートというものは、度しがたいまでに心底くだらなかった。なにからなにまでが一分の隙すきもなく、とことん俺の感性に反するものだった。――だからこそ、確信できたのだ。俺がめざすリア王とは、リア充の真ま似ね事ごとをしても決して到とう達たつできぬものだとな」

　ひとまず恋れん愛あい面に関しては、その事実が明々白々なものとなった。それがわかっただけでも充じゆう分ぶんな収穫といえるだろう。

「ゆえに俺は礼を言ったまでのこと。理解したか、我わが側近よ？」

「…………」

　しばし凰花はぽかんとして、

「や、やっぱり帝人って変わってるわよ！　どう考えても普ふ通つうじゃないわ！」

「然しかり。当然だろう。真に王たるこの御門帝人が、普通でなどあるものか」

　気を良くして、俺は自然に凰花へとほほえみかけた。

「っ……!?」

　と、なぜか凰花は真っ赤になって顔をうつむかせた。

「そ、そろそろあたし帰らないと。それじゃあね、帝人」

　そして、口早に別れをつげて駅舎へむかおうとする。

　だが、まだ帰すわけにはいかない。もう一つ、大事な用が残っていた。

「凰花よっ！」

　とっさに俺は、彼かの女じよの背中めがけて呼ばわった。

　相手が振ふりむくと同時に、ポケットから取りだしたものを投なげ渡す。

「わっ！　な、なに――？」

　たったいま、凰花の手に渡ったもの。それは――

「！　こ、これって、あのＵＦＯキャッチャーの……！」

　彼女が惜しくも獲りのがした、『ヰヴァ』グッズのキーホルダーだった。

　――そう、トイレ待ちの間に俺はゲームに挑ちよう戦せんし、見事にこれを獲かく得とくしていたのだ。

「褒ほう賞しようがわりだ。遠慮なくおさめるがいい」

「あ、あんたねぇっ、どこの世界にそんな言葉でプレゼント渡すやつがいるのよっ！」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたきつつも、キーホルダーを大事そうにバッグにおさめて、

「でも、仕方ないからもらってあげるわよ。うん！」

　それだけ言い残すと、凰花はたちまち駅舎の中へ吸いこまれていった。

　と、一分と経たたないうちに、俺の携帯電話がメールを受信する。

　差出人は、いましがた別れたばかりの凰花。

　文面は以下のようなものだった。




『ありがと。……大事にするから』




　やれやれ、と俺は微び苦く笑しようする。

　別わかれ際ぎわに言えばすんだことなのに、わけのわからないやつである。

　まあ、いいだろう。わざわざ獲ってやったかいがあったというものだ。

「さて、俺も帰るとするか」

　携帯をしまい、バス停まで歩いていく。

　――本日のおさらい。

　デート体験そのものは、苦痛かつ退たい屈くつで最悪というほかなかったが――

　凰花を側近に選んだことはやはり正解だったと、俺は晴れがましく思うのだった。







とあるリア王の側近寸劇インタールード







　デート体験から一夜が明けた、四月最後の月曜日。

　帰りのホームルームが終わると、凰おう花かが近づいて話しかけてきた。

「ねえ帝てい人と。今日も当然、集まるのよね？」

「むろんだ。計画の遂すい行こうは、あらゆる事象に優先されるのだからな」

「はいはい。じゃ、ちょっと待ってて。あたしも一いつ緒しよに行くから」

　凰花は自分の席へと引き返し、鞄かばんをとって戻もどってきた。

　そうして俺たちは、連れだって教室をあとにする。

「して？　これはどういう心境の変化なのだ、凰花よ？」

「え？　なんのこと？」

　凰花は携けい帯たいをいじりつつとぼけるが、彼女の行動はこれまで見られなかったものだった。

「いままでは、教室で俺に話しかけることはなかったし、理事長室にも単独で行くことが多かったな？　だから俺は問うたのだ、お前の態度が変わった理由をな」

「ええと、それは……」

「もしや、昨日のデート体験が原因か？」

「バ、バカ言わないでよ、そんなわけ――」

「それにそのキーホルダーは、俺が帰りがけにあたえたものだな？」

　凰花の携帯のストラップホールには、俺からの褒賞であるキーホルダーがぶらさがっていた。

「あ、うん。そうだけど、これは……」

「ふむ。それをさっそく私物につけていることといい、明らかな態度の変化といい、もしや凰花、お前は俺のことを――」

「ち、違ちがっ――」

「ようやく主君として、本心から認めたか。側近としての自覚ができたようだな」

「…………」

　凰花はぽかんとして、それからなぜかため息をついた。

「……そうよね、帝人がそっち方面の話をふってくるだなんて、考えるほうが間違ってるわよね……」

「？　どういう意味だ？」

「な、なんでもないわよ！　それと言っておくけど、一緒に来たのはただの気まぐれだからねっ！」

　携帯を手にしたまま、凰花は早足で前にでた。

　理事長室へ着くと、今日は深み月づきが先に来ていた。いつものように、ソファで読書をしていたようである。

「おや、ご一緒の到着ですか」

「同じクラスなんだから、べつに普通でしょ？」

「……？」

　深月はつと、俺と凰花を交こう互ごに見つめ、

「二人のあいだに、なにかあったのですか？」

　なかなか鋭するどい洞どう察さつ力りよくを発揮した。

「然り。深月、お前には話していなかったが、実は日曜に――ぐむ」

「ストップストップ！　帝人、ちょっとこっちに来て！」

　凰花は俺の口を手でふさいだまま、部屋のすみへと引っぱった。

「――ぷは。凰花よ、これはなんの真ま似ねだ？」

「きのうのデートのことは、あの女には秘密にしておいて」

「なぜだ？　話しても支障はないと思うが？」

「そ、それは……っ」

　凰花は頬にうっすらと朱しゆをのせ、目をあちこちに泳がせて、

「ほ、ほら、またいつかのように、不純異性交遊がどうたらとか騒さわがれたら面倒じゃない？」

「む……。たしかにそれは、懸け念ねんすべき事案だな」

　俺の脳のう裏りに、ひとしきり悪夢の記き憶おくがよみがえる。

「ね？　でしょ？　だから――」

「……わかった。ここはお前の意見を採用としよう」

　方針が固まったので、俺と凰花は部屋の中央へと引き返した。

「……二人でなにをコソコソと話していたんです？」

　当然ながら、深月は疑ぎ惑わくの目をさしむけてくる。

「べつに、なんでもないわよ」

「然り。お前が気にかける必要のない瑣さ末まつ事だ」

「ふぅん……？」

　深月はまるで納なつ得とくしていない様子だった。

「とにかく、この話はこれで終わりだ」

　俺は理事長席（改め『暫ざん定ていリア王座』）へ足をむかわせた。凰花もまた、話を切りあげてソファへと腰こしを落ちつかせる。このポジションが、三人それぞれの定位置となっていた。

　俺は例によって、執しつ務む机づくえの引き出しからリア充度チェックシートを取りだす。何度見ても忌いま々いましい書類ではあるが、これなしに作戦の立案はたちゆかない。

　俺は一つ一つの項こう目もくをじっくりと吟ぎん味みしはじめた。

　ここで必要なのは、思考ではなく閃ひらめきだ。いまだ世界に存在しえぬリア王なる概がい念ねん、それに到達しうる行動指針は、いかに熟考を重ねたところで生まれるものではない。

　唯ゆい一いつの方法は、リア充の構成要素を意識しつつ、天てん啓けいがおとずれるのを待つことなのだ。

　当然ながら、この段階で凰花と深月に手伝えることなどない。よって、彼女たちは待機という形で自由にすごすのがつねだった。

「はぁ。わたしの秘密を知る二人が、わたしに隠かくしごとをするだなんて、世の中とは実に不公平にできているのですね」

　深月はまだグチグチとこぼしていた。

「な、なによあんた、その話まで持ちだすの？」

「いいんです、仕方ないですよね。どうせわたしは藤ふじ波なみさんが言うところの、猫ねこかぶりの腹黒性しよう悪わる毒どく舌ぜつ女ですから」

「そ、そこまでは言ってないでしょ！　あんたの秘密を知ったのだって、なりゆきでそうなっただけで……」

　凰花はなんともやりづらそうだった。

　ほどなくして、深月は口を閉ざして読書を再開する。が、凰花は手持ちぶさたに携帯をいじるなどしていた。というのも、秘密を知られたくないためか、深月がいるときはアニメもマンガも自重しているのだ。

「あぁ……うぅん」

　背後のテレビをときおり気にしているのは、禁断症しよう状じようというやつなのだろうか。

　……否、もしかすると、あれは――

「どうかしたのですか、藤波さん？」

「えっ？　な、なにが？」

「なにが、ではありません。先ほどからずっと、落ちつかない様子ではないですか」

「な、なんでもないわよっ」

　凰花はぷいとそっぽをむいた。

「？　――ああ、そういうことでしたか。ふうん？」

　深月が意味深に目を細めた。

　彼女も俺と同じように、凰花の心理に察しがついたようだった。

「な、なによ？」

　深月は閉じた本を卓たく上じように置いて、

「さて、わたしはこれから独り言を口にします。藤波さんにはまったくぜんぜん疑いの余地なく無関係ですから、どうぞ聞き流してくださいね？」

「は、はあ……？」

　困こん惑わくする凰花をよそに、深月はよどみなく語りはじめた。

「この翔しよう洋よう学園高等部の、とある二年生の女子生徒の話です。彼女はドイツ人を母親に持つ赤毛のハーフで、たいへん派手な外見の持ち主です」

「！　ちょっと、それってあたしのことじゃ――」

「おまけに成績は学年トップクラスで、男子生徒からの人気も絶大。普通に見る限りでは、誰だれもがうらやむ非の打ち所のない存在です」

「ふふん、まぁねえ」

　ベタ褒ぼめされて、いい気になる凰花。

　だが、横で聞いている俺にいわせれば、いまの彼女は蜘く蛛もの巣めがけて飛んでいく一匹ぴきの蝶ちようだった。

「ですが、彼女は人知れず悩なやみをかかえているようでした。それは、『秘密』に深く関係したことです」

「いっ!?」

　凰花はあえなく網あみにかかる。気づいたところで、もう逃のがれられはしないだろう。

「わたしは直接うかがったわけではありませんが、彼女の悩みについてはおおむね推察できます。あるとき彼女は、ひょんなことから他人の重大な秘密を知ってしまった。普通であればそれで話は終わりなのですが……真ま面じ目めというか、融ゆう通ずうがきかないというか、とにかくそんな性格の持ち主なのでしょう。自分だけが相手の秘密を知っているというアンフェアな状じよう況きように、彼女は複雑な思いをいだいているようですね。そう、なぜなら彼女には――」

　深月は凰花にほほえみかけて、つぎの言葉を口にした。

「同じように、人には話せない『秘密』があったからです」

「っ……!?」

　凰花の驚きよう愕がくは、その指し摘てきが図星であることを示していた。

「なっ、なな、なんであんた、そのことをっ……？」

「？　どうかしましたか、藤波さん？　ああ、もしかして藤波さんも、彼女に心あたりがあるのですか？」

「あ、あんたねえ！　ぜんぶわかってて言ってるでしょ!?」

　凰花が怒ど声せいをあげるも、深月は涼すずしげな顔で、

「なんというか、面めん倒どうくさい人ですよねえ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんにもほどがあります。話したいのならさっさと話せばいいのに、いつまでも迷って悩んでソワソワして、うっとうしいことこの上ないですよ。――ああ、もちろんこれは彼女のことであって、藤波さんにはまったくぜんぜん疑いの余地なく無関係ですからね？」

「うがぁああっ！　ああもう、わかったわよ！　そんなに知りたいなら教えてあげるわよ、あたしの秘密をっ！」

　嫌いやらしい論法に追いつめられ、凰花はついにヤケになった。

　深月は演技丸だしの仕草で「まあ」と口を手でおおい、

「突とつ然ぜんどうしたのですか、藤波さん？　わたしにはよくわかりませんけど、話したいことがあるのなら喜んで聞きますよ？」

「いいから、あんたは黙だまってそこに座すわってなさい！」

　命令しつつ、凰花は自分の携帯を取りだした。

「あたしはこれから、ここでアニメを観みるんだからっ！」

「……はい？」

　さすがにこれは予想外だったのだろう。深月の目が点になった。

　――おそらく彼女は、凰花の『秘密』を日曜日の件だと思っていたのだろう。しかし、凰花本人が考える自分の『秘密』とは、あくまでも趣しゆ味みに関することだったのだ。

　そもそも、そちらの秘密でなければ、深月に対するアンフェアな感情は生まれまい。

　やはり、この二人は似たもの同士だと俺おれは思う。性格や嗜し好こうの違いはあれど、両者とも『普ふ段だんは本当の自分を隠している』という点において共通しているのだから。

「よし、接続はこれでオーケーね」

　呆あつ気けにとられている深月を尻しり目めに、凰花は手早く視し聴ちようの準備をすませていく。

　リモコンを手にとって、

「テレビ使ってもいいわよね、帝人？」

「ああ、好きにしろ」

　ニヤリと笑って俺は答えた。

　ずっと迷っていたが、ようやく深月に自分の本ほん性しようを明かす気になった凰花。些さ細さいなことではあるが、彼女にとってこれは一つの成長といえるだろう。

「再生っ、と」

　テレビの画面にアニメが映った。オープニングが流れ、『頂天驀ばく進しんガランゴルン』なるタイトルが表示される。映像から判断するにロボットがでてくる作品だろう。

「こ、これは驚おどろきましたね。まさかあの藤波凰花さんが、こういった趣味をお持ちだなんて……」

「そうよ、知ってるのは帝人くらいだけどね。意外だった？」

「ええ、それはもう。藤波さんが、いわゆる『キモオタ』だとは夢にも思いませんでした」

「ぐっ……！」

　キモオタという単語にダメージをうける凰花。

「三次元よりも二次元が好き、友人も恋こい人びとも画面の中にしかいない、そんな人種だとは予想もつきませんでした」

「ぐぐっ……！」

「お気に入りの深夜アニメを視聴する際は、開始五分前から全ぜん裸ら待機する人だとは想像もできませんでした」

「しねえよっ！　するわけないでしょバカっ！」

　凰花は真っ赤になって怒ど鳴なり返した。

「そもそもあんた、なんで全裸待機なんて言葉知ってるのよっ！　リア充は知らなかったくせにおかしいでしょっ！」

「ところでキモ波さん、そろそろオープニングが終わりますよ？」

「誰がキモ波よっ！」

「では、全裸待機波さん？」

「だからしてねえっつーの！　っていうか本編はじまるんだから、もう静かにしなさいよね！　この腹黒性悪毒舌女っ！」

　ぴしゃりと言って、凰花は深月のとなりに腰を落とした。ソファの位置関係上、テレビを正面から見るにはそちらに座る必要があるのだ。

　提供スポンサーが表示され、アニメの本編がはじまった。

　そうなると、凰花はもう深月の存在など気にせず、真しん剣けんな表情で画面を注視する。

「へえ、これが……」

　深月も無む駄だ口ぐちは叩かず、興味深げな視線をテレビに送った。

　そして俺はというと、相変わらずチェックシートをながめる作業をつづけていた（凡ぼん人じんであれば雑音で気が散るのかもしれないが、俺の卓たく越えつした思考能力にそんな制約はないのである）。

　一〇分ばかり、二人は物言わずにアニメを鑑賞していたが、

「……不自然です」

　ふと、深月が低い声で文句をつけた。

「は？　なにがよ？」

「この女性の方は、なぜこんなにも露ろ出しゆつ度どの高い服を着ているのですか？」

　どうやら、内容に関する指摘らしい。

　それを耳にした凰花は、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをしかめて、

「そういう設定だからでしょ。フィクション作品なんだから、ヤボすぎる突つっこみはやめてよね」

「そう言われても、不自然なものは不自然です。いまのシーンだって、人間の胸はあのようには揺ゆれないはずでしょう？」

「バカねぇ、乳揺れは『ＮＩＮＪＩＮ ＦＩＬＭ』時代からつづくザイナの伝統芸なのよ？　重力と物理法則を超ちよう越えつした美学がそこにはあるんだから！」

「は、はい？　まったく意味がわからないのですが……」

「うるさいわね、いいから黙って見てなさいよ！」

　叱しつ責せきされて深月は黙ったが、さらに一〇分ほど経ったところで、

「な、なぜ都合よく服が破れて、女性キャラが全裸になるのですかっ！」

「ファンサービスよ、ファンサービス。地上波は光付きなんだから、そんなに目くじら立てなくてもいいじゃない」

「……よく、わかりました」

　深月はいったん目を閉じ、ゆっくりと息を吸ってから、

「このアニメは、男性向けのポルノ作品なのですねっ！」

　刮かつ目もくして、そんなことを口走った。

　強固な貞てい操そう観念の裏返し。あのときと同じように、深月の病気がまた始まったのだ。

「な、なんですってぇええ!?」

　しかし、スイッチが入ったのは凰花も一緒だった。彼かの女じよとて、ひとたび趣味を馬ば鹿かにされれば怒ど髪はつ天を衝つくのだ。

「てめえいまなんつった!?　今期覇は権けん確定の神アニメをポルノ呼ばわりとかケンカ売ってんの？　テラパイルクラッシャーで脳天ブチ抜ぬかれたいわけなのッ!?」

「なんですかそれはっ！」

「ガランゴルンの必ひつ殺さつ技わざよ！　特に八話で初めて使うシーンはありえないくらい燃えるから、あんたもいちど観てみなさいよね！　むしろコマ送りして神作画を堪たん能のうしなさいっ！」

「わ、わけのわからないことを……！　だいたい、健全な作品だというなら、どうしてあのような扇せん情じよう的てきなシーンが頻ひん出しゆつするのですかっ？」

「そ、それはっ……。おもに売り上げとかのため、だろうけど……」

「はんっ。性を売りにするだなんて、やっぱり不健全なポルノ作品じゃないですか」

　勝かち誇ほこったように言う深月。

「だから違うっ！　日曜朝八時台にやってるアニメだっつーの！」

　だが、むろん凰花も引き下がらない。

「ええいっ、このバカ女！　バカ深月っ！　それなら『ガランゴルン』がいかに健全ですばらしい作品か、このあたしが嫌でもわからせてあげるわよ！」

「望むところです、凰花っ！　あなたの間ま違ちがいと欺ぎ瞞まんを、このわたしが正してさしあげましょうっ！」

「――ほう？」

　当人たちは気づいていないようだが、俺の耳はそれを聴きき逃さなかった。

「いいっ？　これは一人の男が数々の障害をブチ抜いて、上へ上へと登りつめていく、熱く燃えたぎる魂たましいの物語なのよ！　加速・不ふ屈くつ・必中・直ちよく撃げき・熱血・気合って感じなんだからっ！」

「それではなぜ、主人公が女性の胸むな元もとに顔をうずめたり、お風ふ呂ろを覗のぞいたりといったシーンがあるのですかっ！　物語上の必然性が見いだせません！」

　片や熱弁をふるい、片や舌ぜつ鋒ぽうを鋭くする。凰花と深月はそんなやりとりを飽あきもせずにくり返していった。

「……ふむ、これも一つの変化。否いや、成長と称しようすべきか」

　俺はシートから目をあげ、そんな両側近を交互に見つめた。

　当の本人たちは、おそらくまだ気づいていないだろう。

　もしかすれば、永遠に気づくことはないかもしれない。

　だが、二人の主君にして真の王たるこの俺が、それを聴きのがすはずはなかった。

「いいかげん認めたらどうですか、凰花。あなたが不健全な作品の愛好者だろうと、いまさらわたしは驚きませんよ？」

「だから言ってるじゃない、深月！　そういう作品じゃないって、なんど説明したらわかってくれるのよっ！」

　藤波凰花と橘たちばな深月は、いつのまにか互たがいを名前で呼びあうようになっていた。

　なぜこうなったのかは――別にわからずともよいだろう。







リア王の側近がこんなに腹黒なわけがない







　五月になって、初の登校日。

　帰りのＨＲが終わると、いつものごとく俺と凰おう花かは理事長室へむかうことにした。

「じゃ、行きましょうか」

　ここ数日、凰花は俺のお供を欠かしたことがない。あのデート体験を境に、彼女の心境の変化がはっきりと現れた形である。

　我わが側近としての自覚は、もはや揺るぎないものとなりつつあるのだろう。なかなかに喜ばしいことだった。

　俺たちは教室をでようとする。が、いつも利用する出入り口には、どうしたことか二、三人の男子生徒がたかっていた。

「我が行く手をはばむとは、なんたる不届き。凰花、そこな下げ郎ろうどもを即そつ刻こく排はい除じよしてこい」

「なにバカなこと言ってんの。あっちからでればいいだけでしょ」

　凰花はすげなく言って先に歩きだす。

「むう……」

　俺としては不本意だったが、ここは側近の顔を立ててやることにした。

「――だから自分はっ！　自分の師し匠しようたるお人を探しにきたのでぇええええっす！」

　と、件くだんの出入り口から、やたらと元気のいい声がひびいてくる。男どもが壁かべになって見えないが、声の主は女子生徒であるらしい。『先せん輩ぱい』という単語が聞こえてくるあたり、訪問者は一年生なのだろう。

　壁の隙すき間まからは、ツインテールの髪かみがぴょこぴょこと跳はねているのが見えた。

「いやいや、いないはずがないっすよ！　最強の中二病患かん者じやはっ、自分の師匠たるべきお人はっ、間違いなくこの二Ｇにいるんです！　間違いないっす！」

「――ふん。かしましいやつがいるものだ」

　俺に関係あろうはずもないので、気に留とめることなく教室をでた。

　理事長室につく。ドアを開けると中は無人だった。

「あれ？　深み月づきのやつ、今日は休みなの？」

「否、そんな連れん絡らくはうけていないが」

「ってことは、遅おくれてくるのかしら？　ま、どうでもいいんだけど」

　俺と凰花は理事長室に入り、それぞれの席についた。俺は暫定王座でチェックシートの検分、凰花はソファでマンガに興じる。

　そうして、二〇分ほどが経たったころ、

「……ああもう、どうしてわたしがっ……」

　遅れて深月が顔をだす。どうしたことか、彼女は目に見えて不ふ機き嫌げんだった。

「……？」

　凰花も当然、それには気づいたらしい。

「ちょっと、深月？　なにをそんなイライラしてんのよ？」

　話しかけられると、深月はうっとうしそうに凰花へ視線を返して、

「ああ、タンパク質の塊かたまりかと思ったら、凰花でしたか」

「はぁ？　誰がタンパク質の塊よっ？」

「ええっ？　まさかとは思いますが、凰花の身体はタンパク質で出来ていないのですか？　すごいですねえ。地球外生命体ですか？　エイリアンですか？　プレデターですか？」

「ちょ、ちょっと、誰もそんなこと言ってないでしょ！」

「お願いですから、ここで口から卵を産んだりしないでくださいね？」

「産めるかっ！　もういいっ、知らないわよあんたなんかっ！」

　立腹して、凰花はぷいと顔をそらした。

　はたから見ると、いまのが深月の憂うさ晴ばらしであることは明白である。

「ふむ……？」

　なにかがあったことは、間違いない。だが深月は、それを自分から口にする気はないらしく、いつものように本を読み始めた。
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　その後は、会話らしい会話もなく時間がすぎていった。

　やがて、最終下校時刻の予よ鈴れいが鳴る。本日の活動はこれにて終しゆう了りようだった。

「じゃあね、お先」

　いち早く準備をすませた凰花が、最初に理事長室をあとにする。

　深月もまた文庫本を鞄かばんにしまい、席を立とうとするが、

「待て、深月」

　そこで俺は呼びとめた。

「？　わたしになにか、ご用でも？」

「然しかり。当たらずとも遠からずだ」

　俺は立ちあがり、深月のもとへと近づいていく。

「――はっ！　帝てい人とくん、まさか……！」

　と、深月は急に警けい戒かいをあらわにする。

「？」

　俺が首をかしげると、深月は両手で胸元をガードして、

「これはもしや、貞てい操そうの危機ですかっ！」

「なぜそうなる……」

　腹をたてるのも阿あ呆ほらしい勘かん違ちがいだった。

「被ひ害がい妄もう想そうはほどほどにしておけ。なにゆえ俺が、お前に邪よこしまな感情をいだかねばならんのだ？」

「……その言葉、信じてもいいんですか？」

　ものすごく疑わしげな視線を返される。

　くそっ、なぜこの俺が疑ぎ惑わくの目をむけられなければならないっ……！

「むろんだ。王たる俺に二言はない」

　それでも俺は、平静をくずさずに言う。

「……わかりました。そこまで言うのでしたら、信じましょう」

　深月は表面上、微び笑しようをとりつくろった。

「ところで帝人くん。強ごう姦かん罪ざいは、三年以上の懲ちよう役えきですよ？」

「……なんの話だ」

「ちなみに準強姦罪と聞くと、未み遂すいのように勘違いされるかもしれませんが、こちらも刑けい罰ばつの重さは強姦罪と変わりありません」

「だからなんの話だっ！」

「密室で二人きりのときは、わたしの半径三メートル以内に入らないほうが賢けん明めいですよと、暗に伝えておこうかと」

「……ならば、ひとまずはここをでるぞ。廊ろう下かでならば問題はないのだろう？」

「ええ。どんな強ごう姦かん魔まも性犯罪者も、人目につく場所で凶行にはおよばないでしょうから」

「…………」

「あ、もちろんいまのは一いつ般ぱん論であって、帝人くんのことを言ってるんじゃありませんよ？　わたしは帝人くんを信しん頼らいしていますから」

「どの口がそれを……。まあいい、行くぞ」

　不毛な争いを切りあげ、俺は外へでるよう深月をうながした。

　理事長室のドアを閉め、玄げん関かんへと歩いていく。

「それで、帝人くん？　わたしに用というのは、結局なんだったのですか？」

　深月がたずねてくる。ようやくまともな話ができそうだった。

「さてな。そもそも俺は、用があるとも話があるとも言ってはいない。こうして時間をつくったのは、むしろお前のためであるのだがな」

「はい？　わたしのため、ですか？」

「然り。お前のほうこそ、なにがあったか話したいのではないか、深月よ？　でなければ、理事長室に来て早々、苛いら立だちをあらわにしたり、凰花に八つ当りしたりはすまい」

　深月は軽く目を見開き、それからくすりとほほえんだ。

「やっぱり、帝人くんにはお見通しでしたか」

「当然だろう。我が王の目はすべてを見透かすと、以前にも言ったはずだ」

　俺は深月に視線を送り、

「別に俺は、無理にとは言わん。話したければ話せばいいし、そうでないのなら黙しているがよい」

「わかりました。……じゃあ、聞いてもらえますか」

　小さく息を落として、深月は語りだした。

「実は、わたしのクラスでちょっとした問題がありまして。現在Ｆ組では、女子が二つのグループに別れて対立しているんです」

　双方ともメンバーは五、六人程度。もともとリーダー格の女子が犬猿の仲で、取り巻きの連中が追従ないし容認の姿勢をとった結果、集団どうしの対立へと発展したらしい。両グループの対立は日に日に激化し、クラス全体も険悪なムードにつつまれているという。

「お前もいずれかのグループの一員……というわけではなさそうだな」

「もちろん、わたしはあんな幼稚な争いにはくみしていません」

　深月は嘲りをありありとこめて言った。

「だいたい、発ほつ端たんからして低てい俗ぞくでくだらないんですよ。聞いた話によれば、リーダーの二人が険悪な仲になったのは、一人の男子を獲りあったことが原因らしいですからね。いわばただの痴話喧嘩、死ぬまで勝手にやっていてくださいという話でしょう？　ああもう、むしろいますぐにでも、事故かなにかで全員むごたらしく死んでくれたらいいのに……」

　ここぞとばかりに素の黒さを全開にする深月だった。

「しかし、くみすることはなくとも、関かかわることにはなったのだろう？」

「……ええ。わたしは表向き、クラス委員長という立場ですからね。調停役を頼まれれば、無下に断ることはできません。クラスの人たちの前では、柔にゆう和わで温厚な優等生の橘たちばな深月でいなければなりませんから」

「面めん倒どうごととはわかっていても、引き受けざるをえなかったということか」

　なまじ優等生などを演じていると、そういった弊害もあるわけだ。なるほど、話を聞けば、深月が不機嫌になるのも無理はないことだった。

「とはいえ、対立の原因はわかっているのだろう？　お前の実力をもってすれば、両者に矛ほこを収めさせるのは、さして難しいことではないと思うがな」

「それは本ほん性しようをだせばの話でしょう？　嫌いやですよ、わたしは。こんなくだらない問題のために、いままで築きあげてきたものを壊こわすリスクを冒すだなんて」

「リスクか。ふむ……」

　顎に手をあてて俺おれは思案する。

「ですから、本気で取り組む気はありません。クラスの雰囲気がいま以上に悪くなったところで、わたしは別に気にしませんしね」

「話はわかった。――しかし深月よ、果たしてそれが最善手といえるか？」

「帝人くん？　まさかとは思いますが……わたしに解決を図れというんですか？」

「然り」

　俺はうなずく。

「ええっ？　天上天下唯ゆい我が独どく尊そんを地でいく帝人くんが、まったく無関係な他人のことを気にかけるだなんて！　これは大変ですね、明日は隕石が降ってくるかもしれませんね」

「深月。お前は少々、思おもい違ちがいをしているな。俺が気にかけているのは、お前のクラスのことなどではないぞ」

「え？」

「そうとも、下賤の者どもの低次元な愚劣極まる諍いさかいなど、お前の言うとおり死ぬまで勝手にやっていればいい。俺にとっては心底どうでもいいし、一秒とてその問題に思考と時間を割く気などない」

「それなら、どうして――」

「決まっているだろう。俺はお前のために言っているのだ、深月よ」

　先の『最善手』という言葉は、『深月自身にとっての』という意味で用いたのだ。

「はい？　わたし、ですか？」

「然り。お前は無関係な他人などではなく、我が側近の一人なのだからな。主君たる者、臣下の選せん択たくと行動を気にかけるのは、しごく当然のことだ」

「は、はあ。気にかけてもらえるのは、素す直なおにうれしいですけど……」

　頭の中を整理するように、深月はいちど首をひねって、

「つまり、問題の解決はわたし自身のためになると――帝人くんは、そう言っているのですか？」

　俺は再度うなずき、つと立ちどまる。

　おりしも場所は、玄関の前。深月はちょうど、自分の下げ駄た箱ばこに手をかけたところだった。

「深月よ、お前の望みとはなんであった？　本来の自分、仮面をとった素の顔で生きていくことだろう。ならば今回の件は、最初の一歩を踏みだす絶好の機会であるとは思わないか？」

「それは……、でも――」

　意表をつかれ、しどろもどろになる深月。

「本性をださなければ解決できない。それはつまり、本性をだしても不自然に映りにくい状じよう況きようということだ。たしかにリスクではあるだろう。しかし、同時にチャンスでもある。おのれの願望を叶えんと欲ほつするならば、危険を冒してでも踏みだす勇気が必要なのだ」

「わ、わたしはっ……」

「さあ、どうする？　お前はいかなる行動を選択する？　我が側近、橘深月よ？」

「……し、失礼しますっ！」

　深月は靴を履きかえると、俺から逃にげるように校舎の外へ駆けていった。

「――ふむ。いまので半々といったところか」

　深月の後ろ姿を見送りながら、あとひと押おしが必要だろうと俺は考えた。
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　翌日の、昼休み。

「ふむ――」

　俺はふと思いたって、二Ｆの教室へと足をむけた。

　事前に情報を得ていたわけではない。純粋に、王としての直感による行動だった。

　果たして、Ｆ組の教室は一触即発の形勢にあった。教壇を挟はさんで二つのグループがにらみあい、ほかの生徒たちは騒然としている。

　集団の先頭に立っているのが、リーダー格の女子二人と見える。名前など知るよしもないので、ここは便宜上、愚女Ａ・愚女Ｂとでも呼んでやるとしよう。

　深月は探すまでもなく見つかった。教室後方の自分の席に座すわり、困ったようなまなざしで状況を正視している。クラスの女子のうち数人から、助けを乞こう視線を送られていたが、深月は沈黙を守ったままである。

　張りつめた空気などまるで気にせず、俺は深月のもとへ歩みよった。

「どうやらここがターニングポイントであるようだな、深月」

「て、帝人くんっ？　どうしてここに……？」

「俺の所在などさしたる問題ではない。重要なのは、ここでお前がいかなる決断をするかであろう？」

　心中の迷いをあらわすかのごとく、深月は左右にゆっくりと首をふって、

「……たしかに、昨日の帝人くんの言葉には説得力がありました。願いを叶かなえるためには、時として危険を冒す覚かく悟ごもいる……そのとおりだとは思います。ですが、わたしは……」

　どうやら、いまだに踏んぎりがつかない様子である。が、深月の意思はおおむね固まっているようだった。

　――いいだろう。なればこそ、わざわざ俺が足を運んだ甲斐があるというものだ。

「アンタさぁ、いい加減にしてくんない？　クラスの雰囲気、超ちよう悪くなってウザいんだけど？」

「ハァ？　それコッチのセリフだし！　先にインネン吹っかけてきたのはアンタのほうじゃん！」

　リーダー各の愚女二人が、敵意と悪意をぶつけあう。いまは言葉のみの応酬だが、すぐにでも物理的な戦いに発展しそうな険悪さだった。

　まさにターニングポイント。ことを起こすには最良のタイミングだ。

　とはいえ今回、行動の主体となるのはこの御み門かど帝人ではない。俺の役目は呼び水をあたえることのみだった。

「聞け、そこな女め郎ろうどもよ」

　口論の間かん隙げきをぬって、俺は王の声をひびかせた。

　直後、教室中の視線が俺へと集まる。

「ちょっと、アンタなに？　っていうか誰だれ？」

「なにコイツ、ウチらのクラス違くない？」

　例の愚女二人などは、目をひんむいて俺にガンを飛ばしてくる。

「フッ。貴様らのごとき婢女はしために名乗る名はないし、会話をするつもりなど毛頭ない。だが、ひと言だけいわせてもらうぞ」

「はした……？　ナニそれ、意味わかんないんですけど？」

「なにコイツ、電波？　ヤバイ系？」

　愚女どもの反発は完全に無視して、俺は言った。

「深月をあまり、怒らせないほうがいい」

「「は……？」」

　言葉の意味がすぐには理解できなかったのか、愚女どもは間抜け面を数秒もさらして、

「……なに、アンタ？　もしかして委員長のカレシ？」

「否いな、俺は深月の主だ」

「はぁ？　アルジぃ……？」

「ふん、貴様らに話すことはないと言ったはずだ」

　それだけつげると、俺は教壇に背をむけた。

「て、帝人くん――」

「フッ。くれぐれも手加減はしてやるのだぞ、深月よ」

　深月の耳元にそう言い残し、ゆるりとした歩調で俺は教室をでた。が、Ｇ組へはまだ戻らない。俺はドアに背をあずけ、深月の仕事ぶりを見届けることにした。

「――はぁ。こうなっては、仕方ないですね」

　深月は一つ息を吐くと、席を立って教壇へと近づいていった。

「ねえ委員長ー。いまのヤツなに？　知り合いなん？」

「マジ意味不明だし。優等生でいい子ちゃんの委員長が、怒おこるわけないじゃんね？」

　好き勝手に言い散らす愚女たちを、深月は順々に見つめて、

「お二人とも、いい加減にしていただけませんか？」

　慇いん懃ぎんながら妙みように威い圧あつ感のある、深月本来の声音だった。愚女どもはびくりと肩かたをふるわせ、ひとたまりもなく息をのんだ。

「ちょ、委員長？　ちょっとキャラ違くない？」

「え、うそ？　あの委員長がマジに怒ってんの？」

「ええ、そうですよ。彼かれが言ったとおり、わたしはほんの少しだけ怒っています」

　口くち許もとには微笑をつくっているが、深月の眼がん光こうは氷柱のごとく鋭利で冷ややかだ。

「率そつ直ちよくにいいますけど、こんな争いはもうやめてもらえませんか？　誰も声を大にしては言いませんが、クラスのみんなが迷めい惑わくしているんですから」

「ち、違うってば、悪いのはアタシじゃなくてコイツだし！」

「ちょっとアンタ、ウチに罪なすりつける気っ！」

「やめてもらえませんか、とわたしは言いましたよね？」

「「っ……！」」

　やはり、ものが違う。格も次元も違いすぎる。

　愚女ども二人は、もはや完かん璧ぺきに深月の雰囲気にのみこまれていた。

「そもそも聞いたところによると、お二人が険悪な仲になったのは、一人の男子を争ったことが原因なのでしょう？　そういったことは当人どうしで決着をつけるべき問題で、他人を巻きこむのは筋違いです。ねえ、ほかのみなさんもそうは思いませんか？」

　残るクラスメイト、とりわけ愚女二人の取り巻き連中にむけて、深月は同意を求めた。

　教室中の誰も彼もが、あいまいにうなずくなり、ばつの悪そうな顔をしてみせる。正面きって深月に反論する人間は、ただの一人もいなかった。

「「うぅっ……！」」

　愚女二人は追いつめられて袋の鼠。こうなってしまえば、たとえ相手を口ぎたなく罵ったとしても、深月は許されるし支持されるだろう。

　しかし深月は、そこであえて満面の笑えみをつくってみせた。

「「ッッッ…！」」

　愚女二人は、まさに全身が凍りつくような思いだったはずである。戦意が完全に喪そう失しつした顔は、あたかも敗残兵のごとしだった。

「わかっていただけましたね？　こんな争いはもう二度としないと、ここで誓ちかってくれますよね？」

「「は、はいっ」」

　一も二もなく、二人は全力で首肯した。

「本当に、お願いしますよ。わたしをまた怒らせるようなことは、くれぐれもしないようにしてくださいね？」

　駄だ目め押おしとばかりに、最後に脅おどしをつけくわえる深月。

　二人はもう、コクコクと首を縦にふることしかできなかった。

　…………。

「一件落着か。見事な手しゆ腕わんだったぞ、深月――」

　俺は満足してドアから離れ、自分の教室へと足をむけた。
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　後日談、とでもいうべきなのだろうか。

　その日の放課後、たまたま俺と深月は、理事長室で二人きりになった。

「帝人くん。昼休みはその、ありがとうございました」

「礼にはおよばん。問題を解決へと導いたのはお前であって、俺ではないのだからな」

　謙遜ではなく、俺は事実をそのまま口にした。

「ときに深月よ、その後のクラスの反応はどうだったのだ？　お前の本性について、誰ぞなにか口にしていたか」

「猫ねこをかぶっていることは、まあ気づかれなかったでしょうね。そのあたりは帝人くんの助言どおり手加減しましたから。せいぜい『委員長は怒ると怖こわい』くらいの認にん識しきだと思いますよ。みなさん単純ですからねえ」

「そうか」

　俺はふくみ笑いをする。その微々たる認識の変化こそが、深月にとって『小さな第一歩』であったからだ。

「さてと。なんだか喉が渇きましたし、わたし、飲み物を持ってきますね。帝人くんは紅茶でいいですか？」

「まかせる」

　深月はキッチンにむかい、二人ぶんのカップを運んでくる。

「どうぞ、帝人くん」

「うむ、ご苦労――」

　そのとき、ふと俺は気づいた。

　深月が何気なく、俺と肩の触ふれあう距きよ離りにいることに。

「……ときに深月よ、これはいいのか？」

「はい？　なにがですか？」

　きょとんとする深月。

「密室で二人きりのときは、半径三メートル以内に近づくなと……。きのうお前は、そんなことを口にしていたではないか」

「あ――」

　深月はまばたき一つの間を空けて、

「い、いやですわ、帝人くんたら。あんなの冗談に決まっているじゃないですか」

　机の上にカップを置き、くるりと俺に背をむけた。顔が隠れてしまう一いつ瞬しゆん前、ちらりと頬ほおに紅茶と同じ色が見えたようにも思う。

「むぅ……？」

　きのうの感じでは、冗談ではなく本気で言っているように聞こえたのだが――一日たらずで気が一八〇度変わったのだろうか。

　べつだん、深月の心変わりをうながすような事象はなかったはずである。昼休みのあれにしても、俺がなにかをしたというには弱すぎるし……はてさて。

　疑問をうかべつつも、深月の入れた紅茶に俺は口をつけた。







[image: ]







リア王の食卓







　さて、来週より五月の第三週。待ちかねた中間考査の時節となる。

　じきにリア王計画・第一の作戦が発動することを思うと、俺は高笑いを抑おさえられなかった。

「フフフッ、フハハハハハハッ！」

「っ！　な、なによいきなりっ！」

　理事長室へとむかう道中である。となりを歩いていた凰おう花かが、びくりとして声をあげた。

「フッ。この程度で驚おどろいているようでは、お前もまだまだ未熟であるな、凰花よ。我わがリア王計画がもたらす驚嘆は、このようなものではないのだぞ？」

「は、はぁ？　なんかいつにも増してぶっ飛んでるわね、今日のあんた」

「週があければ、ついにリア王計画・第一の作戦が始動するのだ。気分が高揚するのも当然だろう」

「ああ、そういえば、中間テストにあわせてなにかやるって言ってたっけ。……いちおう訊きいとくけど、やっぱりもちろん当たり前のように本気なのよね？」

「むろんだ。ときに凰花よ、『綸りん言げん汗のごとし』という言葉を知っているか？」

「綸言？　『天子の言葉』って意味よね、たしか」

「然しかり。この格言は、『流れた汗が体内に戻ることのないように、王たる者が一度発した言葉は取り消せない』という意味を持つ。すなわち、この御み門かど帝てい人とがひとたびやると口にしたなら、もはやそれは確定事じ項こうとなる。修正も変更もありえぬことだと心得ておけ」

「……つまり、帝人に二言はないってこと？」

「下賤なる言葉で言い換えれば、そうなるな」

「下賤って……。あんたの言いまわしは、無む駄だにわかりにくいだけでしょうが……」

　凰花は一つため息をついて、

「そういえば、帝人。きのうＦ組の教室でなんかしたの？」

「ほう、お前の耳にも入っていたか」

「ほかの人が話してるのをたまたま聞いただけだから、詳しい内容までは知らないけどね」

「なるほどな、周囲との交友関係が断絶していると、ろくに噂うわさ話も聞けないということか」

「う、うっさいわね！　いいのよあたしは、直接本人に訊けるんだからっ。というわけで帝人、きのうなにをしたのか教えなさいっ！」

　面おも白しろくもなければ、ためになる話でもないのだが――まあいいだろう。

　俺は深み月づきに降りかかった面倒ごとと、その顛末とを話して聞かせた。

「――ふうん？　猫かぶるのもいろいろと大変なのね。あたしだったら、そんな面倒なこと頼まれないし、たとえ頼まれても絶対に引き受けないのに」

　たしかに、凰花であればそうすることもできただろう。

「それよりも、帝人がわざわざＦ組に乗りこんだのが意外ね。いつもみたく『この俺がそんなくだらないことに関かかわっていられるか！』とか思わなかったわけなの？」

「思ったに決まっているだろう。しかし、今回は少しばかり例外だった。そういうことだ」

「ふうん？　それってやっぱり深月のため、なのよね？」

「然り。そうでなければ、この御門帝人が動くはずがあるまい」

「……ふうん？　あの女のため、ねえ」

　なぜか、納なつ得とくいかないという様子の凰花。

　――はて。俺が手を貸したことが、それほどまでに意外だったのだろうか。

　そうこうしているうちに、理事長室へとたどり着く。深月はひと足先に来ていた。

「あら、お二人は最近いつも一いつ緒しよに来るのですね」

「ええ。一緒に来たけど、なにか悪い？」

　と、妙に挑発的な口調で凰花が言う。

「……いえ、べつに。不純なことがなければかまいませんよ」

　含みを持たせて深月が応じる。

「なによそれ、不純なことなんてあるわけないじゃない。あたしと帝人は、クラスが同じだから一緒に来てるだけよ」

「わたしは『ある』だなんてひと言もいっていませんよ？　一いつ般ぱん論ですけど、後ろめたいことがある人に限って、ムキになって否定するものなんですよねえ」

　いつにも増して、凰花と深月は好戦的だった。

「どうしたのだ、お前たち？　なにを争っている？」

　俺おれが問いただすと、二人は相手から顔をそむけて、

「ふん。深月が根も葉もないこと言いだすから悪いのよ」

「先に因縁をつけてきたのは、凰花のほうです」

　二人はそこでにらみあって、

「はぁ？　ちょっと深月、人に罪をなすりつけないでくれるっ？」

「え？　わたしにそれを言うだなんて、凰花は冗談がお上手ですねえ」

「まあ、競争意識を持つのは結構だが……」

　そこで俺は、別の話題を二人にふってやることにした。

「ときにお前たち、来週から中間考査が始まるが、試験にむけての準備は万全か？」

「もちろんよ」

「当然です」

　食いつきは上々だった。

「ま、いつものように学年一位はあたしで決ま――」

「まさかとは思いますけど、二期連続で二位に甘んじたくせに一位をとれて当然だと思っている、頭がお花畑の人はいませんよね？」

「なっ……！　誰の頭がお花畑ですってえ？」

「あら凰花、お花畑さんに心あたりでも？」

「またっ、よくもぬけぬけとっ……！」

　先ほどよりも、二人の対立は剣呑なものとなっていた。

「静まれ、二人とも。主君の前でなにを騒いでいる」

　ため息まじりにたしなめる。暫ざん定てい王座に座り、例によってチェックシートをながめながらのことだった。

　競争心をいだくのは好ましいが、低レベルな口喧嘩はいただけない。少なくとも、俺の御前で見せるべきものではないはずだ。

「そもそも、中間考査の話ならば、結果がでるのを待てばよかろう？　いま口で言い争っても益はないはずだ」

「……それは、そうだけど」

「帝人くん。どうやら凰花は、それでは納得できないようですよ？」

「って、あんたもでしょうがっ！」

「ふむ……」

　捨て置けば、二人はいつまでも口喧嘩をつづけそうである。相手を負かすまでは、両者とも気がおさまらないといったふぜいだ。

　とはいえ俺としては、現時点で二人に優劣をつけることは極力さけたいのだが――

　と、そのとき、手元のチェックシートの一文が、たまたま俺の目に飛びこんできた。

『Ｑ６．異性からお昼に手作り弁当をもらったことがある』

　とっさにこれだと、俺は思った。

　一瞬にして、脳内で一連のプランを組みたてる。

　――ふむ、即興の案にしては悪くないだろう。

「ときにお前たち。一つたずねるが、料理は得意か？」

「は？　料理なんてほとんどしたことないけど」

「わたしも、料理の経験は数えるほどですが」

「フッ。そうだろうな」

　予想どおりの返答にニヤリとし、俺は言った。

「では、凰花よ、深月よ。キッチンにある食材を使って、俺のために一品ずつ手料理をつくるがよい」

「はぁ？　なんであたしが、帝人のために料理なんか――」

「つまり、その料理対決で白黒をつけろ、と？」

「然り。制限時間は三〇分。料理の出来栄えでもって、俺が勝敗をつけてやろう」

「わかりました。そういうことでしたら、厨ちゆう房ぼうをお借りしますね」

　反発した凰花とは対照的に、深月は俺の意図を呑みこんで了承する。

「！　ちょっと、あんた本気でやるつもりっ？」

「もちろんです。凰花こそ、まさか逃げたりはしませんよねえ？」

「っ……！　と、当然じゃない！　料理くらいなんてことないわっ！」

　こうして凰花と深月は、競うようにしてキッチンへと入っていった。




　　　　　◇◇◇




　さて、料理をはじめた凰花と深月だが。

　予想どおり、キッチンからひびいてくるのは、調理中にふさわしくない音と声の数々だった。

　ガシャーンと、金属製のボウルが床ゆかに落ちる音。

　ボンッと、電子レンジに入れたものが爆ばく発はつする音。

　バチバチッと、油が盛大にはねる音。

　シューッと、鍋が吹きこぼれる音。

　その他、「焦げた」「卵の殻が入った」「砂糖と塩を間違えた」「胡椒がドバっとでた」「お肉はレアが一番美味しいはず」「隠かくし味にチョコとか入れたら」「困ったときのマヨネーズ」「納豆を混ぜたらヘルシー」「お米は洗剤でちゃんと洗わないと」などという声も聞こえてきた。

　俺は一度たりともキッチンをのぞかなかったが、中の様子――否、中の惨状は推して知るべしだろう。

　調理開始からきっかり三〇分後、二人はそろってキッチンからでてきた。凰花は皿を、深月は丼を手にしている。いずれも蓋をかぶせてあるため、中身はまだうかがえなかった。

「完成したか。では、さっそく見せてもらうぞ」

　二人は俺の前に皿をおき、ひと思いにクロッシュを持ちあげる。

　現れたのは――それはもう、ひどい料理だった。見た目もひどければ臭いもひどい。凰花のはハンバーグらしき真っ黒な物体で、なにやら甘ったるい臭気をただよわせている。深月のは丼物であることはわかるが、具材は正体不明の代しろ物ものだった。こちらも納豆とマヨネーズと台所用洗剤がまじったような、独創的な臭いを発している。

「なんともまあ、負けず劣らずのひどい出来だな」

　俺は正直な感想を口にした。

「ちょっと！　無理やりつくらせといて、いきなりそれっ？」

「凰花、これが料理の形を借りた勝負だということ、まさか忘れたわけではあるまいな？」

「うっ……。そ、それは、もちろん忘れてないけど……」

　不満そうな凰花にくらべ、深月はどこか自信ありげだった。

「まずは見た目の勝負でしょうか。帝人くん、率直な感想を聞かせてください」

「いいだろう、ならば言うが――どちらとも、評価をくだす以前の段階だ」

　さらに俺は、料理から作り手へと視線を移して、

「そしてそれは、お前たち自身にも当てはまることだ」

「なっ……！　なによ、そこまであたしたちのこと、見くだしてるっていうのっ!?」

「否いな、その認識は否であるぞ、凰花」

「え？」

「見くだしているのではない。これから大いに成長の余地があると、俺はそう言っているのだ」

「帝人くん、それはどういう意味なのでしょう？」

　深月の問いに、俺は彼かの女じよらの料理を指し示す。

「たしかに、お前たちのつくった料理はひどい出来だ。しかし、努力の跡はうかがえる。手をぬくことなく、全力で取りくんだことは一目瞭然だ。ゆえに俺は、料理を酷評はしても、作り手であるお前たちを笑ったりなどはしない」

　顔をあげ、左右の瞳ひとみで二人を見つめ、

「なにも、勝負を急せくことはあるまい。先にも言ったように、お前たちは発展途上の身。すなわち、おのれの真なる実力を、いまだ発揮できていないということだ。そんな状態で勝敗を決するような真ま似ねをしても、逆に悔いが残るのではないか？」

「……たしかに、一理あるかもしれないわね」

「……まあ、ここで勝敗がついてしまっても、面白くはありませんね」

　凰花も深月も、口々にうなずき同意する。

　対抗心は残し、向上心をあおった上で、凰花と深月を休戦させる。

　我ながら卓たく越えつした手腕だった。

「フッ。これにて一件落着といったところか」

「そうね。あとは帝人がそれを食べるだけよ」

「な……に？」

　凰花のひと言に、俺は愕がく然ぜんとした。

　さらに、

「そうですよ、帝人くん。早く食べないと冷めてしまいますよ？」

「み、深月……？」

　お前も俺に、コレを食せと言うのかっ？

「ま、待て二人とも。本気で言っているのか？　たしかに食物を粗末にするのは言語道断のおこないであるが、さすがにこれを口に入れろというのは――」

「帝人くんは、俺のためにつくれと、そう言いましたよね？　わたしはあの言葉に、なにがでてこようと完食するという、確固たる強い意思を感じましたが」

「ぅぐ……！」

「それに帝人、さっきこう言ってたじゃない。『綸言汗のごとし、すなわち王がいちど発した言葉は取り消すことができない』って」

「あ、あれは……！」

　痛すぎるところを突かれ、俺は二の句がつげなくなる。

　ば、馬ば鹿かな！　この御門帝人が、生来の王たる男が、自身の発言によって自じ縄じよう自じ縛ばくに陥っているだとっ……！

「……というか、女の子に料理を作らせておいて、ひと口も手をつけないだなんて、人として問題ですよねえ。あ、もちろん帝人くんは、そんなことは絶対にしないでしょうけど」

「当たり前じゃない。帝人がそんなことするはずないわよ。ね？」

「っぉ……！」

　二人の言葉に、俺は崖っぷちへと追いたてられていく。

「さ、参考までに訊いておくが……。お前たち、自分の料理の味見はしたのか……？」

「え？　ああ、そういえば、時間がなくてしてる暇ひまがなかったわ」

「わたしもです。食べなくても、味の想像はつきましたから」

「……なるほどな。ぶっつけ本番というわけか……くっ！」

　コレを食することには、依然として強烈な抵抗がある。

　だがしかし、こうなっては選せん択たくの余地などない。ここで拒否の姿勢をとってしまえば、俺は『王たる者』という根源的なアイデンティティーを喪そう失しつしてしまうからだ。

　そしてそれは、死ぬよりもなお怖おそろしいことだった。

「い、いいだろうっ！　この御門帝人に、食せぬものなどないということを教えてやる！」

　覚かく悟ごを決め、俺は箸を手にとった。

　かくなる上は短期決戦。スピード勝負こそが生死をわける鍵かぎになる！

「ぉおおおおっ、ぬぅんっ！」

　皿を手にとり、凰花作のハンバーグもどきを深月作の丼へと投入する。

　いざ、尋常に勝負っ！

「ふぉおおおおおッッッ！」

　俺は丼を持ちあげ、中身を一心不乱にかきこんだ！




　　　　　◇◇◇




　……結論だけを、述べよう。

　その日から三日あまり、俺は腹痛と胃のむかつきに悩まされることとなった。

　――なぜだ、なぜこうなっ……うぷっ。







リア王とテストと争奪戦







　帰りのホームルームの時間。二Ｇの担任を務める女教師は、最後に連れん絡らく事じ項こうをのべていった。

「それでは、来週からはテスト期間に入るので――」

　彼女がそう口にした瞬しゆん間かん、

「フハハハッ！　待ちかねたぞっ！」

　俺は反射的に席を蹴けって立ちあがった。

　すわ何事かと、教室中の目が俺へとむく。

「み、御み門かど君っ？　や、やる気があるのは大いに結構ですが……」

　愚ぐ民みんども（教師ふくむ）がどんな反応をしようと知ったことではない。俺にとって、このクラスで重要な人物はただ一人だった。

「喜べ凰おう花か！　時は来たりっ！　我が計画における第一の作戦が、これよりいよいよ始動するのだっ！」

「あっ、あんたねぇっ……！」

　凰花は一直線に俺のもとへ駆けより、腕うでを引っ張って最短距きよ離りで廊ろう下かへと連れだした。

「はぁ、はぁっ……、まったくもう……」

　ぜえぜえと息をつく凰花。見ればその頬ほおには赤みがさしている。

　なるほどそういうことかと、俺は彼女の行動に得心した。

「ふむ、一秒でも早く作戦の詳しよう細さいを知りたくて、矢も盾たてもたまらず俺を教室の外へ連れだした、ということだな？」

「違ちがうわよっ！　あの状じよう況きようであんたに名指しされたら恥はずかしいに決まってるじゃない！　どんだけ注目されたと思ってるのよ！」

「？　愚民どもの目など、気にする必要がどこにある？」

「あんたと違って、あたしはそこまで開き直れないの！」

「謙遜はけっこうだが、凰花よ。そんなことではいつまで経たっても、俺の域に達することはできんぞ」

「……いや、べつに達したくないし、達したら人として終わりだから」

　凰花は嘆たん息そくしながらつぶやいた。

　――まったく、『達したくない』とは謙遜がすぎるやつだ。『人として終わり』という言葉も『天命をうけた王は人を超こえた現あら人ひと神がみ』という文脈でもちいたのだろう。

「ねえ？　第一の作戦って、結局なにをするつもりなのよ？　中間テストがリア王にどう関係するわけ？」

「大いに関係がある。なぜなら学業成績とて、リア充度を測る指標の一つであるからだ」

「ふうん。ま、勉強ができるに越したことはないものね。なんのかんの言ったってこの国は学歴社会だし、うちの学園もけっこうな進学校だし」

「然り。恋れん愛あいや交友関係ほど重要視されてはいないが、無視できるほど小さな要素ではないということだ」

「でも帝てい人と、そういえばあんたって、成績はどれくらいなわけなの？」

　俺の定期考査の順位は、学年全体の中ほどが定位置である。が、凰花に直接そう伝えることはせず、

「最初に断っておくが、学業成績の優劣など俺にとっては無意味かつ無価値だ。そもそも教師のごとき凡ぼん夫ぷふぜいが、王たる俺に点数をつけようという態度からして気に食わん。おこがましいとはまさにこのことだろう」

「アクロバティックな言い訳はいいから。でもま、その様子だと可もなく不可もなくってところかしら。二〇位以内に帝人の名前は一度もなかったはずだしね」

　口調に優越感をにじませる凰花。

　そういえば彼女は、深み月づきとならぶ学年首席の常連であったか。

「で、帝人はいったいどうするわけ？　今回は一いち念ねん発ほつ起きして学年一位を狙ねらうとか、そんな感じ？」

「それではリア充の要件は満たせても、リア王にはかすりもせん。何度でも言うが、俺のめざすリア王とは、リア充のごとき低てい俗ぞく卑ひ小しようなる存在とはまったくの別物なのだ」

「はいはい。だけど、今回はテストが作戦の対象なんでしょ？　だったらいい点とる以外、ほかにどうしようもないと思うけど」

「否いな、その認にん識しきは否いなであるぞ、凰花。どうしようもないのではなく、どうとでもできるのだ」

「どうとでもって……具体的には？」

「フッ、そう急くな。物事には順序というものがある。まずは作戦の下準備から始めねばならん。お前たちを使うのはそのあとだ」

「……あんた、ホントにちゃんと考えてるんでしょうね？　えんえんともったいぶるし、なんだかすっごく不安になってきたんだけど……」

　疑わしげな目をむけてくる凰花。

　――ふむ、本当に自分たちの出番があるのかと、不安になっているらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配せずとも、今回お前たち二人には重大な役目をふってある。我わが口から詳細が語られるときを期待して待つがよいっ！」

「はぁ？　またわけわかんないことを――って、帝人、どこに行くつもりっ？　理事長室はそっちじゃ――」

「言ったであろう、下準備から始めるとな。よって今日はそのために動かねばならん。お前と深月は――そうだな、テスト勉強にでも励むがよい！　フハハハハハハハッ！」

　そう言い残して、俺は行動を開始した。

　最初の一手は、情報屋の江え代しろ堂どうにコンタクトをとることである。

　この下準備が上う手まくいけば（いくに決まっているが）、作戦の第一段階は完了だった。




　　　　　◇◇◇




　翌日の放課後。

　俺は理事長室の椅い子すに腰こしかけ、下準備の成果がでるのを待っていた。リア王計画の遂すい行こうは部活動ではないので、テスト期間であろうと活動を休止することはない。

　ソファでは、凰花がマンガを読んでいる。深月はまだ来ていなかったが、じきに顔をだすだろう。

「ときに凰花よ、中間考査にむけて勉強はしないのか？」

「ふふん。あたしは普ふ段だんから、予習と復習をきっちりやってるからね。テスト勉強なんてのは、暗記科目を前日に確かく認にんするだけよ」

　マンガから目を離はなさぬまま、余よ裕ゆうの口ぶりで凰花は言う。

「そういうあんたこそ、少しは勉強したらどうなの？」

「馬鹿を言え。そんなくだらないことに、俺おれの思考と時間を割けるものか」

「ふうん？　まあいいけど、作戦とやらに夢中になってテストで赤点、そのまま補習いきとか恥ずかしい展開にならないようにね」

　不遜につげて、凰花は紙面に没頭しようとする。

　と――

「貞てい操そうの危機ですっ！」

　バタンとドアが開かれ、ただならぬ様子の深月が中へと駆けこんできた。

「ちょっ！　なんなのよいきなり、びっくりするじゃない！」

「どうした深月。なにか問題でもあったか？」

　わざとらしく俺はたずねる。

「……はい。率そつ直ちよくにいって、かなりの非常事態です」

「なになに、どうしたっていうのよ？」

　と、凰花が興味本位で横から口をはさんでくる。

　深月はその顔をうかがって、

「その様子ですと、凰花の耳にはまだ入っていないようですね」

「？　なんの話？」

「……そうですか。やはり話し相手がいないと、噂うわさも伝わってこないものなのですね」

「う、うっさいわね！　っていうか噂ってなによ、どういうこと？」

「そ、それはっ……！」

　紅潮した顔で奥おく歯ばをかみしめ、深月は黙だまりこんでしまう。

「ねえちょっと、深月？」

　仕方ない、俺が代わりに言ってやるとしよう。

「――噂というのは、あれのことだろう」

　確信をこめて、俺はその先をつづけた。




「中間考査で一位になった者に、キスのご褒美を与えるというものだ」




「き、キスぅ？　え、なにそれ、もしかしてあんたがするの？」

「……ええ。どういうわけか、そういうことになってしまったようなのです……！」

　深刻な表情で深月は答えた。

「あはは、そりゃあ災難ね。ひとごとながら同情するわよ」

　凰花は笑って読書に戻ろうとするが、

「ひとごと？　まあ、たしかに凰花にとっては、気にするほどのことではないのかもしれませんが……」

「は？　どういうこと？」

「いま学園中に流れているのは、わたしと凰花のどちらか好きなほうから、口づけのご褒美をもらえるという噂なのです」

「いッ!?」

　驚おどろいて単行本を取り落とす凰花。委細かまわず、彼女は深月をにらみつけて立ちあがり、

「なっ、なな、なんであたしまでっ！　どういうことよ意味わかんないんだけどっ!?」

「わたしに文句を言われても困ります。そういった噂が流れてるのは事実なのですから」

「じょ、冗談じゃないわよ！　なんであたしがっ……！」

「はあ、凰花がうらやましいですねえ。男子の人気学園トップのあなたなら、いちどのキスくらいものの数ではないのでしょう？」

「んなわけあるかっ！　どこの誰だれかも知らない男とキスだなんて絶対に嫌いやよっ！」

「――静まれ、二人とも」

　口論の間かん隙げきをぬって、俺は王の声を響かせた。

「これよりリア王計画・第一の作戦についての説明をはじめるぞ」

「って、あんたいまの話聞いてたのっ！」

「耳を傾けたいのは山々ですが、正直わたしもそれどころでは……」

「いいから聴け。あわてる必要もうろたえる必要もない。すべては我が手のひらの上だ。そう、なぜならば――」

　俺は唇くちびるを笑えませて、側近二人にタネ明かしをした。




「キスの噂を流したのは、ほかならぬこの俺なのだからな」




「は……？」

「い……？」

　凰花と深月は間のぬけた声をもらし、茫ぼう然ぜん自じ失しつの態ていで俺を凝ぎよう視しする。

「え？　なに？　帝人が噂の出所って……こと？」

「然しかり。そのとおりだ」

「あはは、あははははっ！　そっかー、そうだったんだー」

　混乱をきたしたのか、凰花は妙みようなハイテンションで、

「さすが帝人ッ！　あたしたちにできない事を平然とやってのけるッ！　そこにシビれる憧れるわけないでしょバカぁああああああああッ！」

「フッ、たしかにそうだな。こうもたやすく噂が浸透するとは、どうやらこの学園には思った以上にバカが多いらしい！　フハハッ、フハハハハハッ！」

「……一番のぉ……バカはぁ……」

　幽鬼のごとく、ゆらりゆらりと近づいて、

「あ・ん・た、でしょうがぁあああッ！」

　両手を執しつ務む机づくえに叩たたきつけ、凰花は声の限りに絶叫した。

「なに考えてんのよこのバカ頭おかしいんじゃないの脳みそ腐ってるんじゃないの病院行けよ帰ってくんなよいますぐにっ！」
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「落ちつけ。噂を流したのはむろん、作戦の一環としてだ」

「は？　作戦？」

　そうだ、と俺はうなずいて、

「そもそも、俺には理解に苦しむことなのだが――なにゆえ、それほどまでにうろたえる必要があるのだ？」

「そんなの当たり前じゃない！　知らないやつとキスさせられそうになって、どこの誰が喜ぶっていうのよ!?」

　と、深月が凰花の肩かたに手をかけた。

「……凰花。少し黙っていてくれませんか？」

「はぁ？　この状況で黙っていられるわけ――っ！」

　深月の眼がん光こうに射すくめられ、凰花は声をつまらせた。

「――帝人くん」

　深月が俺へと視線を移す。笑ってはいるものの、怖ろしいほど威い圧あつ感に満ちた表情。いうなれば氷の微び笑しよう――否、これは絶対零度の微笑と称しようすべきだろう。

　早い話が、キレかけているということだ。

「説明を、していただけますか？　お答えしだいでは、わたしにもいろいろと考えがありますよ？」

　これが俺以外の人間であったなら、血も凍るような恐怖に陥っていたことだろう。それほどまでに、深月のまなざしは凄絶だった。

「わからんな、深月」

　だが、真に王たるこの俺は、微み塵じんも動じることなく言葉を返した。

「凰花もそうだが、噂が広まり、生徒たちのあいだで規定の事実になったとして、お前たちになにか不都合なことがあるのか？」

「ありまくりよ！　あんたキスがどんなものかホントにわかって言ってんの!?」

「これは困りましたねえ。わたしとしても、帝人くんと敵対するのは本意ではないのですが……」

「わかった。要するにお前たちは、中間考査で学年一位をとる自信はないと、そう言いたいのだな？」

「「ッッッ!?」」

　二人の反応たるや劇的だった。

「そうだろう？　『学年一位になること』という条件がついているにも関わらず、お前たちはキスすることを前提に物事を考えているのだからな。つまりそれは――」

「ち、違うわよっ！」

「そんなことはありません！」

「ならば噂が広まろうと浸透しようと、いっこうに問題はないはずだな？」

　にやりと笑って俺はつげた。

「「うっ……！」」

　俺の言葉は、将棋でいうところの王手をかけたようなものだ。

　二人の性格からして「やっぱり自信がないから……」などと発言をひるがえすことは、万が一にもありえないだろう。

「「…………」」

　案の定、凰花と深月は無言でその場から引きさがった。

　ソファへもどり、それぞれ鞄かばんを手にとる。

「どこへ行く？」

「決まってるでしょ、帰って勉強するのよ！」

「今回は、少しばかり本気をださせてもらいます」

　そうして凰花と深月は、足早に理事長室を去っていった。

　一人残った俺は、

「フハハハッ、思いどおり！　すべては我が手のひらの上なりっ！」

　首しゆ尾びよくことが運んだことに、愉悦の笑いをほとばしらせる。やはり、江代堂に仕事を頼んで正解だった。

　これで作戦の第二段階は完了。我ながら惚れ惚れするほど完かん璧ぺきな進行だった。




　　　　　◇◇◇




　テスト週間のあいだじゅう、二年生の教室は一種異様な雰囲気につつまれていた。

　日を追うごとに例の噂は信憑性を増していき、多くの生徒がテスト勉強に打ちこむようになったのだ。

　それはなにも、男子のみに限定された現象ではない。女子生徒の中にも奮起する者は少なからずあった（片思い中の彼かれの唇を凰花ｏｒ深月に奪われてなるものか、という心理からだろう）。

　普ふ通つうに考えれば、噂一つでこういった事態にはまずならない。が、当の本人たちが否定しなければ話は違ってくるのだ。

　凰花と深月は噂の真しん偽ぎについてたずねられた際、肯定ないしは黙もく認にんの意を示したと聞く。もっとも、そうせざるをえなくなったのは、俺が逃げ道をふさいだからだが。

　そして、試験の当日がやってくる。かつてない空気の中、五教科九科目、のべ四日間にわたる日程は消化されていった（ちなみに俺はというと、努力のかいあってはじめて最後まで問題を解くことができた）。

　試験最終日の最終科目の終しゆう了りようをもって、作戦の第三段階は完了した。

　あとは採点を待つばかり。

　いかなる結果がもたらされるのかは、神のみぞ――否、俺のみぞ知ると言ったところだろう。




　　　　　◇◇◇




「会心の出来よ、会心の出来。これで一位になれなかったら、逆に不正があったと見るべきだわ」

「感触は、前回や前々回と似たようなものでした。おそらく結果も変わりないでしょうね」

　テストが終わって三日後には、全教科の答案が返ってきた。凰花も深月もたいそう満足のいく結果であったらしく、口々に自信のほどを語っていた。

　学年の総合順位も、その日の昼には貼はりだされる。一報がもたらされると、生徒たちは雪崩なだれをうって教室からでていった。

「ねえ、帝人は見に行かないの？」

　凰花が声をかけてくる。

「フッ、その必要はない」

　俺は自分の席に座すわったまま、悠然と脚あしを組んだ。

「ふうん？　ま、順位の話ならあんたは蚊か帳やの外だもんね」

　凰花はわざとらしいため息をついて、

「あーあー、結果がわかりきってるなんてつまんないわよねー。あたしもたまには順位発表でドキドキしたいわー、本気でドキドキしたいわー」

　うっとおしい物言いをしつつ、教室を出ていく凰花だった。

　もちろん俺は、彼かの女じよのあとを追ったりはしなかった。王たる者、みずから現場に脚を運ぶべきではない。情報収集などは、もっぱら臣下の仕事なのである。

　それにしても、ことが上手くいきすぎるのも考えものだ。

「フフッ、たしかに凰花の言うとおり、わかりきってるのはつまらんな。これでは大事をなしている気がしないではないか！　フハハハハッ！」

　まったく、完璧すぎる知性を持っていると、なにごとにも張りあいがなさすぎて困る。

　そうこうしているうちに、数分が経過し――

「ちょっとあれどういうことっ!?」

「どういうことですか帝人くんっ!?」

　凰花だけでなく深月までもが、猛もうダッシュで教室に駆けこんできた。

　二人は俺の机を取り囲むと、呼吸をととのえる間すら惜しんで、

「なんでっ」

「どうしてっ」




「「帝人（くん）が一位なの（ですか）っ!?」」




　声をハモらせて叫さけんだ。

「なぜ、と訊かれてもな。全科目満点ならば、一位以外とりようがあるまい？」

　俺は鷹おう揚ように答える。

「……帝人、あんた」

「フッ――」

　俺は前まえ髪がみをかきあげ、側近からの惜しみない賞賛の言葉を待った。

「いったいどんな方法でカンニングしたのよっ!?」

　危あやうく机に顔面をぶつけそうになった。

「っ……！」

　だが王たる者、このていどで平静さを失ってはならぬのだ。

「やれやれ。動どう揺ようしているからといって、放言がすぎるのではないか、凰花よ？」

　俺は頬ほおをひきつらせてたしなめた。

「そうですよ、藤ふじ波なみさん。帝人くんに限って、カンニングなんてするわけありません」

「フッ。深月よ、さすがにお前は理解できたようだな」

「当てずっぽうに書いたら、たまたま全問正解してしまっただけですよ、きっと」

「そんなわけがあるか！　どんな確率だっ？」

　俺は椅子を蹴けって立ちあがった。

「ええいっ！　カンニングでも偶ぐう然ぜんでもないわ、この馬ば鹿か者ものどもがっ！」

「いやだって、どう考えてもおかしいじゃない？　トップ二〇圏外からいきなり満点で一位だなんて、不正以外にありえないわよ、絶対」

「まあ、不自然なことはたしかですよね。あ、わたしは別に、帝人くんを疑っているわけじゃないんですよ？　でもやっぱり、ねえ？」

「お前たち、あくまでも意見を曲げないつもりか……」

　呆あきれと怒いかりを呼気に混ぜて吐きだし、俺は机の横にさげた鞄の中をあさった。

　――王たる者、いかなる事態にも対処できるよう、事前に準備をしているものなのだ。

「以前の試験における、俺の答案用紙だ。刮かつ目もくして見るがいい」

　俺は紙束を半分にわけて、二人へと差しだした。

「これ、学期末試験の……？」

「そのようですね。ほぼ一律で六〇点前後のようですが……っ！」

「えっ……？　な、なにこれっ？」

　凰花も深月も、俺の答案の特異性に気がついたようだ。

「ちょっと待って。これ、どの科目も下半分がぜんぶ空くう欄らんのままじゃない……！」

「でも、解答している問題は全問正解しています。一つの例外もなく……！」

　深月と目をあわせてから、凰花は神妙な声でたずねてきた。

「……帝人。まさかこれ、わざと答えを書かなかったの？」

「否いな、その認識は否いなであるぞ、凰花。答えを書かなかったのではない、それ以上問題を解く気が起きなかっただけだ」

「つまり……どの試験でも、問題そのものは全問わかっていた、と？」

　深月の声音にも、いまだ驚きの色は強く残っている。

「然り。毎度毎度あまりにくだらないのでな、いつも六割ほどで我が慢まんの限界がくるのだ」

　高校レベルの試験というのは、俺にとって別の意味で苦痛なのだった。

「しかるに今回は、作戦上の都合があったのでな。例によって低レベルな試験問題ではあったが、俺は努力して最後まで解いたというわけだ。――フハハッ、フハハハハハッ！」

「っう……！　こ、こんなバカが、あたしより頭がいいだなんてっ……！」

「……帝人くんは、わたしより腹黒で陰険で猫ねこかぶりですね……」

　まだ混乱がおさまらないのか、凰花と深月は意味のわからぬことを口走っていた。

「して、凰花よ、深月よ。お前たちの点数と順位は、いかほどだった？」

「「……八八九点で総合二位よ（です）」」

　悔しげに声をしぼりだす二人。俺に負けたのもさることながら、ライバルとまったくの同点という結果にも、歯ぎしりする思いなのだろう。

「そうか、ならばこれで――」

　唇の端はしをつりあげ、俺は言った。

「褒美の条件は、クリアされたというわけだ」

「っ!?」

　しまった忘れていた、という顔になる凰花と深月。

　そう、中間考査で一位になった者は、二人のどちらかにキスのご褒美をもらえるのだ。

「ち、ちょっと待ってよ……！」

「えっ？　も、もしかして、いまここで、ですかっ……？」

　凰花も深月も、俺からあとずさっていく。

　だが、逃げ道はない。教室の出入り口には大勢の野次馬が押おしよせ、ざわめきながら中の様子を見守っている。

　と――

「はいはいはーい！　お取りこみ中失礼しまぁーすっ！」

　人ごみをかき分けて、教室へと果敢に突撃してくる影があった。

　ショートの髪に溌はつ剌らつとした表情、明るく活動的なオーラをただよわせている女子生徒だ。学年は俺たちと同じ二年生。左腕うでにつけた緑色の腕章には白抜ぬきで「新聞部」の三文字が刻印されていた。

　教室に単身入ってきた彼女は、当然のごとく俺のもとへと歩を進める。が、どういうわけかその顔は、あさっての方向をむいていた。彼女は手に持ったボイスレコーダーをマイクに見立て、

「はいっ、こちら現場の日ひ枝えだです！　私はいま翔しよう葉よう学園二年Ｇ組の教室へと来ています。ややっ、あれはもしやっ!?」

　芝居がかった仕草で俺おれを見る。新聞記者というよりもテレビのリポーターめいた言動だった。

「いました！　いちやく全校生徒注目の的となった渦中の人物、超ちよう新星のシンデレラボーイ、御門帝人くんを発見いたしましたっ！　それではさっそくインタビューしてみましょう！　はじめまして、新聞部の日枝と申します！　少しお話を聞かせてもらってもよろしいでしょうかっ？」

　右手のレコーダーを俺へとむけてくる。

「いいだろう、質問を許可してやる。ただし俺は多忙の身、手短にすませることだ」

　脚を組みかえつつ、俺は答える。

　この来訪者も想定ずみ、せいぜい利用してやるとしよう。

「それにしても、なかなか迅速な行動だ。我わが校の新聞部も、捨てたものではないようだな」

「いやぁまぁ、ニュースのネタは新鮮さが命ですから。ビビっときた現場に直行！　ってな感じじゃないと記者は務まりませんよ」

「ほう、記者としての嗅きゆう覚かくにすぐれているか。しかし日枝何なに某がしよ、忠告しておくが、あまり権力の側へ深入りはしないことだ。ミイラ取りはミイラになれるが、報道屋が王になれることは決してないのだからな」

「は、はぁ。ええと……」

　日枝は困こん惑わくの面おも差ざしになる。

　ふむ、高校の新聞部ふぜいには、いささか高尚すぎる訓告だったか。

「そ、それでは、さっそくお話をうかがってみましょう！　手短に、とのことでしたので、さっそくみなさんが一番気になる質問を、ド直球ド真ん中でぶつけてみたいと思います！」

　日枝は凰花と深月の顔を交こう互ごに見やって、

「御門くんは、いったいどちらの姫をキスの相手に選ぶんですかっ!?」

　質問の直後、凰花と深月がはっとして動きだす。

　今度は紅潮した顔で俺へとつめより、

「そ、そうよ帝人っ！」

「そのとおりです帝人くんっ！」

「あたしと深月のどっちを、キ、キスのっ――」

「あ、相手に選ぶつもりなんですかっ！」

　俺は、すぐには答えなかった。

　そのため、教室一体が静寂につつまれる。出入り口に集まった野次馬も、質問を発した日枝も、さらには凰花と深月までもが固かた唾ずをのんで俺を注視している。

「――フッ。決まっているだろう」

　静まり返った教室に、俺は王者の声を響かせた。




「答えは、どちらも選ばない、だ」




「は……？」

「え……？」

「はい……？」

　三者三様、驚おどろきの声が返ってくる。

「聞こえなかったのか。俺は、どちらも選ばないと言ったのだ」

「しょ……衝しよう撃げき発言が飛びだしましたぁっ！　そ、それはつまり、キスの権利を放棄するという意味でしょうかぁっ!?」

「放棄するわけではないが――この場で要求しないという意味ではそのとおりだ」

「も、もしよろしければ、その理由をお聞かせ願いますかっ！」

「理由？　俺の口をわずらわせる前に、自分の頭で考えてみるのだな」

「…………」

　日枝何某はたっぷり一〇秒も声を失い、

「な、なるほどっ！　そういうことでしたかっ！」

　驚きよう愕がくと納なつ得とくが入りまじった声をあげた。

　――ほう。この女、見かけよりもはるかに聡さといようだ。これならば、俺の真意にも自力でたどりつくことだろう。

「取材に協力していただき、ありがとうございましたぁっ！　それでは私はこれにてっ！」

　日枝はお辞儀をしたのち、来たときと同じようにダッシュで出入り口にむかった。

　と、教室を出ていく寸前でふり返り、

「あのっ、御門くん！　ほかの人がなんと言おうと、私は御門くんを応援しますからっ！」

　そんな言葉を残し、彼女は今度こそ去っていった。

　あの様子だと、さっそく部室に直行して記事をしたためるに違ちがいない。

「フフッ……フハハハハハッ！」

「ちょ、ちょっと帝人っ？」

「ど、どうしたのですか？」

　凰花と深月がなにか言っていたが、恍こう惚こつ状態となった俺の耳には届かない。

　これにてリア王計画・第一の作戦は、予定の全行程が完了となった。

「フハハハハハッ！　フハッ、フハハッ、フハハハハハハハハハハハハッ！」

　あぁ愉ゆ快かいだ、高笑いがとまらない！

「うわぁ、完全にイッちゃってるわ……」

「いまはそっとしておいてあげましょう……」

　気がつけば、ほかの生徒たちはもちろん、凰花と深月の姿も教室から消えていた。

　ふふん！　おそれをなして逃にげだすとは、あの二人もまだまだ未熟であるなっ！

「まあいい、今日だけは恩おん赦しやをくれてやるとしようっ！　フハハッ、フハハハハハハッ！」

　――『この世をば　我が世とぞ思ふ　望月の　欠けたることも　なしと思へば』

　そう詠んだときの藤ふじ原わらの道みち長ながも、いまの俺と同じような気分であったに相そう違いない！




　　　　　◇◇◇




　騒乱の昼休みが過ぎ去り、午後の授業を終えた放課後。

　理事長室に集まると、開口一番に凰花がたずねてきた。

「……ねえ帝人。あんた結局、なにがしたかったわけなの？」

「なんだ、まだわからんのか？」

　手元の書類から目をあげずに俺は答えた。

「わたしも凰花と同感です。順位表を見た時点で、帝人くんの目的はキスだとばかり思っていましたから」

「そうそう。自分が一位になってキスを要求してくるなら……外道だし最低だけど、まだ理解できる行動だったわ。それなのに『どちらも選ばない宣言』をするだなんて、どう考えたって意味不明じゃない」

「帝人くんはいったいなんのために、例の噂うわさを流したのです？」

「やれやれ、仕方のないやつらだ。ならば説明してやるとしよう、まずはこれを見るがいいっ！」

　それまで読んでいた書類を、俺は二人に見せてやる。

「？　これって、二年生全クラスの平均点？」

「一年時から今回までのが、すべてそろっているようですが……」

「え？　――ちょっと待って！　これ、今回だけ平均点が飛び抜けて高いわよ！」

「！　と、ということは、もしかすると……！」

「帝人の目的は、これだったっていうことなのっ!?」

　正答を導きだした二人に、俺は肯定のうなずきを返してやった。

「然しかり！　今作戦における我が真の目的は、学年全体の平均点の底上げにあったのだッ！」

「では、あの口づけ云うん々ぬんという噂は――」

「もちろん、バカどもを釣るための餌に決まっているだろう」

　俺は椅い子すを蹴って立ち、歩きだしながら話をつづけた。

「しかし、万が一にも第三者が一位をとってしまった場合、お前たちがあまりに不ふ憫びんだ。そこで俺自身が全科目満点を達成することで、万に一つの可能性をもつぶしたのだ」

「つ、つまり、今回あんたが一位をとったのは、キスの条件を有名無実にするためってこと……？」

「然り。もっとも、どちらかといえば、俺という存在を知らしめる意味合いのほうが強かったがな」

　二人の前に立ち、俺は両りよう腕うでをひろげて言った。

「フッ、とるに足らないリア充ふぜいであれば、自身が一位となっただけで満足し天下をとった気にでもなるのだろう。だが、真に王たるこの俺は違うっ！　なぜならこの御門帝人は、自身の卓たく越えつした知性を示すだけにとどまらずっ、同時に民草の能力を引きだすことまでやってのけたのだからな！　まさしくリア王ならではの、否っ、リア王にしか成し遂げられぬ偉業ではないかッ！」

「はあ。帝人くんの目的と意図は理解できました。でも、それがどのようにリア王につながるのです？」

「いいか深月、教育とはいついかなる時代も国家の根底をなすもの。非支配者たる民衆の学力知能の向上は、王たる者にとって避けえぬ命題だ。なればリア王たらんとするこの俺は、下々の成績をも考慮せねばならぬのが当然だろう？」

「……そんな荒こう唐とう無む稽けいなことを、よく思いついて実行にまで移せますね……」

　理解を絶した様子で、深月がつぶやく。

「フハハッ！　それができるからこそ、この俺は真に王たる者なのだよ、深月ッ！」

「うわ……。ただでさえ通じない皮肉が、いまは余計にですね……」

「さあ、我らがなすべきことはすべて終わった！　あとは我が意図が知れわたるのを待つばかりだ！　フハハハハッ！」

「ねえ……？　一人で盛りあがってるところ、悪いんだけど」

「どうした凰花？　疑問があるなら述べてみるがよい！　いまならば、いかな質問にも答えてやるぞ！　フハハハハッ！」

「じゃあ訊きくけど……。あたしたち以外の生徒は、噂の出所があんたってことさえ知らないのよ？　どう考えたって、あんたの意図になんか気づくわけないじゃない」

　凰花の指し摘てきを、俺は一笑にふした。

「まったく、俺をあまり失望させてくれるな、凰花よ。今日の昼休み、わざわざ取材をうけたのはなんのためだと思っている？　あの日枝何某という女は、俺の真意を読みとっていた様子だったぞ」

「え、新聞部のあの子が？　それ本当なの？」

「『そういうことでしたか』などと言って納得したのだ。間ま違ちがいあるまい」

　あれほど優ゆう秀しゆうな人材が、在野に転がっているとは驚かされた。凰花と深月もうかうかしていては、追いぬかれるやもしれない。

「いや、あれはたぶんそういう意味じゃ……」

「フフフッ、彼女の手になる校内新聞が発行されたあかつきには、我が崇すう高こうなる目的と深淵なる権謀が周知のものとなる。さすればいかに無む知ち蒙もう昧まいたる愚ぐ民みんどもとて、俺の偉い大だいさを認めぬわけにはいかなくなるだろう！　フハハッ、フハハハハハハハッ！」

「校内新聞の号外でしたら、すでに発行されていましたけど――」

　ここへ来る途と中ちゆう、一部もらってきたのだろう。深月は綺麗に二つ折りにした紙を、鞄かばんから取りだした。

「ほう、仕事が速いものだな。やはりあの女は優秀であるらしい」

　紙面の出来ぐあいによっては、さらに評価をあげてやってもいいだろう。我が第三の側近として取りたてることも――否いな、さすがにそれはまだ早計か。

　そんなことを考えながら、俺は折り目を開いた。

　瞬しゆん間かん――

「んなッ!?」

　ブルータスの裏切りを知ったカエサル帝ていとて、ここまで驚かなかったのではあるまいか。

　それほどまで俺がうけた衝撃ははなはだしく、想像を絶していた。




『御門帝人、ホモ疑ぎ惑わく濃厚か!?』




　号外の見み出だしには、でかでかとそう書かれていたのだ。

「なっ、ななっ、なななっ……なんだこれはッ！　ど、どういうことかッ!?」

　わなわなと震え、ぐしゃりと新聞をにぎりつぶす俺。

「なんたる不敬！　なんたる不ふ遜そん！　なんたる不ふ埒らちな文面かっ！　時代が時代なら即そつ刻こくその首刎はねられても文句は言えぬ所業であるぞっ！」

「あっちゃー。やっぱりあの子が言った『そういうことでしたか』って、こういう意味だったわけね……」

　横からのぞきこんだ凰花が、さもありなんという口調でつぶやく。

「な、なんだとっ!?」

「いやだって、あの状じよう況きようでどっちも選ばない宣言なんてしたら、こんなふうに勘かんぐられるのも無理ないでしょ。……まあ、自分で言うのもアレだけどさ」

「ば、馬ば鹿かなっ……！」

「あたしだって『え、帝人ってそっちのケあるの？』とか軽くひいたくらいだし――」

「ふざけるなっ！　俺には断じてそのような趣しゆ味みなどない！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、帝人くん」

　と、沈黙を守っていた深月が、やさしい笑えみをむけて言った。

「そうだとも、深月。この俺は――」

「たとえ帝人くんが同性愛者のガチホモでも、わたしは蔑んだりはしませんから」

「この大馬鹿者がっ！　だから違うと言っているっ！」

「え？　なにか言いましたか、ホモ人とくん？」

「誰だれがホモ人だっ！」

「間違えました、同性愛あい人とくんでしたね」

「えぇいっ、この大虚うつけの大戯たわけがッ！　俺は同性愛者などではないと言っている！」

「……深月のやつ、めずらしく帝人をからかえるから面おも白しろがってるわね……」

　凰花が苦く笑しようしつつ嘆たん息そくして、

「ねえ帝人。深月につきあってる暇ひまがあったら、とりあえず新聞部に抗議しに行ったほうがいいんじゃない？」

「っ！　言われるまでもないっ！」

　カストリ雑誌にも劣おとる低てい俗ぞく新聞をゴミ箱へ叩たたきこむと、俺は憤怒の形相で理事長室をあとにした。




　　　　　◇◇◇




　……結論からいえば、俺の迅速な行動が功を奏し、翌日には訂正記事が配布された。

　ところが、最初の記事のインパクトがあまりにも強かったらしく、俺の真意を本気にする生徒は皆かい無むだった（なにを言っても言い訳になってしまう状況、というのは凰花の弁だ）。

　……ありえない。あってはならない。こんな結末は断じて認められない。

　俺の作戦は、最初から最後まで完かん璧ぺきだったはずなのに――

　なぜだ、なぜこうなったッ!?







リア王の計画たたかいはこれからだ！







　散々な結果に終わってしまった、順位発表日の翌日。

　朝、教室へむかう際、俺はひと気のない西階段を利用した。

「やはりここにいたか、江え代しろ堂どう」

　その踊おどり場ばにて、俺は情報屋に声をかけた。

　パンツルックの私服にアンダーリムの眼鏡めがね、普ふ段だんどおりの姿の江代堂だった。

「……僕ぼくはときどき、こう思わずにはいられないよ」

　携けい帯たいの画面から視線を切って、江代堂は言った。

「この世に君が存在していなければ、朝の読書を邪じや魔まされることもないんだろう、ってね」

「ふん、独創的な照てれ隠かくしだな、江代堂よ。俺が会いにきてやったことが、それほどまでにうれしいのか？」

「……そんなわけないだろ。まったく、どういう思考回路してるんだよ君は」

「決まっている、王の思考回路だ」

「……ふん。まあいいけどさ。それよりも、君のほうはずいぶんと愉快なことになっているようだね」

　当初の契けい約やくどおり、情報の対価として江代堂には計画の進行状況を伝えてある。もっとも意見なり感想なりを口にしたのは、これがはじめてのことだった。

「ふん、愉快なものか。一ヶか月げつ経たって進展がまるでないとは、さすがに考えもしなかったぞ」

「進展がまるでないって……あの二人を身近にはべらせてるくせに、ぜいたくがすぎるんじゃないのかい」

　なぜか冷たい視線をよこしてくる江代堂。

「あの二人？　凰おう花かと深み月づきのことか？」

「ほかに誰がいるんだよ。この学園において、藤ふじ波なみ凰花と橘たちばな深月がどんな存在か、君は本当に理解しているのかい？」

「フッ、知れたことを。凰花も深月も完璧ではないが、学園内でもっともすぐれた人材だ。それがどうかしたか？」

「……まあ、いいけどさ。周囲の恨みを買うような真ま似ねは、できるだけしないでくれよ？」

「なんだ江代堂？　それはもしや、俺のことを気遣っての言葉か？」

「……ふん。そんなわけないだろ」

　江代堂は、ぷいとそっぽをむいてしまう。

　まったく、つくづく素す直なおでないやつだ。

「案ずることはない。お前に言われるまでもなく、王たる者、暗殺への警けい戒かいはつねに怠らんのだからな。そんなことよりも、だ――」

　ここで俺は、本題を切りだすことにした。

「俺が今日、ここへ来たのはほかでもない。お前に新たな仕事を頼たのむためだ」

「仕事？　また誰かの情報が入り用なのかい？」

「然り。一年生の『風かぜ早はやリサ』なる女子生徒を知っているか？」

「北欧帰りのハーフの娘だろう？　知っているもなにも、一年生で彼かの女じよより有名な生徒はいないよ」

「そうか。ならばやはり、我が側近にふさわしい人材であるようだな。フハハハハッ！」

「……側近って、この期におよんでまだ増やす気なのか君は。あの二人だけじゃ飽あきたらずに、ねえ？」

　呆あきれ顔を見せる江代堂を、鼻で笑って俺おれは言った。

「当然だろう。劉りゆう備び玄げん徳とくに仕えた蜀しよくの五ご虎こ将にならい、側近は五人態勢を考えていると言ったはずだ！　そしてそこに下僕しもべ二〇〇人をしたがえれば――フハハッ！　もはや小さな国、この御み門かど帝てい人とが治める『王国』と称してもいいはずだっ！　フハハハハハハハッ！」

　すべては唯ゆい一いつにして絶対の存在、リア王とならんがために。

　壮そう大だいにして崇高なる我わが計画は、まだはじまったばかりなのだ。




　　　　　◆◆◆




　時は夕刻。私立翔しよう洋よう学園中等部のシンボルであり、校舎のどの建物より図抜けて高い時計塔。その急きゆう峻しゆんな宝形屋根の上に、制服姿の人影が一つだけあった。

　異様に長い黒くろ髪かみが、風をうけて生き物のようにはためいている。

「――リア王計画、とはねえ」

　屋根の頂点にある風見鶏。それを片手でつかむことで身体を支えている。なぜそんな危険な場所にいるのかといえば、少女は高いところをことさらに好むからだった。

「アッハッハ！　まさかあのシートから、そんな面白そうなことを思いつくだなんてね。これだからやめられない。それでこそ私の兄だよ」

　少女は実に愉快そうに、独り言を風にのせていく。

「期待しているよ、帝人くん。せいぜいこの世界で、神たる私を楽しませてくれたまえ。アッハッハッハ！」

　高みより悠然と下界を見おろしながら、天へと笑い声をひびかせる。

　少女は名を、御み門かど神かん奈なといった。
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あとがき







　去年の夏のことです。高校時代の友達と浜辺でバーベキューをするという、まさかのイベントが発生しました。そこでハイになった僕は思わず「ＢＢＱとかまじリア充じゃね？」などと口走ったわけです。すると隣となりにいた女子が真顔でひと言、「リアジュウってなに？」。

　……えー、実際のところ「リア充」ってなんなんでしょう？　いや、もちろん僕はそのとき「リアルが充実してる人のことだよ」と説明しましたけど、そもそもリアルが充実してるって具体的にどんな状態やねん？ってことになるじゃないですか。

　で、考えてみたわけですが、前ぜん述じゆつのＢＢＱエピソードが一つの仮説を提示してくれる気がします。すなわち「リア充はそもそもリア充という言葉を知らない」、そこから転じて「リア充という言葉を知らないのが真のリア充」というものです。

　ん、「知らない」というのはちょっと語ご弊へいがありますね。言葉の認知度なんてのはメディアの取り上げかた一つで決まるもので、個々人の状態とは本質的に関係ありませんから。

つまりなにが言いたいかっつーと、毎日の生活が楽しくて忙しくて死ぬほど充実してるなら、自分が非リア充だと鬱うつになることもリア充爆発しろ！と呪じゆ詛そを吐き散らすこともないし、そもそも「ヤッベ、俺っていま超リア充じゃね？」なんて考える暇ひますらないと思うわけですよ。うん、たぶんそうだ、きっとそうだ、そうに違いない。

　というわけで、結論！

　――リア充とは、その言葉を意識しない状態と見つけたり。

　……えー、だからなんだって話なので、謝しや辞じにいきたいと思います。

　イラストのモノリノさん。帝人のラフを見た瞬間、「思い通り！」と夜神月ばりの顔芸をしたくなりました。ありがとうございます！　それから、設定の注文が多くてすみませんでした。さすがにソックスの長さ指定はやりすぎだったと反省しています。

　担当の∪氏。今回は企画の段階から数えきれないほど多くのアドバイスを頂きました。この作品は氏の「やっぱリア王だと思うんですよね」のひと言から始まったといっても過言ではありません。今後ともよろしくお願いします！

　そんなわけで『リア王！』をお送りしました。先のことはわかりませんが、どんな形にせよ、なるべく早いうちにまたお目にかかれればと思います。




平成二四年・文月の終わりに　若桜拓海
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


若桜拓海先生／モノリノ先生
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